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あとがき
序１




　七なな尾お花か梨りんが初めて『残り日数』を意識したのは、十一月の初め。
　正確には、十とつ葉は高校の体育祭が終わった、その日だ。
　体育祭が終わったその夜、十一月四日の夜、ふと寝ね床どこでカレンダーを数えてみると……
　十八歳さいの誕生日まで、あと百五十日だった。
　あと百五十日が経過すれば、自分は十八歳になる。
　百五十日。その日々が終わる頃ころ、自分は高校三年生になり、そして──大人になる。
　でも。
　その時は、そう、すぐに「でも」と思い直した。
　百五十日。
　例えば、今から百五十日前を思い出してみる。
　今から五ヶ月前は、まだ六月。まだ、文化祭の準備で忙いそがしかった頃だ。
　まだ、海水浴の計画すら……皆みなでの神かみ代しろ島しまへの旅行の計画すら、立てていなかった頃だ。
　その頃から今までの期間と同じ、長い長い期間が、まだ残されている。
　そう──『その日』は、まだまだ先だ。
　自分が大人になるのは、まだまだ先だ。
　その時はそう思った。そして、忘れた。


　だが……十一月が過ぎ、十二月が過ぎ、そして年が開けたある日。
　ふと、また『残り日数』の事を思い出した。
　そして──もう一度、数えてみた。
『十八歳の誕生日』までに残された日数を、数えてみた。
　自分が『子供』でいられる日数を、数えてみた。
　あと、九十日だった。


　今から九十日前──それは、ごく最近の日だった。
　あの日から、今まで。それと同じだけの期間しか、自分には残されていない。
　どうしようもない。そう思った。
　時は流れていく。なすすべなく、止めようもなく、『大人』は近づいてくる。
　どうしようもない。日々の生活の中で、そう納なつ得とくした。
　納得した──ふりを、していた。


　その日、『奇きみ妙ような体験』を、するまでは。


　その日、一月の半ば。三学期が始まって間もない、三連休の明けた日。
　いつもと同じ朝。いつもと同じ、家の前の道路──
　そこに、奇妙な人ひと影かげが立っていた。
　人影は、『白かった』。
『白い人影』は、どこにでもあるような白いパーカーを着て、どこででも売っていそうな白いズボンを穿はいて、冷たく輝かがやくヒカリゴケのような肌はだの色をフードで隠かくし、くすんだ白いスニーカーを履はいていた。
　ただ一人、朝あさ霧ぎりの静せい寂じやくの中、『白い人影』は立っていた。
（不安…………？）
「……？」
　七尾花梨は、思わず、息を呑のんだ。
（怖こわい…………？）
「え……？」
　目の前の『奇妙な人影』から、音が、聞こえてくる。
（未来が……怖い…………？）
　声ではない。音。
　静かな、鈴すずのような響ひびきが──頭の中に、響いてくる。
（何に……？）
　目の前の、『白い人』から。
「何……」
（何に……なりたい…………？）


　その、一いつし瞬ゆん後。
　突とつ然ぜん動いた『白い人』が、その右みぎ腕うでを伸のばし、七尾花梨の頭を、掴つかんだ。


　七尾花梨は、こんな風に『奇妙な体験』を、した。
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　ざざーん……ざざーん……
　波の音が、世界に、響いている。


　二月。十とつ葉は市に雪が積もる、その前日。
『そいつ』は『その世界』の砂すな浜はまで、また目覚めた。
　ざざーん……ざざーん……
　耳に入るのは、いつもと同じ、寄せては返す波の音。
　目に入るのは、いつもと同じ、海の風景と砂浜の色。


『そいつ』は、身を起こし、立ち上がった。
『そいつ』は、『この世界』の事を知っている。
『この世界』は、太平洋に浮うかぶとある離り島とう、神かみ代しろ島しま……を模した、『どこにもない島』。
　日本のどこにも、世界のどこにも存在しない『ここにしかない』島。
『この島』は、神代島にそっくりだ。
　当然だ。『そいつ』は確信する。
　自分がそういう風に『作った』のだから、当然の事だ。
『この世界』は、自分が作った。
　自分は、自分の記き憶おくを元に、都合のいい箱庭として『この世界』を作った。
　……『自分の記憶』とは、何なのか。
『自分』を自覚したのはまだ最近なのに、なぜ『そんな記憶』が自分にあるのか。
　そんな事は『そいつ』にとって、大した問題ではない。
『そいつ』は、この島の王であり『この世界』の主だ。
　ただ、それだけだ。
『そいつ』は、自分が何者であるのか、まだ、知らない。


　ざざーん……ざざーん……
　世界に響く波の音の中、『そいつ』は、歩き出した。
『この世界』は、今日もいい天気だ。砂浜と海が太陽にきらめき輝いている。
　視線を上に向ければ、遥はるかに見える島中央の休火山山頂までくっきりと見み渡わたせる。
　とても、いい気分だ。
『現実世界』は雪が降ふっているらしいが、『この世界』の天気は今日も変わらない。
　ざく……ざく
　砂浜に軽い足音を響かせ、『そいつ』は歩き続ける。
　とても、気分がいい。──確信がある。全すべてが順調にいっている。
　自分の力は、『この世界』を作り出だす力。
　じきに──自分の力は、完成する。
　じきに──『この世界』は、完成する。
　じきに自分は、『最後の欠片かけら』を受け取り、そして『この世界』は完成する。
『そいつ』には、自分の正体も分からない。けれども『そいつ』は、確信している。


　ざざーん……ざざーん……
　唐とう突とつに。
『そいつ』の目の前に、人影が現れた。
　砂浜の脇わきの車道から、人影が、姿を現した。
「あら」
　出現した人影は、『そいつ』を見て、声を出した。
「なるほど。そういう事ですか」
　人影は、女性。黒っぽいスーツを着て、右腕だけに長い手て袋ぶくろを付けている。肩かたまでかかるくらいの金きん髪ぱつと、丸っこい顔。基本的にかなり整った顔立ちだが、その外見から年ねん齢れいを判断するのは難しい。二は十た歳ちを超こえている童顔の女の人のようでもあるし、ひょっとしたら可愛かわいい中学生かもしれない。
　そして、その眉み間けんには、黄色の『宝石』が、はまり込んでいる。
　その黄色の女性は、にっこり笑って呟つぶやいた。
「あなたが、『最後の使徒』でしたか」


　そうだ。
『そいつ』は、理解した。
　そうだ。自分は、『最後の使徒』だ。
　自分は少し前『白い人』から『一回目の配布』を受け取り、『白の使徒』になった。
　自分はそして、その力で『この世界』を作って……他ほかの者を引き込んだ。
　徐じよ々じよに完成していく力、その手始めの練習として、力に反応しやすい『宝石憑つき』を、『この世界』に引き込んでみた。
　この目の前の金髪の女性は、その引き込んだ『宝石憑き』の一人だ。
　そして──
『そいつ』は、更さらに確信する。
　じきに来る『二回目の配布』によって、自分は、自分の力は、『この世界』は、完成する。
「なるほど」
　黄色の人影は、頷うなずいた。
「そういう事ですか。では、あなたを」
　黄色の人影は、右手の長手袋を外して、捨てた。
「あなたを、排はい除じよします」
　黄色の人影の右腕──腕うでの形をした硬こう質しつの鉱物──が、明らかになった。
　ヒトの形をしたトパーズが、島の太陽を受け、きらきらと輝く。
「それでは」
　黄色の女性は──栗くり林ばや浅しあ黄さぎは、『最後の使徒』に向かって、砂を蹴けった。
『最後の使徒』は、まったく、動かなかった。


　ひゅっ。
　砂浜に、ごく短い風が、吹ふきぬけた。
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「灯あか璃りさ、最近、彼かれ氏しできたっぽいよ」


「──え？」
　氷ひ見みと透おるは、立たち尽つくしたまま、絶句した。
　何──
　何を、言ってるんだ？
　今、この、目の前にいる女子生徒は、何を言ったんだ？
　今、自分の耳に聞こえてきた、この文章は、何だ？
　今、自分の頭の中に入ってきた、この文字列は、何だ？
　混乱し、立ち尽くす自分自身──それをやけに冷静に見つめている、もう一人の自分。
　その自分が、ひどく機械的に、現状を分ぶん析せきする。
　ここは──今、自分が立っているこの場所は、いつもの部室。十とつ葉は高校、学園行事実行部の部室。無む秩ちつ序じよに置かれた長机と、本が乱雑に突っ込まれ並べられた本ほん棚だな、古びたパイプ椅い子す、壁かべには柱時計、窓まど枠わくにはカレンダー。いつもの部室だ。
　カレンダーには『二月』の大きな文字が表示されている。今日は二月。二月の最終日。高校二年生の三学期が終わるまで──二年生が終わるまで、あと少し。
　春休みを翌日に控ひかえた、とある日の放課後。いつも通りの部室。
　今日は──そう、今日は、午前中から雪が降っていた。
　午前中に雪を降らせまくった雪雲は昼過ぎ頃に去り、放課後のグラウンドは一面銀世界。
　白い大地が太陽の光に輝き、青空に映はえている。
　白く分厚い衣ころもを纏まとったイチョウの木が、静かに立っている。
　そして──
「え」
　同音で呟き、もう一度、部屋の中にいる女子生徒の顔を──七なな尾お花か梨りんの顔を見る。
　三つ編みにでっかい眼鏡、地味な文学少女みたいな外見。一見乱暴な言こと葉ば遣づかいだが、でも、実はちゃんと物事を考えている女の子で──
　そして──この七尾は、さっき──
「灯璃さ、最近、彼氏できたっぽいよ」
　この台詞せりふを、吐はいた。
「…………え」
　誰だれに？　誰に何が出来たって？
　灯璃。不ふ破わ灯璃。名前と共に顔が浮かんでくる。女の子にしてはちょっと高い背せ丈たけ、真まっ直すぐな瞳ひとみ、真っ直ぐな表情。十葉高校二年一組のクラスメイトで──
　そして、同じく、この学園行事実行部の一員。
　一年前……二年生の四月、この学校に転校してきた自分に真っ先に言葉をかけてくれた女子生徒で──そしてそのおかげで、自分は今ここでこうしている。
　その──不破灯璃、が、
　灯璃に──何が出来た──って？
「え」
　ぶっ壊こわれたレコーダーのように、口が自然に音を再生する。カレシ──
　カレシって、何？　アカリノカレシ……って、
「そ」
　口を開いたのに、続く言葉は出ない。半はん端ぱに口を開いた間ま抜ぬけな姿のまま、目の前、目の前のパイプ椅子に座すわる七尾を見下ろす。
「そ、その……」
「はーいっ！」
　七尾は、わざとのような大声を出した。
「以上で、『悪い話』終わりーっ！　と！」
　こちらから目を逸そらし、何か後ろめたい事を誤ご魔ま化かすように、おどけた仕草で声を出す。
「はいはい。以上で終わり終わり。この話は終わりっ」
　あ。そうか。終わりか。
　引きつった脳の片かた隅すみで、気楽な部分が息をついた。うん。終わりか。そう、こんな話は、もう終わりだよ。今ので終わりだ。うん。そうだ。こんな話は、もう終わり。もう、こんな話には付き合う必要はない。だって、この話は終わったんだから。七尾が今終わりって言った。だから、もう、その……もう、この話は、すっかり、終わりで……
　話は、終わり。
「あ、なーんだ。もっと盛り上がる話かと思ったら。もう終わりかよ」
　口が勝手に、能天気な言葉を吐いた。
　口から出た言葉を聞きながら、脳の真ん中、冷たく暗い箇か所しよがら声が上がる。
　話は、終わり──
　──じゃあ、事実は？
　アカリノカレシ──その存在、は？
「さて、続きまして、残った二つ。『いい話』と、『奇妙な話』なんだけどー」
「あ。そうだ。うん」
　脳の中の冷たく暗い箇所からの叫さけび声ごえ、今にもそれが吹き出でてきそうな恐おそるべき扉とびらを力ずくで押おさえつけ、透は声を出した。
「そういや、そんな話、だったよな」
　そうだよ。そういう話だった。そうそう。さっき七尾が突然『いい話』と『悪い話』と『奇妙な話』三つ話があるからどれか選べ、とか言ってきて──
　そして自分は、『悪い話』を選んだんだった。
「じ、じゃあ」
　恐ろしい扉を必死で押さえつけながら、口を動かす。
「次は、いい話で」
　そうだよ。『悪い話』なんか選ぶから、いけなかったんだ。いわゆる選せん択たくミスってヤツだ。残念、もう一回やり直し。今度はちゃんと──
「あ、そう。次は『いい話』ね。じゃあ……」
　七尾はパイプ椅子に座ったまま、目を逸らしたまま言った。
「……ねえ、ひーちゃん」
「な、なん……だよ」
　透は一歩引いて、瞬まばたきした。そして、七尾の眼鏡の奥おくの瞳を見る。
　なんだか──どこかで見たような意思を宿した瞳。
　自分はこの瞳を、この瞳の色を持つモノを、見た事がある……どこで？
　そう、たしか……
「もうすぐ、高校三年生よね」
　たしか……そう。透は、思い出した。
　夏休みの初めの頃ころ、夜の『十葉商店街』で──
「高校三年生になったら、今までのように気楽な立場じゃなくなる。
　そうよ。終わりなの。私達たちの世界は、終わりなのよ」
　これは……あの『白い人』の、瞳……？
「ま、まあ、そうだよな、うん」
　馬ば鹿かな。心の中に浮かんだ意見を、一言で封ふうじる。
　何を言い出すんだ一体。なんで七尾が『白い人』と関係あるんだよ。「お前の瞳って、何だか『白い人』に似てるな」そんな事を言ったら何事かと思われるぞ本当に。
　そもそも七尾は『白い人』とは何の関係もない筈はず、その存在自体知らない筈じゃないか。
「うん」
　透は、頷いた。
「そろそろ、高校三年生だよな」
　頷いて、思考を切きり替かえる。
　そう、いよいよ高校三年生だ。高校三年生。高校生活、最後の一年。
　これからの進路を考え、決定し、実行に移す重要な一年が、いよいよやってくる。
「私さあ」
　七尾は、目を逸らしたまま言った。
「私、四月でもう十八歳さいになるんだけど……」
　目を逸らし、あらぬ方を見つつ口を動かす。
「私、十八歳になったらすぐに──」
　逸らした目が、徐々に下を向いてゆく。
「すぐに──……」
　殆ほとんど俯うつむいたまま、七尾は口の中だけで呟いた。
「……──なのよ」
「へ？」
　透は、聞き返した。聞こえなかった。肝かん心じんな所が聞こえなかった。
「あ、いや」
　七尾は俯くのをやめ、焦あせったように急に顔を上げた。
「ん、その話は、まあいいや」
　逸らした目をこちらに戻もどし、慌あわてたように両手を目の前で振ふってみせる。
「まあね、その話はもう殆ど決定事じ項こうだからさ。私にはどうしようもない事だっつーか。うん。親とかの付き合いもあるしね、私もやっぱ、そろそろ自分の位置とかそういうのを考えなきゃならない年齢だし、その」
　やけに、言葉を重ねる。何か、重いものを覆おおい隠かくすように。
「で、まあその話は置いといてさ。うん『いい話』ね。うん……
　ええとさ、でもね、今から私が言う事はね、私がそれを言ったからひーちゃんにどうこうして欲ほしいとかじゃなくてさ、その。あのさあ、私──」
　一気にそこまで言って、口ごもる。
「────」
　口を、閉じた。
「──やっぱ、いい」
「何だよ」
「いいって言ってるでしょ。じゃあ、続きまして、『奇きみ妙ような話』だけどー」
「おい、ちょっと待て」
「ええと『奇妙な話』だけど。……私さ、一月の半ばくらいに、家の前で……」
「七尾、お前言いかけて途とち中ゆうで」
「──何もないって言ってるでしょ」
「おい……おい、七尾、お前なんか今日、変」
「透──！」
　突とつ然ぜんの叫び声と共に、何の遠えん慮りよ会えし釈やくも無く、ガラッ、と部室の戸が全開になった。
「おい、透、いるか！」
　元気な声と共に入ってきたのは──勿もち論ろん、紅くれない由ゆ宇う。赤髪がみの女の子。
　若い、というより、幼いと言った方がいいかもしれない可愛い顔立ちに、生意気そうなツリ目、綺き麗れいに真っ直ぐさらさらと流れる長い赤髪。その小さな眉間には紅あかい『宝石』が嵌はまり込んでおり、しかしその整った顔立ちの中では、それなりに一つのアクセントとして調和している。背も低く、体形もそれに準じてまだアレだが──しかし、最近少し成長してきたような、十葉高校一年生の生徒。
「おい、雪だぞ！」
　入ってきた勢いのまま、興奮するように窓の外を指差す。そう。グラウンドに、雪が積もっている。
　この子は──透は、由宇の興奮した瞳を見ながら、思い出す。
　紅由宇は、去年の二月十二日に降ってきた『欠片』の一人だ。
　その四月二日にウチの家に来てそのまま同居して、そして九月からこの学校へ転入した。
　だから、雪を見たのは、これが初めてだ。
「ふん」
　七尾は、鼻から息を吐いて、そっぽを向いた。
「騒さわぎすぎだっつーの。アンタらは」
　その表情はまた、いつもの七尾に戻っている。
「あ。七尾先せん輩ぱいも部室に来てたんですか」
　由宇の後ろから、もう一人女子生徒が顔を出した。式しき津づ愛あい華か。ショートに揃そろえた髪の中、一本だけまるで局所的な寝ね癖ぐせのようにぴんと立った前まえ髪がみ。その顔の雰ふん囲い気きは高校一年生にしてはちょっとばかり幼く、何となく子犬とかその辺の小動物みたいな雰囲気。中学の時は運動部にいたらしく、その元気な体は年相応。健康そのものの体育会系少女だ。
「来てたっつーの。愛華」
　そして、七尾とは中学の頃からの、先輩後輩の関係。
「あれ？　何だか不ふ機き嫌げんですか？　七尾先輩？」
　愛華が七尾の方を向き、声をかけた。
「明日から春休みなんですから、明るく行きましょうよ」
「ふん……一年生どもは気楽でいいわ。ホント」
「む！」
　窓から外を見ていた由宇が、振り向むきながら声を出した。
「そうか、春休みか」
　ばっ、と振り返かえりながら、宣言。
「春休みは……林間学校だな！」
　表情が、ころころと変わる。まさに、この先にある様々なことが、嬉うれしくてたまらないといった感じ。まさに──生まれて、そして成長し始めた、人間そのもの。
「そうですね」
　愛華が、頷いた。
　十葉高校の春休みは、ほぼ三月一いつ杯ぱい。一見長いが、だが、その中に色々な行事がある。
　明日からの一日、二日は一年生の一泊ぱく二日林間学校、十日から二十一日までは成績不ふ振しん者・出席日数不足者用の補習授業、二十四日から二十七日は二年生の修学旅行。
　四月一日が、新学期の始業式。そして──
　四月二日から、三者面談。進路決定の三者面談だ。
　新学期が始まるのは四月七日。『高校三年生』が本格的に始まるのは、四月七日。
　それまでの間、四月二日から六日までの間、新三年生は順番に三者面談をする。
　二年生はこの三者面談を潜くぐり抜ぬけ、高校三年生になる。
　最終学年三年生、その前の厳格な関所のように『三者面談』はそこにある。
　新三年生は『三者面談』で進路を決め、そしていよいよ最終学年を迎むかえる。
「三者面談」
　透は口に出し、呟つぶやいた。
「……の前に、修学旅行だよな」
　わざと明るい声を出し、七尾の方を見る。
「そういえば、修学旅行まであと少しだな」
「そうですね。ええと……カレンダーで数えると、」
　愛華は言って壁のカレンダーを捲めくり、三月二十四日の日付を指で指し示す。
「ほら、もうすぐですよ。あと二十日ちょっと過ぎたら修学旅行ですよ。七尾先輩」
「…………はぁ」
　七尾はしかし、愛華の明るい声に乗らなかった。
　逆に、冷静──冷れい淡たんと言ってもいいような瞳で、深く、ため息をつく。
「あ。そーね。……あと二十日ちょい経たったら修学旅行、な」
　ため息と共に、ふう、と息を吐く。
「で、修学旅行が終わって更に一週間経ったら私、十八歳だよ」
「いや、えっと」
　透は口を開いた。全然会話に乗ってこない。なんだ。本当になんだ今日の七尾は。
「ほら。二十日間なんて、あっという間だし──」
「はあ……」
　また、ため息。
　ため息をついて、ついに、机に突つっ伏ぷしてしまった。顔が見えなくなった。
「あ、そう言えば！」
　それに向け、呑のん気きな声を出してみる。
「美み空くも、修学旅行は初めてなんだよな」
　蒼あおい美空。二年生のクラスメイトで、これまた同じくこの部の一員。癖くせのない長い髪をポニーテールに括くくり、雪のような白い肌はだに、無表情に見える綺麗で整った顔。モデルみたいなスレンダーな身体。由宇と同じく『欠片かけら』で──そして、同時に、『欠片同盟』の、一員だったりする。
「あ、透さん……」
　愛華がカレンダーから指を離はなしつつ、遠慮がちに声を出した。
「何だよ」
「あの、美空さん、今日のお昼にチラッと」
「？」
「『わたし、修学旅行行けないかも……』って、言ってましたよ」
「な、なんで」
「ええと……」
　愛華は顎あごに人差し指を当て、考えつつ声を出だす。
「ええと……『白い人』が、出現した。灰はい人とさんから連れん絡らくが来た。
　最後の戦いが始まる……とか、なんとか」




　二月十二日、神か奈な川がわ県けんの十葉市に墜つい落らくし、そして、数千人の死者・行方ゆくえ不明者を作り出した隕いん石せき、その中には、小さな情報鉱物生命体『宝石』が、便乗していた。
『宝石』は、落下の衝しよ撃うげきで粉々に砕くだけ、それぞれ、大きさは様々な「欠片」「破は片へん」へと、姿を変えた。『宝石』の情報処理能力はそれぞれの体積に比例し、大質量を残したモノは、それぞれ個別に、自らの意思を持つ。
　意思を持つ鉱物達はそれぞれ、手近にあるヒトの形をしたモノ……つまり、人間の脳死体、または完全なる死体……へと接せつ触しよくし、その身体構造を書かき換かえ、融ゆう合ごうし、『宝石』の意思を持つ、ヒトの形をしたモノ──『欠片』へと、変へん貌ぼうを遂とげた。
　体積が小さすぎ、自らの意思を持つに至らなかった「破片」は、基本的には自らは何も出来ずそのままとなったが、しかしその中でごく一部、偶ぐう発はつ的てきな事態で──例えば、墜落時の爆ばく風ふうの影えい響きようなどで──生きている人間の体内に侵しん入にゆうしたモノもあり、この場合、その「破片」に侵入された人間は、その人間の人格をそのままに隕石の力を得た存在──『破片』と呼ばれる存在となる。『欠片』『破片』は、程度の差こそあれ『人間離ばなれ』した腕わん力りよく、知力、そして稀まれに、『希少種』と呼ばれる特とく殊しゆ能力を有する事となり、これらは、総じて『宝石憑つき』と、呼ばれる。
　こうして二月十二日より発生した、人間に混じって生活する『人間離れ』を、日本国家は、『隕石の影響で、謎なぞの疾しつ病ぺいに感かん染せんした患かん者じや達たち』と認にん識しきし、その存在を管理・場合によっては処しよ罰ばつする組織を、極ごく秘ひ裏りに作り出した。その名を、『警備局特殊犯罪対策室』と呼ぶ。
　墜落事故以降、発生を始めた『人間離れした人間』は、断じて『宇宙人』でも、『宇宙の力を手にした人間』でもない。『ちょっと変わった病気に感染し、ちょっと変わった力を手に入れた、ちょっと変わった患者達』である、という訳だ。
『特殊犯罪対策室』は、独自の判断により、その『患者』を、『発はつ症しよ者うしや』と『罹り患かん者しや』へと、分類する。この二者には実は実質的な違ちがいは全くなく、分類はつまり『対策室』にとって都合のいい、大人しくて何もしない『患者』が『罹患者』になり、『対策室』にとって、都合の悪い……つまり、その力を利用して、社会秩ちつ序じよを乱そうとする『患者』が、『発症者』になる、という訳。
　その『発症者』の中でも、最優先にマークされている『欠片』が、『白い人』。
『白い人』という名は、彼かれが自じし称ようしたわけでは無い。周囲の人間が、勝手につけた。
　彼の……といっても、男なのかどうか、それすらハッキリしていないが……の、その『人間離れした力』を使った行動は、完全に神しん出しゆ鬼つき没ぼつ。どこを移動し、どこに出現するのか、人間には、確かく認にんも、予想も、しようがない。そんな、存在。
『白い人』の、行動理念は（今のところ）たった一つ。
　自分の『宝石』を、人間に、配り歩く事。
　高質量の『宝石』を持つ『白い人』は、自分の『破片』を、人間に配っている。
　どういう基準で、どういう動機で、『配布対象』が決まるのか、それは、完全に不明。
　ただ、『白い宝石』を受け取った人間は、その『宝石』の力によって、『人間離れ』した存在へと、高質量の『破片』へと、変貌する。
『白い宝石』を受け取り、それぞれ、『人間離れ』を始めた……または、『完全に、人間でなくなった存在』を、総そう称しようして、
『白の使徒』と、名がついている。




　東京。
　どこにでもあるようなビルの一室、ありふれた事務机。
　その一角、ごく平へい凡ぼんな事務机の上で──男が、受話器に向け、喋しやべっている。
「はいはい。分かってるってば。黒くろ部べさん」
　男は……と言うより、それは少年、美少年と呼んだほうが相応ふさわしい外見だ。
　色素が薄うすく、灰色のようにも見える短い頭とう髪はつ、中性的で幼い顔立ち。声変わり以前のような、高い声。少年の眉み間けんには、はまり込んだ『宝石』……『欠片』である事の証あかし……が、灰色の異形に輝かがやいている。
　少年は部屋の中、受話器に向けて喋っている。
　ただ、一人で。
「来年度？　ちゃんとやるってば。そっちに迷めい惑わくはかけないよ。十葉の市長になりたいってんなら、好きにやればいい。『来年度』なんてもんが、無事に来るんなら、ね。その時、ヒトの世界がまだあったら、ね。……あ、いや、ちょっとした冗じよ談うだんだよ。冗談」
　少年の名前は、訃ふ山ざん院いん灰人。このビルを拠きよ点てんとする『欠片同盟』の、一員。
『特殊犯罪対策室』には、（『欠片』『破片』の差はあれど）多数の『罹患者』が雇こ用ようされ、日々、『発症者』との戦いを──実の所、主に、公務員という地位と、定期給きゆ与うよによる『罹患者』自身の生活の安定と、それによる『発はつ症しよう』の防止を、果たしている。
　そして、『欠片』たちの中には、積極的にその組織の一員となり、生存を果たそうとする一派も存在し──その一派を、彼ら自身は、『欠片同盟』と、自称している。
　蒼美空や、栗くり林ばや浅しあ黄さぎ、紫し暮ぐれも、この『欠片同盟』の、一員だ。
「紫暮の冗談だよ。『白い人』がさ、ヒトの世界を終わらせるってさ。最近アイツ、更さらに輪をかけて馬鹿な事言ってるんだ。ヤツはどんな姿にもなれて性別も思いのままの力を持ってる。冗談みたいな力を持ってるもんだから、発想も冗談みたいになってるんだよ」
　左手で受話器を持ちながら、右手で新品のタバコの箱を取り出す。
「そう……『白い人』の、話だよ。うん『対策室』からの情報」
　器用に片手でタバコのパッケージを開け、一本の紙巻タバコを取り出す。
「『白い人』は、四国の山中──徳島県と高知県の県境あたりにいる。一月の末くらいからそこにいて、それからずっと動いていないそうで。うん。まあ、確かな情報。
『配布』のし過ぎで、自らの『宝石』を少なくしすぎて、ついに自ら動く力すらなくなった──というのは、紫暮の見立てだけど、うん。ぼくも、それで間ま違ちがってないと思う。ヤツは馬鹿でね、後先とか考えずに自分の『宝石』を配りまくったんだ」
　紙タバコを取り出し口に咥くわえて、これまた新品のライターを取り出す。
「『何かを、待っているみたいだ、ネぇ』──とか何とか、紫暮は言ってたよ。
　まあ、これも同感。最近、ピリピリするんだよ。……音波だね。『宝石』の微び細さい振しん動どうによる超ちよ音うお波んぱでの広こう範はん囲い情報発信。『鞭むち』の応用能力だね。そりゃまあ、ヤツはかつては類を見ないほどの体積の『欠片』だったんだ。その時に開発した小こ技わざだろうよ」
　ライターに、ぼっ、と火がついた。
「で、その馬鹿でかい超音波信号で……誰だれかに、何かを必死で伝えようとしている。自分は動けないから、待ち人を探して無差別に大声で叫さけんでる訳。で、」
　ついた火を、咥えた紙タバコの先に近づける。
「超音波信号の内容解かい析せきは、今紫暮がやってる。『白い人』の場所は四国、奇くしくも紫暮の『病院』の近くだからね。……それと並行して、こっちでは問答無用の殲せん滅めつ手段を考えてる。今はそんな状じよう況きようだよ」
　タバコの先に、赤い火が灯ともった。
「さて、その殲滅方法だけど。何しろ相手は動けないんだ。例えば、ヤツがいる『その場所』を問答無用に爆ばく破はしちゃうのが手っ取り早いと思うんだよ。マスコミは童どう子じに頼たのんで押おさえて貰もらうとしてさ。うん。四国の山中で森林火災、身元不明の死者が一名って感じに。
特に珍めずらしくもないニュース──」
　タバコの赤い火と共に、すっ──と、息を吸う。
「──分かってるよ。言ってみただけ。穏おん便びんに事を済ませろ、ね。今後の事を考えると、それが当然だよね。……さて、『今後』ねえ。そんなものが本当にあるのかな？　手て遅おくれになっても知らないよ？　『今後』が無くなったら、政治家ごっこも終わりだぜ？
　あ、いや、冗談だよ。はいはい。とりあえずは目立たない方法でいきますってば」
　タバコを口から離し、白い煙けむりを吐はく。
「──これから、蒼あおに命令を出す。蒼の迫はく撃げきで『白い人』を殲滅する。少々不安だけど他ほかに戦力がないんでね。彼かの女じよは高校生だしさ、明日にでも『対策室』の職員の車で現地まで──はあ？　目立つ事はするな？　公用車を使うな？　いや、現地は四国だぜ？　車じゃないと……はいはい。分かったよ。じゃあ、公共交通機関で行かせるよ。さて、アイツ、電車とか乗れるのかねえ。切符きつぷとか買い方知ってるのかねえ。知らないよ、もう」
　吐き出された白い煙が、部屋の天てん井じようをたゆたう。
「は？　浅黄？　……ああ、浅黄は……」
　灰人は白い煙を吐き終わり、少し咳せき込んだ。
「……浅黄は……」
　タバコを摘つまんだ右みぎ腕うでに、顎から凭もたれる。
「もう、戦えないよ」
　言って、まだ長いタバコを、ぐいっ、と新品の灰皿に押し付つける。
「まずっ」
　電話を切って、灰人は一人、吐き捨すてた。
二章　～あなたは、死にますか？～




　昼に積もった雪が、夜の庭、月光を照り返している。
　二月も残す所、あと一時間と少し。
「おい」
　透とおるは居間のコタツに足を突っ込んだまま、向かい、同じく足を突っ込んだまま寝ね転ころがる由ゆ宇うに向け、声をかけた。
「もう寝ろ」
　日が沈しずんでだいぶ経つ。そろそろ夜中と呼んでもおかしくない時間だ。
「十時半だぞ。寝ろ」
「んー」
　コタツの向こうから、由宇の生返事が聞こえてきた。ゆったりとしたＴシャツとだぼっとしたショートパンツ、いつもの寝間着を着て二つ折りにした座ざ布ぶ団とんを枕まくらにして、まさにだらけきっている。
「お前なあ」
　透は身を乗り出し、コタツ机越ごしに由宇に声をかける。
「明日の朝から林間学校なんだろ。五時起きなんだろ」
「これを見終わったら寝る」
　言ってリモコンを手に取り、テレビを付けた。テレビ画面に『ネゴシエーター・リカ・五十一話。リカ・マオよ永遠に……（前編）』のサブタイトルが表示された。
「……次で最終回か、これ」
　よくぞ一年も続いたもんだ。
「ちゃんと完結できる物語は幸せなのだ」
「分かったような事を言うな」
「世の中には未完の大作が多くてなあ」
「その事にはあまり触ふれるな」
　サブタイトル画面が消え、本編が始まった。黄色の魔ま女じよっ子衣装を着た黒くろ髪かみセミロングの少女と、黒の衣装に身を包つつんだ金きん髪ぱつツインテールの少女が画面の中で動き始める。
「……なあ」
　コタツ机に頬ほお杖づえをついて、テレビの中の二人の少女を見ながら、透は口を開いた。
　二人の少女の前に、イソギンチャクの親玉みたいな敵モンスターが出現する。敵モンスターは二人の少女に向け、何だか白くて細くて長い触しよく手しゆの塊かたまりをぶちまけた。丈じよ夫うぶでそれでいていやに粘ねば々ねばした十数本の触手に搦からめ捕とられ、二人の少女が苦しげに呻うめく。
「おい、由宇」
「何だ」
　虚こ空くうに固定された少女に、触手追加。数え切れないほどの白い触手が、ぬめぬめと濡ぬれた少女の服の上をうぞうぞぞわぞわとリアルに這はい回まわり始める。何だこのアニメ。
「もうすぐ……二年生は、修学旅行なんだよ」
「ふむ」
　頷うなずきながらもテレビから目を離さない。こういうのに興味があるのか。
「で、それが終わったら……三者面談だ」
「らしいな」
　由宇は、寝そべった姿勢のまま頷いた。
「ところで、三者面談とはなんだ」
　頬杖から、ずるっ、と顔が滑すべった。
「お前、知らないのかよ」
「知らん」
　由宇はテレビ画面から目を離さないまま、気楽に答える。
「『三者』とは、誰と誰と誰の事なのだ」
「親と、先生と、そして本人だよ。親に相談しつつ、先生の意見を聞きつつ、本人が進路を決めるんだ」
　言いながら、思う。自分の『三者面談』には、親は来ない。
　自分は……二年前の四月一日、事故で家族を亡なくした。両親と妹。
　だから、自分は『二者面談』になる。先生と、自分だけだ。
　おれは、おれの進路を、自分一人で決めないといけない。
「…………」
　テレビ画面の中、触手が粘ねん液えきを分ぶん泌ぴつし始めた。
　粘液に塗まみれて悶もだえる二人の少女を見つつ、透は考える。
　高校生活もあと一年。
　来年の今いま頃ごろが卒業式だ。その頃……自分は、何をしているんだろうか？
「なあ、由宇」
　また、声をかける。
「何だ」
「……お前って、将来の夢とかある？」
「ゆめ？」
「ええと……将来なりたいものとか、やりたい事とか」
「ある」
　即そく答とう。
「何だよ」
「…………聞きたいか」
　テレビ画面から目を離し、こっちを見た。その真しん剣けんな瞳ひとみに、ちょっと緊きん張ちよう。
「ま、まあ、聞きたい……けど」
「…………教えてやらん」
　ふい、と目を逸そらし、またテレビを見る。
「何だよ。一体、どんな仕事を……」
「仕事ではない。立場だ」
「立場？」
「将来私は、お前の……」
　そこまで言って、口を止める。
「…………やっぱり、いい」
「何だよ、一体」
「……今は、私の話では無いだろう」
　話を打ち切るようにリモコンを取り、テレビのボリュームを上げる。
「お前の話だ」
「そりゃまあ」
「とりあえず『サラリーマン』とか『公務員』になればいいのではないか？」
「適当な事を言うな。どこの受け売りだ」
　将来の夢はサラリーマンか公務員です。そんな事を三者面談で言っても何にもならない。『どんなサラリーマン？　どんな公務員？』と聞き返されたら、返す言葉は無い。
「……世の中って、意外と複雑なんだよ」
「そうか」
「色んな仕事があるんだ」
「ふむ」
　偉えらそうな事を言って──透は、心の中で自じち嘲ようする。
　偉そうな事を言って、多分、自分も何一つ分かっていない。
　おれは自分の将来を、何一つイメージ出来ていない。
「色んな仕事があってさ、そして、学生時代が終わるまでにその中から一つを選ぶんだ」
「ふむ」
　なんだか、深刻な話を始めてしまった。そんなつもりはなかったのに。
「兵ひよ藤うどうさんはさ、実家の事務所を継つぐらしいんだよ」
「ふむ、そうらしいな」
　兵藤さんは、部の先せん輩ぱい。一つ年上の三年生で、先代部長だ。だから、もうこれで卒業。四月からは大学へ行って、資格の勉強をする事になる──多分それは険しい道なんだろう。資格を取る勉強、資格を取ってからも勉強、仕事を始めてもずっと勉強。大変な道だ。
　けど──多分、それは、どの道を選んでも、同じだ。
　どの道にも、艱かん難なん辛しん苦くは、待ち受けている。
　当たり前だ。仕事なんだから。なんて言葉で纏まとめるには、自分はまだ何も知らない。
　でも、そのどれかの道を選ばなければならない。選んで、そしてあと一年でその道へ進むための準備をしなければならない。
　テレビの中で蠢うごめく触手が枝分かれし、更に細くなった。グネグネとした極ごく細ぼそミミズのような数百の触手、それぞれに蠢くそれが、少しずつ、少女の袖そでと裾すそと襟えり首くびから──中へ、
「つまり──」
　服の中で布の奥おくで、触手とその繊せん毛もうが微びみ妙ようで繊せん細さいでそして変化に富んだ振しん動どう。
　少女の呻き声ごえが、徐じよ々じよに──
「おい。ちょっとこれテレビ消していいか」
　透はリモコンを取った。
「何な故ぜだ」
「おれは真ま面じ目めな話をしてるんだが」
「しかめっ面つらで難解な単語を並べていれば真面目という訳もあるまい」
「…………はあ」
　画面から目を逸らし、リモコンを置いてため息をつく。
「つまり、」
　結論。
「三者面談、嫌いやだな……。本当……」
　そんな重要な選せん択たく肢しを突つきつけられて、さあ答えろって言われても、なあ……
　ずっと、高校二年生のままでいられればいいのに。


『次回をお楽しみにね！』という表示と共に、居間の時計が十一時を指し示した。
「よし！」
　透は、叫んだ。
「終わり！　今日は終わり、っと！」
　口に出してリモコンを取り、テレビを消す。うん。延々考えていてもキリがない。色々考えて袋ふく小ろこ路うじにハマってしまう。今日はこのくらいにしておこう。やめやめ。また明日。
「おい。番組終わったぞ」
　リモコンを机の上に置き、声をかける。
「寝ろ」
　机の上にあった携けい帯たい電話を代わりに手に取り、その画面を由宇の鼻先に突きつける。
「もう十一時だ。今から寝ても、六時間しか寝れないぞ。寝てこい」
「んー」
　由宇は、動かない。
「寝ね不ぶ足そくで行ったら、バスでゲロ吐くぞ」
「ゲロなど吐かん。子供でもあるまいし」
　夏には船で盛大にゲロった癖くせに。
「いいから寝ろって」
「私は眠ねむくない」
　言い返しながらリモコンを手に取り、またテレビのスイッチを入れた。
　ぷつ。電源が入ると共に、どうでもいいバラエティ番組が始まる。
「おい。寝ろって。寝ね坊ぼうするぞ」
「朝まで起きている」
「何言ってんだ」
「そうすれば、寝坊しない」
　動くのが面めん倒どうになったな……さては……
「そんな事、出来る訳ないだろ」
「出来る」
「……ふーん」
　透は、携帯電話を手に取った。『11：02』既すでに二分経たった。
　三十分寝転がって眠くなって、動くのが面倒になって、意地を張ってるんだ。
　でも、明日はコイツ、林間学校なんだ。早く寝かさないとな。うん。
　……多少、ヤバイ手を使ってでも……だ。
「ん？　透、何だかお前、目つきが怖」「じゃ、こうしよう」
　由宇の声を遮さえぎって、透は声を出した。
　携帯電話を持ってコタツから足を抜ぬき、膝ひざでずりずりずりずりと近寄っていく。
「何だ」
　由宇は頭だけを動かし、こっちを見た。身体を動かすのも面倒くさい模様。本当は眠いけど、精神だけは張ってて眠れないんだ。よくあるよくある。
　じゃあ、精神を突き壊こわせばいいんだよ。……屈くつ服ぷくさせればいいんだよな。うん。
「おい透、なぜ口くちの端はしを吊つり上あげて笑う。怖」「今、携帯のアラームセットしたから」
『11：30』に設定されたアラーム画面を、由宇に見せる。
「……それがどうした」
「十一時半になったら、これは鳴る。それまで、お前はここで動かずじっとしていろ。
　このアラームが鳴って、その時まだ眠っていなかったら、お前の言い分が正しかったって事で、ずっと起きていていい。けど、それまでに寝ちゃったら、限界だったって事で布ふ団とんに行って眠ってもらうぞ」
「ふん」
　由宇は瞳だけを動かし、携帯電話の画面を見る。
「余よ裕ゆうだ」
「そうか」
「私は子供ではないのだぞ。その程度の夜よ更ふかしくらい、余裕だ」
　意地張ってる意地張ってる。今日もプライド聳そびえ立たってる。
　……ふふ、そのくらいの方が、やりやすいんだよ。
「じゃあ」
　携帯電話をコタツ机の上に置き、ずりずりずりずり、と膝で少女の枕まく元らもとに近寄る。
「今から、スタートな。勝負だぞ」
「勝負だと？」
「ああ」
　深刻な顔で、頷いておく。
「勝負だよ。おれが勝つか、お前が勝つかだ」
『11：05』。開始。
「ふん。勝負か。まあいいだろう」
　勝負と言われると引けないんだよな。この子はプライド高いから。
「と言っても、私が負ける筈はずがないがな」
　自信満々の言葉を聞き流しつつ、ずりずりずりずりとさらに近寄って、少女の頭の脇に座すわり込む。
「私は、そんな事くらい簡単に……」
　そしてそのまま……その長い赤髪がみに、すっ、と指で触れる。
「簡単に……うわっ！」
　不意の感覚に、由宇はビクッと身を強こわ張ばらせた。
「な、何っ。透っなぜ私の髪に触れるっ」
「おい。今さっき『動かずじっとしている』って言っただろ」
　うろたえるその顔に向け、笑え顔がおを向けてみる。
「い、言ったがしかし」
「動くの禁止」
「だが、あれは」
「ひょっとして……動いていないと眠い？　負けそう？」
「そ、そんな事は無い！」
　ふん、と息を吐はき、ばふっ、と座布団に頭を戻もどす。さっきと同じ姿勢。
「私は眠くない」
「へえ……」
「だから、負けん」
　寝転がったまま、天に向かってふんと鼻息を吐く。
　ほほお……何だか、プライドの嵩かさが上がってる。こりゃ面おも白しろそう。
「そうか……眠くないのか」
「当たり前だ」
　さて……じゃあ、本気出してみるか。久しぶりに。
「お、おい透、お前っ何を考えて」
「いいや別に。よーし。動くなよ」
　言いつつ……十本の指を長い髪の間に、ゆっくりと差し込む。櫛くしを差し込むように。
「な、何……何をする……」
　おっ。ちょっと不安になったっ。
「何をしても無む駄だだぞ。私は全然眠くないからな」
「そうか……」
　差し込んだ指をゆっくりと動かし……十本の指で、少女の長い髪をゆっくり梳とかす。
　さらさら…………さらさら……
「う」
　さらさら…………さらさら……
　ゆっくりとした規則的なテンポで、継けい続ぞく的てきな軽い刺し激げき。子供を寝かすには、コレだ。
「ううー！」
　由宇は天を向いたまま、二、三回瞬まばたきした。
　さらさら…………さらさら……
「あ……うう」
「十一時半まで、動いたらダメだぞ」
「わ……わかって、いる」
　さらさら…………さらさら……
「うう…………」
　瞬きの回数が、徐々に増えていく。効こう果か覿てき面めん。相変わらず、刺激に弱い。
　さらさら…………さらさら……
「う……」
　寝ね転ころがったまま動けない状態で、身体は寝る寸前の状態で、これはキツかろう。
「ほら、言っただろ」
　髪を梳かしながら、透は低く呟つぶやいた。
「もう眠くなってきた。もう負けそうになってきた」
「ね、眠くないっ！　私は眠くないっちっとも眠くないっ負けないっ」
　三回も言った。効いてる効いてる。
　さらさら…………さらさら……
「む……無駄だ、と言ってるだろう……がっ」
　お。語ご尾びが今、なんかトロッとした。もう一ひと押おし。
「眠くなった」
「眠くないっ！」
　さらさら…………さらさら……
「ね……眠らな、いっ」
　少女の顔が、だんだん……虚うつろになっていく。瞳の色が無くなってゆく。
　とろんとした目で、ぼやっとした顔で──なんか、色っぽい。
　いや、これは余計な感想。これはあくまでも、林間学校の為ための準備です。
「眠らな、い」
　言葉の最後で、がくっと頭が揺ゆれた。それに自分で気付いて、はっと目を見開く。
「寝てない！」
　おーおー。意地張ってる。
「今お前、頭動いただろ？」
「寝てない！」
「もうそろそろ耐たえられないだろ？」
「ち、違ちがう！　少し動いただけだ！」
「そろそろ負けそうだろ？」
　会話ではなく、断定。こちらの理論を、強制的に押おし付つける。
「な、何を言っている！」
「諦あきらめろよ。眠ったら気持ちいいぞ」
「い、いくら気持ちいいからって、私はそんな」
「気持ちいいのか？」
「！　……ち、…………ちが……」
「眠いんだから、寝るのは気持ちいいよな？」
「わ、私は……眠くなんか」
「今、自分で言っただろ？」
「あ、あれは……」
「本当は眠いけど、意地張ってる」
「そんな……そんな訳っ……」
「ほら、意地張ってる。本心と逆の事、言ってる」
「あ……ぁ」
　さらさら…………さらさら……
　追おい詰つめつつ、髪の刺激は止めない。変わらずゆっくり、単調に。
「本当は眠くてたまらないけど、負けるのが嫌だから自分に言い聞かせてる」
「違う……っ！　私、眠くなんか」
「ほら、そうやって聞かれてもないのに何回も言ってる。自分に言い聞かせてる」
「な、何をっ……」
　さらさら…………さらさら……
「でも逆効果だ、言うたびに意識して眠くなる」
「私は、眠くないって、言って……」
「ほらまた言った。言ったから、また眠くなった」
　さらさら…………さらさら……
「眠くな……私は、眠くないから、そう言って……言っても、眠くならない……」
　ハマった。
「言っても……眠くなんて、ならな……私…………」
　一回『眠くない』と言う度に、瞬きの頻ひん度どがどんどん増えてゆく。
　さらさら…………さらさら……
「おれの勝ちだな」
「い……いや、私、負け……りゃ……い……」
「お前の負けだよ」
「いや……いやあ…………」
「あと十分以上も残ってるよ。ほら、お前負けるんだよ」
「や……やらぁ……わらひ……」
　力なく、頭をかすかに振ふる。そろそろ限界のようだ。
「わら……ひ、負けたく……なひ……」
「そうか」
　さらさら…………さらさら……
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　指を動かしつつ、低い声で囁ささやく。
「負けたくないんなら、一回だけチャンスをやるよ」
「……ふみゅ……？」
　ぼやっとした瞳ひとみで、微かすかな声。
「一回だけの、大チャンスな」
「……一回……？」
「そう。今からおれが言う言葉を復唱できたら、お前は勝ちだ」
「…………？」
「ちゃんと復唱できたら、お前の勝ち」
「…………かち……？」
「そう」
　にこっ、と笑顔を向ける。
「『私は夜更かしする悪い子でした。だから、何でも言う事聞きます』」
「…………ぅ」
「これ言えたら、おまえの勝ちな」
「わらひ……かち……？」
　夢うつつのように、息を吐く。
「そうだよ。おまえが全部言ったら、おれは負けだ」
　暫しばらくの間を空け、少女の口がゆっくり開く。
「わら…………ひ……は」
「そう」
「わらひ………………わるいこ……でひた……、だ、たからぁ……」
「あと少し」
「…………な、なん……でも……」
「最後まで」
「…………、…………」
「言わないと、おれの勝ちだぞ？　言えば勝てるぞ？」
「……い」
「ほら。もう少し」
「……いうこと……ききま……ふ……ぅ」
　落ちた。
「よし」
　透は、笑顔を向けた。
「じゃ、お前の勝ち」
「…………ぁ、……かち……」
　素す直なおに、少し得意気。もう判断力は残っていない。
「ところで……言う事聞くよな？」
「…………？」
「今、そう言って勝ったんだよな？」
「……はぃ……はひぃ……」
「今度、あの服装のまま、あの道具を付けたまま町へ連れてくから」
「……ぁ……そんな……ぁ…………あんな……」
「……言う事、聞くよな？」
「…………だって…………らって……誰かに……」
「今お前、『何でも言う事聞く』って言っただろ？」
「ぁ………………」
「そう言って勝ったんだよな？」
「はひ……言う事……きく…………わらひ……」
「そうか」
　その瞳を覗のぞきこみ、大きく頷うなずく。
「じゃ、今日はおやすみ」
「…………は……ひぃ……」
　夢うつつで、微かに口を動かす。
「由宇…………きもち……いいで……ふ……」
　眠った。


　すー……すー……という由宇の寝ね息いきを聞きつつ、携帯電話を取って時刻確かく認にん。
『11：20』。顎あごに手を当て、重々しく頷く。まずまずのタイムだ。もっとゆっくりじわじわいぢめてみた方が面白かったかもしれない。が、
　……まあ、それはまた次の機会。じっくりと。
　そんな事を考えつつ電話を操作し、アラーム設定を解除しようとしたその瞬しゆ間んかん、
　ぴりりりりりりりりりりりりりりりりり！
　携帯電話から突とつ然ぜん、呼び出し音が鳴なり響ひびいた。
「うわあっ！」
　叫さけんで反射的に通話ボタンを押し、由宇の方へと振り返かえる。……大だい丈じよ夫うぶ。起きていない。折せつ角かく寝付かせたのに、一体何だよこんな夜中に。思いつつ電話を耳に当てる。
「もしもし？」
　誰だれだ、こんな時間に。
「ひーちゃん……？」
　電話の向こうから、地を這はうような低い声が響いてきた。
「な」
　一いつ瞬しゆん、誰だか分からなかった。
「七なな尾お……？」
　おれを『ひーちゃん』と呼ぶヤツは、一人しかいない。
「お前、何だ、こんな夜よる遅おそくに」
「ねえ、ひーちゃん……」
　こちらの言葉を無視し、七尾は低い声のまま言葉を続ける。
「な、何だよ」
　つい、押される。
「ひーちゃん……今、何やってる？」
　突然の電話の第一声としては、平へい凡ぼんな第一声。
　でも、何だか、異様な響き。
「何、ってその」
　今から由宇を担かついで、彼かの女じよの部屋の寝ね床どこに突っ込みに行く所……なんだけど。
「もうすぐ、寝るんだけど」
「そう……」
　返事は、感情のない、機械のような声。
「私はね……」
　七尾は受話器の向こうで、音を出した。
「私は……今、」




　ざざーん……ざざーん……
　波の音が、世界に、響いている。


『最後の使徒』は、また『その世界』に、いる。
　ざざーん……ざざーん……
　耳に入るのは、いつもと同じ、寄せては返す、波の音。
　目に入るのは、いつもと同じ、海の風景と、砂すな浜はまの色。
　と、もう一つ……
『最後の使徒』の目の前、砂浜の岩場に紛まぎれて『それ』は、ある。
『それ』──半ば白い鉱物化した、昨日の『黄色い人ひと影かげ』。
　砂浜の岩場に、『白い鉱物』が……中に栗くり林ばや浅しあ黄さぎを取り込んだ岩石が、置いてある。
「…………」
『最後の使徒』は岩場を乗のり越こえ、その『白い鉱物』の正面に立った。
「く……」
『白い鉱物』には、栗林浅黄が埋うめ込まれている。
　両りよ腕ううでを左右に一いつ杯ぱいに伸のばし、両足を真まっ直すぐ下に伸ばし、まるで磔はりつけのような姿で──四し肢しの末まつ端たん部分、肘ひじから先、膝ひざから下が『白い鉱物』へと変質し、岩石と一体化している。
「う……うぅ」
『白い鉱物』に閉じ込められた栗林浅黄は、目を瞑つぶったまま、低く息を吐いている。
「……ぅ」
　磔にされたまま目を瞑り、時折軽い苦く悶もんのような呻うめきと共に、熱っぽい息を吐く。
　長い金きん髪ぱつが汗あせに湿しめり、額に張り付いている。
『最後の使徒』は、それを観察しつつ、確認する。
　これが、自分の力だ。
　この女性は、自分の『力』で、こんな風になった。
　この女性の精神は今、絶え止やまぬ快楽と、永遠の安楽の中にいる。
　じきにその精神の全すべてがそれに捉とらえられ、そして全身が『白い鉱物』になる。
『最後の使徒』はそっと右みぎ腕うでを伸ばし、女性の左頬ほおに触ふれた。
「！」
　磔にされた女性の身体が、電でん撃げきを食くらったように、ビクッと動いた。
「く……！」
　磔にされた女性……栗林浅黄は、磔になったまま全身を突つっ張ぱらせた。
「ぅ……くぅ！」
　目を瞑ったまま、触れられる右手から逃のがれるように、不自由なその身体を捩ねじらせる。
「……は……ぅっ……」
　その口から、溜ため息いきのような喘あえぎ声のような呻き声ごえが漏もれる。
「ぅう……」
　呻き声と身体の煩はん悶もんと共に、『白い鉱物』の部位が徐じよ々じよに広がってゆく。
「ぁ……はっ……はぁっ……」
　女性は、何かに抵てい抗こうするように強く首を振る。
「…………く……っ！　ぁ！」
『最後の使徒』は、触れた右手を離はなさない。
「は！　うぁっ……う」
　肘までだった『白い鉱物』が、二にの腕うでまでに。
『最後の使徒』は、栗林浅黄を観察しつつ、右手の『力』を使い続ける。
「ぅ……あ、はぅ……っ！」
　膝までだった『白い鉱物』が、太ふと腿ももまでに。
『最後の使徒』は、静かに、指を離した。
　磔にされた身体からがくっと力が抜ぬけ、栗林浅黄は支えを失ったように俯うつむいた。
「はぁ、は……っ」
　目を瞑ったまま、長い髪かみを重力のままに垂らして、長い息をついた。
「ぁ…………はぁ……」
　解ほつれた数本の髪が、汗によって頬に張り付いている。
「あぁ……」
『最後の使徒』はそれを観察しながら、静かに思う。
　なかなか、うまくいかない。
　永遠の快楽を──それを保障する世界を与あたえてやろうというのに、抵抗された。
　完全な『白い鉱物』にしてあげようとしたのに、うまくいかなかった。
　この女性は、その精神を、まだ少し残している。元の姿に戻もどる事は無いにしても──ほんの少し目覚めるくらいは、まだできるかもしれない。
「……」
　自分の右腕を見つつ、『最後の使徒』は、考える。
　たった一人相手に……こんなに手間と時間をかけているようでは、話にならない。
　まだ……自分は、未完成だ。
　まだ、自分は、完成していない。


　そう……自分は、完成させる為に『白い人』に会わなければならない。
　会って……『二回目の配布』を、受けなければならない。
『二回目の配布』を受ければ、自分は、自分の力は、『力たる自分』は、完成する。


『白い人』は、どこにいる？




　三月一日、三月の初めの日は、見事な快晴となった。
　中庭に差し込む午後の光は暖かく輝かがやき、昨日の雪はどんどん解けてその支配面積を小さくしていく。屋根からは雪解け水が絶え間なくぽたぽたと垂れ、泥に小さく穴を穿つ。
　太陽が差し込む居間、びりっ、と音を立てて、透は二月のカレンダーを破り取った。
「ふむ」
　続いて出てきた『三月』の文字を見つめ、しばし感かん慨がいにふける。
　三月。いよいよ、二年生の最後の一ひと月つき。締しめくくりの月。
　破ったカレンダーをゴミ箱に捨て、そしてその足で台所へと向かう。冷蔵庫の上のマガジンラックから新聞集金の人に貰もらった紙製のカレンダーを取り出し、マグネットで冷蔵庫の側面に張はり付ける。これも、『三月』。
　引っかけてあったボールペンを取り、スケジュールを記入していく。
　今日と明日の一泊ぱく二日は、由宇の林間学校。十日から二十一日までが由宇の一学期出席日数補完補習授業、二十四日からの三泊四日が自分の修学旅行。そして四月一日に始業式、二日から三者面談……と。
「三者面談」
　口に出しつつ、文字を記入する。
　また出てきた。三者面談。思いつつボールペンを元の場所へと差し込み、そのまま冷蔵庫から麦茶を取り出してコップに注ぎ、食堂の椅い子すに一人座すわる。
　窓から差し込んでくる太陽の光が、食堂机の片かた隅すみで四角く輝いている。天気は、いい。
　天気は、いいが……
　一口、麦茶を飲み込む。
　天気はいいが、しかし気分は晴れない。
　こうして一人で家にいると……どうしても、色々と深刻に考えてしまう。
　三者面談。
　自分はその場で、何を言う？
　自分は将来、何者になるつもりだ？
　分からない……いや、違ちがう。一応、将来の希望くらいは、いくらでも言う事ができる。
　けど……それを『三者面談』という場で言ってしまっていいかどうか、分からない。
『三者面談』で何かを口にしたら、もう取り返しがつかない。後から『やっぱりあれは無かった事にしてください。止めときます』とは、なかなか言いにくい。言えない。
　そう、『三者面談』とはつまり、セレモニーの会場で、宣せん誓せいの舞ぶ台たいだ。
「…………」
　宣誓したくない。まだ決めたくない。本当に決めていいのかどうか、分からない。
　……もう少し待って欲ほしい。もう少し考えたい。もう少し保留したい。今は正直、そんな感想しかない。だから、おれは……三者面談を、意識してるんだ。最近。
「保留、か」
　保留。単語をしみじみと眺ながめてみる。
　保留。……やろうと思えば、出来る。
　そう。大学だ。大学へ行ってから決める。そう言えば、保留は出来る。「今はとにかく偏へん差さ値ちを上げて大学へ行きます。将来の事は、四年間で考えます」そう言えば、今はとりあえずそれで通る。実際、その手を使うヤツも多いだろう。そして多分これは、ある程度正しい道だ。大学へ行って開ける将来の道も、そりゃあ、あるだろう。
　大学。
　……大学へ行くくらいのお金は、まだある。
　実際──夏ごろは、自分も、そのつもりだった。高校の次は、大学。特に疑問を挟はさむ事もなくそう思っていた。
　でも、なんだか最近ちょっと考えてしまう。『三者面談』を前にして。
　今の、こんな気持ちで大学へ行って……
　四年間行って、そして四年後どうするんだ？
　四年後、また同じ事を考えるだけじゃないのか？
　何も考えず、ただ先延ばし、延長しているだけ──なんじゃないのか？
　もし──その時、既すでに手て遅おくれになっていたら、どうするんだ？
　特定の年ねん齢れい以下、特定の大学、特定の学部へ行っていないと選せん択たく不可能な道も、ある。
　もし四年後、そういう道へ進みたいって事になっても、もう遅おそいんだぞ？
「…………」
　視線が徐々に俯いていくのを、自分で止められない。
　自分はこれから、どうすればいいのだろう。自分は一年後、何をしているのだろう。
　三年生を前にして、どうすればいいのだろう。
　大人になるために必要な事って、なんだろう。
　人生を生きるのに大事なものって、一体、なんなんだろう。
　……こんな時に。
　つい、思いついてしまった軽い単語。
　こんな時、両親が……家族が生きていたら、良かったのに。
「おい。よせ」
　口に出して、単語をかき消す。そんな事を言っても仕方ない。そんな事を言っても、どうしようもない。そんな事を思い出しても……更さらに、気が滅め入いるだけだ。
　でも、いったん心の中に生まれた発想は、そう簡単に消えはしない。
　なんでおれは、一人で決めないといけないんだろう。
　なんでおれは、両親に相談できないんだろう。
　なんで、……
　やばい。
　自覚する。こんな事考えても仕方ないんだって言ってるだろ。ほら。止めろ。思考を元に戻せ。後ろを向くな。つまらないことに脳の回路を使うな。
「おい、由宇……」
　あ、いや。今日と明日はいないんだった。ええと、
　ええと、


「──望み？」


　え？


「──叶かなうとしたら、」


　なに？


「──望みどおりに、出来るとしたら、どうする？」


　なん……


「──世界を、……」


「え？」
　ばっ、と立ち上がり周りを見回す。
　変わらない食堂の風景。窓から差し込む陽ひ射ざし、雪解けの庭。
　聞こえてくるのは、かすかに唸うなる冷蔵庫の音と、雪解け水が垂れる音。
「おい、幻げん聴ちようってお前そろそろヤバくないか？」
　立ったまま、わざとふざけた口調で独り言。
「あ、うん、じゃあ、今日はもう止めておこう。また明日明日と」
　座って、息をつく。やれやれ。疲つかれてる。本当に疲れてる。何だか、心に余よ裕ゆうがなくなっているのが自分で分かる。最近ちょっとノイローゼ気味なのかもしれない。
　折せつ角かくの春休みなんだから、少し気分転てん換かんだ。誰かに電話して、一いつ緒しよにどっかに遊びに行こう。思って、机の上の携けい帯たい電話を手に取る。
　操作しながら考える。ええと誰に電話しようか。鳥と羽ばか、羽は幌ほろか。
「あ」
　七尾。着信履り歴れきの一番上に、七尾の名前があった。
「そうだ……」
　着信、七尾花か梨りんより。二月二十九日、午後十一時二十七分。
　そうだ。透は思い出した。昨日、由宇を眠ねむらせた直後。七尾はそんな夜中にいきなり電話をかけてきた。夜中に電話してきて、そのくせこちらの言葉をまったく聞こうとせず『私はね……』とか言って……
　そして、そのまま電話は切れた。言葉の途とち中ゆうなのに、いきなり向こうで切った。
　……何だったんだろう……一体。画面を見つめたまま、考える。
　そういえば何だか七尾、昨日の昼から様子がおかしかったような……
　かけ直してみる？　『おい、昨日の夜のアレ、何だったんだよ』って、聞いてみる？
「むー」
　唸る。でも何だかそれって、恥はずかしいというか今いま更さらというか……
　電話してみて『ああ、アレ？　別に何でもねーよ。電池切れちゃってさー』とか気楽に言われたら、何となくこっちが一方的にバツが悪くなるというか。
　ん……
「そうだ」
　思い立って、指を動かす。灯あか璃り。そうだ。灯璃に相談してみよう。七尾のヤツ、いきなり気が変わって灯璃の方へ方向転換したのかもしれないし。うん、女同士だしな。
『不ふ破わ灯璃』名前を呼び出し、ボタンを押おす。
　数回のコール音の後、電話は繋つながった。
「もしもし？」
「あ、灯璃」
　なぜか安心。ふうっ、と息をつく。
「あのさ灯璃、今ちょっといい？」
　安心して開放した心の窓から、強風が吹ふき込んできた。
　強風は、油断して忘れて放置していた恐おそろしい扉とびらを、開け放った。
「あ、ごめん透。今、ちょっと時間ないかも──」
　扉の中から、封ふう印いんされていたモノが、飛び出してきた。
「私さ、これから用事が」
　アカリノカレシ──
「な」
「あ、いや、少しなら大丈夫よ。何？」
　灯璃の彼かれ氏し──って、何？
「い……いや…………」
　文字が、頭の中を埋め尽つくした。
「え、えっと、その」
　少しなら……少しなら、って、何だ。何の用事が、あるって言うんだ。
「あのさ」
　渇かわいた喉のどで、唾つばを飲み込む。
「ほら、暇ひまならさ、鳥羽とか七尾とかと、どこかへ行こうかな、って」
　だから、灯璃は今時間がないって言っただろ。何聞いてたんだ、お前は。
「ごめん」
　声が、返ってきた。
「ちょっと……今日明日は、無理かも」
　無理……って、何？　なんで？
「ど……どこか、行くの？」
　やめろ。聞くな。
「ええとさ、アキラさん……あ、いや、『おっさん』からの、命令なんだけど」
　アキラさん。『対策室』の室長。対策室職員である灯璃の上司。
「いや、別に変な所へ行く訳じゃないよ。透。あのさ、なんか上の方から、『美み空くさんを四国へ連れて行け』って命令が来たの。何だか美空さん、そこで仕事するらしくて。だから、今から二人で出かけ……あ、これ他人に言っちゃダメかも。ごめん、忘れて」
「あ、あの！」
　何を思うより前に、勝手に口が動いた。
「い、今から出かけるの？　美空と一緒に、四国へ？」
「うん」
「じ、じゃあ……その、」
　おい。何を、言うつもりだ。
「おれも……それ、付いて行っていいかな！」




　四国。
　徳島県と高知県の県境──とある、山の中。
　縮尺の大きな地図だと、等高線と細い川しか記き載さいされていない、とある山中の土地。
　縮尺の小さな地図ならひょっとして、小さく記載された「白しら瀬せ村」の文字が発見できるかもしれない。そんな程度の規模の、ごく辺へん鄙ぴな村。
　人口二千人程度の、山の中のとある田舎いなか。昔は修しゆ験げん者じやの温泉宿場として栄え、現在になってもその頃ころからのいくつかの老舗しにせ旅館を残す、そんな村。
[image: 画像]
　その村の中心から──更に、車で約十分。
　舗ほ装そうさえされていない山道、車が一台やっと通れる程度の細い道の先に、その建物はある。山の中、一面の木々の中、不ふ釣つり合あいに突とつ然ぜん建っている、奇きみ妙ような鉄筋の建物。
　税金の無む駄だ遣づかいのお手本のような風ふ情ぜいの、その建物には──
　──しかし、看板は、掲かかげられていない。
　その山中の建物は、道行く者に、自らの素すじ性ようを明かそうとしない。
　その建物は、だから、道行く者の誰だれにも、その名を呼ばれる事は無い。
　その建物は──ただ、その建物の関係者の間でのみ、ひそかに、こう呼ばれる。
『発はつ症しよ者うし隔やか離くり施し設せつ』。


『その施設』……公式には少なくとも『病院』という事になっている……の事務室片隅で、サングラスをかけた女の子が、事務机に向かっている。
　サングラスをかけた女の子は、左手に持った受話器に向け、喋しやべっている。
「──搬はん送そうは無事終しゆう了りよう。浅黄の身み柄がらは、確かに受け取ったヨ。灰はい人とクン」
　その女の子の外見年齢は、十歳さいくらい。
「一応、空いていた『病室』に入れたヨ。そのまま寝ねかせてある。だって、他にどうしようもないからネぇ」
　十歳くらいの、ちょっと陰かげのある、でも充じゆ分うぶんに魅みり力よくある可愛かわいい女の子。少なくとも、外見はそんな感じだ。年齢の計算に合わない異常に長い髪かみの毛けを後ろで箒ほうきのように縛しばり、白いリボンと黒レースによる装そうし飾よく過多の服を着て、その上からぶかぶかの白衣……いや、それは薄うすい紫むらさきがかっている。紫し衣いとでも呼ぶべきか……を、羽織っている。
　紫衣の右胸のネームプレートには、『紫し暮ぐれ』と、記載されている。
「……病状？　良くなってはいないネぇ」
　紫暮は受話器を持ったまま、机の上にあるパソコンのスイッチを入れた。
「ごく稀まれに、ほんの僅わずかな間、意識が戻る時もあるようだが、殆ほとんどの時間はずっと眠ったままだヨ。何やら、辛つらそうに悶もだえている。悪い夢でも見ているのかネぇ」
　パソコンの画面に、小さな画像の窓が開く。
「──まァ、少し、彼かの女じよの状じよう況きようを整理しようか」
　画像は、白い寝ね間ま着きを着せられベッドに寝かされた栗林浅黄の写真。表示されている撮さつ影えい日時は一時間前だ。その両りよ腕ううでと両足の末まつ端たん部はそれぞれ、『白い鉱物』になっている。
「栗林浅黄は昨日の朝、彼女の自室の寝ね床どこでこの状態になっていた」
　小さな画像が、拡大されてゆく。
「昨日……つまり二月の末日、雪の降ふった日だネ。一昨日の夜に寝床に入って、そしてそのまま目を覚まさなかった訳だヨ。発見時、既に身体の末端部が『白い鉱物化』を始めていて──そして、その箇か所しよは時の経過と共に徐じよ々じよに広がっている」
　画像拡大。『白い鉱物』は、既に二にの腕うで、太ふと腿ももの辺りまで達している。
「ごく稀に、微かすかに意識を取とり戻すが、舌と頭が回らないらしく、寝言のようなうわ言のような事しか言わない。意味は分からない。そしてまたすぐに意識をなくす。……どうして彼女がこんな事になったのか、一昨日の夜に何が起こったのかは不明だヨ。
　……しかし、そう『白い鉱物』と言えば、『白い人』のお家芸だネ」
　紫暮はパソコンを操作し、画像を消した。
「『白い人』はこれまでも数件、その手で触ふれた生物を『白い鉱物』に変えた前科がある──とはいえ、『白い人』はその日も四国にいたはずだ。『白い人』は、あの場所から動けないはずだ。東京にある彼女の家へは、あまりにも遠い。
　……うン、容疑者にはアリバイはあるネぇ」
　受話器の向こうの人物は、不ふ機き嫌げんに何かを言った。
「分かってるヨ。せっかちだネぇ、キミは」
　紫暮は、笑いながら、それに答える。
「勿もち論ろん、『白い人』が無関係だと言っているんじゃないヨ。……そうだネ」
　カーソルを操作し、文字入力ソフトを開く。
「おそらくこれは、彼かれの後こう継けい者しや、『最後の使徒』の、しわざだヨ。
　……うン、『白い人』の大規模超ちよ音うお波んぱ解かい析せきは、終わったヨ。語りかけている内容は、大体分かった。なに、大した事じゃないサ。ワタシは、キミ達とは出来が違うンだヨ」
　キーボードの上で、指が動く。画面が、見る間に文字で埋うまっていく。
「……フフ、冗じよ談うだんサ。種明かしをするとネ、我わが『入院患かん者じや』の一人が、教えてくれたのサ。ほら……ユーイチ君が、サ。『声が聞こえる……呼んでる』とか言うからサ、ちょっと事情を聞いてあげたンだヨ。相変わらず、まともな会話は出来なかったけど、ネぇ」
　文字で埋め尽くされた文章ファイルを、電子メールソフトの中に入れる。
「今送った物が、ユーイチ君の発言の全すべてだ。それを読めば分かるが、『白い人』は『白の使徒』全員に呼びかけている。全員の『宝石』を共鳴させ、それぞれを中ちゆ継うけ点いてんに使ってネ。
　全員に呼びかけて──『一回目の配布』しか受けていない『使徒』を、呼び集めている。一回しか貰もらっていない者は私のところへ来い、ってネ。
　そして『白い人』は、集まった『使徒』の中から一体を選び、『二回目の配布』を行う。殆どなくなってしまった自らの『白い宝石』。それで『最後の配布』を行う。
『最後の配布』を受け取るのは──そう、『最後の使徒』だヨ」
　かちっ。電子メールが、送付された。
「『白い人』は、自らの最後の力を『最後の使徒』に渡わたす。それが彼の最後の仕事だヨ。そして、『最後の使徒』は完成する。『白い人』の遺志を継つぐ『その力』が、完成する。
　──ほら、覚えてるかナ？　同じく『白の使徒』である中村たかし君。彼も七月一日の『二回目の配布』で、その希少種の能力を完成させていただろ？　ちょうど、あんな感じだヨ。『最後の使徒』は『一回目の配布』だけを受け、そして未完成のまま、未完成の能力のまま今までうろついていたンだ。そして今、呼ばれて誘さそわれて『二回目の配布』を受け、その能力を完成させようとしているンだヨ。
　……浅黄は、その『最後の使徒』と遭そう遇ぐうしてしまって、そして、ああいう姿になったンだ。『最後の使徒』の能力の片へん鱗りんを、その身に受けてしまったンだ。具体的になにをどうされたのかは、分からないけどネぇ。彼女の自室には誰も侵しん入にゆうした形けい跡せきは無いから……遠えん隔かく能力、若もしくは遅ち効こう性せいの能力かネぇ。そこは、不明だネ、うン」
　紫暮は、電子メールソフトを消した。
「……そうだヨ。そういうワケで、『最後の使徒』は、四国へ向かっている」
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　パソコンを操作しつつ、紫暮と名のついた女の子は口くちの端はしを歪ゆがめた。
「フフ……例えば高校生なら、家出して出かける事になるんだろう、ネぇ」




　新幹線が岡おか山やま駅のホームへ滑すべり込む頃には、あたりは真っ暗になっていた。
「おっ」
　わざと呑のん気きな声を出し、透は新幹線から駅のホームへと降り立つ。
「岡山って、結構都会だな」
　ホームから、落下防止用のアクリル壁かべ越ごしに高層ビルが見える。新幹線からの降乗者もそこそこに多い。さすがは四国への玄げん関かん口ぐち都市。正直、もっと田舎だと思っていた。
「……あのさ、透」
　続いて出てきた灯璃が、後ろから声を掛かけてきた。
「あの、こんな事を言うのもちょっと悪いけど……」
　その服装は、ＧパンにＴシャツ、そして上から綿の長なが袖そでジャージ。荷物は小さなリュックサック。まさに、ちょっと遠出する女子高生って感じ。
「透、帰りのお金とかあるの？」
「あるよ」
　透は気楽に返事して、背せ負おっている自分のリュックサックを上から叩たたいた。中には財さい布ふと携帯電話、そして二日分の下着が入っている。五分くらいで急ごしらえで作った荷物。男の旅たび支じ度たくなんてこのくらいで充分だ。
「四国まで行って、帰ってくるだけだろ」
「…………うん」
　美空が、灯璃に続いて新幹線を降りた。こちらの服装は長袖のＴシャツに丈じよ夫うぶそうな半はん袖そでのジャケット、下には作業用みたいなごっついズボンを穿はいて、背中には業務用みたいなでっかい登山用のリュックを背負っている。足元には登と山ざん靴ぐつ、頭の上には登山帽ぼう。全身で『今から山へ行きます』と宣言しているような服装。
　美空は、四国の山中にいる『白い人』を退治しに行くらしい。透は新幹線の中で聞いた話を思い出した。何だか知らないが『白い人』は、四国の山中で動けなくなっているらしい。『宝石』を配りすぎて、まともに動く事すらできないほど弱っているとか。
　……で、そこに美空を、『欠片かけら同盟』の中でもトップクラスの戦せん闘とう力りよくを持つ美空を差し向け、一気に事態の解決を図はかる──というのが『対策室』の方針だそうな。
　だがしかし、美空はまだまだ社会経験が少ない。路線図を見て切符きつぷを買ったり出来ないし、ホテルを取って宿しゆ泊くはくするやり方も知らない。……と言う訳で、美空の知り合いで、かつ『対策室』の臨時職員である灯璃を同行させ、麓ふもとの村、白瀬村という名前らしいその村へ辿たどり着つくまでのフォローをさせよう、という計画だそうな。
　うん。一通り思い出し、頷うなずく。
　別に灯璃は、特別な用事で出かける訳じゃないんだ。
「でもさ、高校生なんだから、ホテルとか取りにくいよ」
　二人に向け、言い訳のように言いい募つのる。
「三人いればさ、少しは取りやすいよ。うん。部の合宿とか言えば怪あやしまれにくいし」
「……………………」
　美空は、蒼あおい瞳ひとみで、じっとこっちを見ている。
「ど、どうせおれ春休みで暇だしさ。たまには少しちょっと出歩こうかなーなんて思ってたところだし、おれ四国に親しん戚せきいるし、帰りはちょっとそこに寄ってみてもいいかなーとか。由宇を連れてく訳には行かないしさ、由宇が林間学校行ってるこの機会にさ」
「…………」
「あ、そりゃさ、邪じや魔まになるって言うんなら、その、ええと」
「……………………いい」
「え」
「………………透さん」
　美空は、ゆっくり頷いた。
「…………灰人さんに連れん絡らくしたら、いい、って」
「そ、そうなの」
「うん……その方が、対策室への借りが少なくなって、都合がいい…………って」
「ん……まあ、美空さんや上司さんがいいって言うなら、別にいいけど。私オマケだしさ」
　その横で、灯璃が頷いた。
「あ、でもさ、由宇ちゃんに連絡しておかないとダメよ」
「う、うん。由宇は明日まで林間学校だけど」
「私たち、明日帰れるかどうか微びみ妙ようだよ。白瀬村って、四国の奥おく地ちみたいだし」
「わかった」
　頷いて、リュックから携帯電話を取り出す。
「じゃ、ちょっと連絡するよ。ええと、もうこの時刻なら由宇、宿に入ってるかな」
「あ。透。林間学校って、携帯電話もって行っちゃいけないよ」
「そうなのか」
　透は携帯電話を開きつつ、声を出した。林間学校は一年生の行事。自分は二年生からの転校生だ。行っていないから、様子は知らない。
「じゃ、メール打っておくよ」
　携帯電話を操作し、電話帳を呼び出す。由宇のメールアドレスは、と。
「明日帰って来たら電話見るだろうしさ、置き手紙って事で」
　喋りながらメール作成。送信。これでよし、と。
　携帯電話をポケットに突っ込みつつ、透は顔を上げた。
「じゃ、今日の宿とか探そうか。ええと、新幹線が止まる直前にさ、車窓から駅前ビジネスホテルの看板見えたんだ。番号もメモしておいたし、まずここに電話して……」
　言葉の途中で、ポケットの中の携帯電話からメールの着信音が鳴なり響ひびいた。
「ん？」
　もう一度取り出し、画面を見る。新着メールが、一通。
「あ……そうか」
　新幹線が動いている間、携けい帯たい電話の電源はずっとオフにしていた。今メールを送信した拍ひよ子うしにセンターと繋がり、そして、溜たまっていたメールが今送信されてきたらしい。
「ええと……」
　そのままメールを開く。差出人は鳥羽だ。何だろう。
　メールを、開く。
『七尾が』
　同じく、灯璃と美空の携帯電話が、同時にメール着信を告げた。
『七尾が、今朝から、行方ゆくえ不明だ』
「え？」
『家出したかも、知れない』
三章　～生きている、理わ由け～





　ざざーん……ざざーん……
　波の音が、世界に、響いている。


　透とおるは『その世界』で、目覚めた。
「あ」
　無意味な息を吐はいて、むく、と身を起こす。
　目に入るのは、雲の断だん片ぺんすらない、青い空。
　足元は、砂地の広場。広場の向こうは、太陽の下、緑に輝かがやく林。
　木々の隙すき間ま、眼下に見晴らすのは、遥はるかな海うな原ばらとその中に浮うかぶ小さな世界。島。
　海を望む、遠望の景色。
　ざざーん……ざざーん……
　遥かな海から、波の音が、途と切ぎれる事も絶える事もなく響いてくる。
　島だ。氷ひ見み透は、唐とう突とつに確信した。自分は、とある島の遠望の場所……
　……山の頂上に、いる。
「ええと……」
　周りを見回し、思い直す。これは、夢だ。おれは今、神かみ代しろ島しまにいる夢を見ている。
　いつもの夢だ。すぐに思いつく。何だか最近、よく見るようになった夢。最初に見たのは確か秋、体育祭が終わったあたりの頃。なぜか、はっきり覚えている。
　立ち上がり、広場の隅すみに生えている木へと近寄ってみる。名前の分からない広葉樹は、そこにそ知らぬ顔で生えている。緑の葉脈に太陽が輝き、そう、まるで本物みたい。
　その葉を、指先でぴんと弾はじいてみる。葉は指先にリアルな感覚を残し、そして物理法則を真っ当に遵じゆ守んしゆしつつ揺ゆれて、そして運動エネルギーを使い果たして止まった。
　ざっ……とゆるい風が吹ふき込み、林の木々を揺らす。
　足元の砂地が少し舞まい上げられ、風に色が混じる。
（なんだ……ここ）
　突つっ立たったまま、改めて思う。
　何だこの夢。今日はいやにリアルだぞ。明めい晰せき夢……にしても、明晰すぎる。
「同じような夢をよく見る」事自体は、まあ、そういう事もあるさで済むかもしれないが、今日のこれはリアルすぎる。明らかに変だ。そして今、夢の中の自分がそれを考えているなんて、更さらに輪をかけて変だ。
　……ひょっとして。
　広場を無意味にうろつきつつ、思う。
　これは……ひょっとして、『破は片へん』を埋め込まれた事の、副作用とかだろうか？
　まあ、あるかもしれない。足に砂の感かん触しよくを感じつつ思う。なにしろ『宝石』は未知の物質だ。どんな理り屈くつで何が起こるのか、さっぱりわからない。何だかよく分からないが、その情報処理が持ち主の睡すい眠みん時精神活動を補助し……とか何とかそんな理屈がつけば、こんな夢くらい実現できそうな気もする。その辺の事は、『破片』を埋め込んだ本人の由ゆ宇うにすら分からないだろう。何しろ最初は、本当に無責任に一方的に改造されたものだから。
　とにかく。透は顔を上げ、周りを見回した。
　ちょっと移動してみよう。じっとしていても仕方ない。
　もしこれが単なる『リアルな夢』だというのなら、そして何の副作用もないのだとしたら、それはちょっと楽しいかもしれない。呑気な事をつい考える。何しろ、ここは神代島だ。眠ねむればいつでも『この世界』に来れるって言うんなら、結構面おも白しろいんじゃないか？
　我ながら太平楽極きわまる発想をしつつ、山頂から下へと降りる遊歩道を下ってゆく。
　木こ漏もれ日びとそよ風、運ばれてくる遥かな潮の香かおり。なかなかいい環かん境きようだ。
　……季節とかが、あるのだろうか？　風を受けつつ思う。『現実世界』は三月。ちょっと肌はだ寒さむい気候のはずだが、『この世界』は、いい気候だ。今、自分は昼間に着ていた服そのままの服装だが、特に暑くも寒くもない。
　……まあ、夢だというんなら、そんな事にこだわる必要は無いんだけど。
　でも、本当に、夢なんだろうか？
　答えの出ない疑問を浮かべつつ、見覚えのある遊歩道を歩いていく。この島、この神代島は八月に皆みなで旅行に行った島だ。ここで一泊ぱく二日を過ごし、港から船に乗って帰った。この遊歩道は、その時に見た景色そのままだ。
　いや……正確には。
　とっ、とっ、と歩きつつ思い出す。
　正確には『この島』は、神代島では無い。神代島にそっくりな、でもまったく別の島だ。
　秋に『この夢』を見た時──最初に『この島』に来た時の記き憶おくを、思おもい浮かべる。
『この島』には、港がなかった。砂すな浜はま、バーベキューハウス、グネグネ道。他ほかの全ては神代島と同じだったけど、『この島』には、港だけがなかった。まるでその箇所だけが都合よく切り取られたように消されていた。
　今いま更さら、思う。
『この島』は、一体なんなんだろう。
　まるで……誰だれかが、何かの目的の為ために作り出した、都合のいい世界みたいだ。
　世界を作ろう。島がいいな。この島をコピーしよう。港は要いらないな。消してしまおう。
　そんな感じに……なんだか、都合のいい『箱庭』を作る為に、テキトーな発想で既き存そんの地形をコピーし、要らない箇所をこれまたテキトーに大おお雑ざつ把ぱに消してしまった……とか。そんな感じ。
（まさか……な）
　一体どこの誰が、何の為にそんな事をするって言うんだ？


　ざざーん……ざざーん……
　波の音が、徐々に大きくなってくる。
　遊歩道はあと少し。山を降りたら、村がある。透は思い出した。
　夏の旅行の時と同じ景色。神代島の唯ゆい一いつの村。
「……えっと」
　村は、あった。そう、あの時と同じに。ちゃんと舗ほ装そうされた車道の脇わきに結構近代的な民家や商店が並ぶ村。勿論時代を感じる古い民家もあるが、全体的に意外と垢あか抜ぬけた村。
　でも、人ひと影かげが見当たらない。道にも家にも店の中にも、人っ子一人いない。気配もない。ひたすら無人の家。無人の村。そのくせ、店には商品がちゃんと並んでいる。
　……どこかの家に、入ってみようか？　交差点の真ん中で、突っ立ったまま思う。このうちのどれかの家に人が住んでいて、そして『この世界』の取り扱あつかい説明書をくれる……とか、そんなイベントが用意されてたりして。
「何だよ。イベントって……」
　口に出して自分にツッコミを入れつつ、村を背に車道を下ってゆく。
　道みち端ばたには軽トラが停とめられている。ナンバーは「品川」。これもあの時と同じだ。多分、中の車しや載さい品とかも同じだろう。持ち主もいないのに。
　そう。透は、確信した。
『この島』には、人がいない。少なくとも、普ふ通つうにはいない。確定してもよさそうだ。
　秋、最初に『この島』に来た時は、山の頂上で後ろに誰かの気配を感じたりもしたんだが……けどその時も、振ふり返かえってみたら後ろには誰もいなかった。気のせい……だったのだろう、多分。
『この島』は、この夢は、一体、なんなのだろうか？
　グネグネ道は終わり、砂浜に着いた。
　白い砂浜が、太陽を照り返している。足元に砂の感触。相変わらず、感覚はリアルだ。
　沖おきへと目を凝こらす。砂浜に照り返した太陽が、遥か沖へと届いている。見えるのは、ただ水平線。船は見当たらない。大型客船は勿論、小さな漁船に至るまで。
　相変わらず、人の気配らしいものは、一向に……
　いた。
「え？」
　思わず声が出た。沖から目を戻もどそうとして、やっと気付いた。
　遠くの砂浜……岩場の傍そばの波なみ打うち際ぎわに、唐突に人影がいた。
　ここからだと小さくにしか見えないが、あれは確かに人影だ。女の子だ。
　砂浜で、少女がこちらに背を向け、沖を見ながら座すわっている。
「あっ」
　もう一度声を出し立ち止まって、少女の姿を遠目にまじまじと見つめる。
　白襟えりと白袖そでつきの、何やらどこかの修道服みたいなデザインの黒い上着。丈たけの長い、これまた黒の長スカートに、更に黒い靴くつ。全身黒ずくめ。やけに退たい廃はい的てきに見える服装を身に纏まとった少女が、砂浜に小さくなって座り込んでいる。
　透は、少女に向けて歩き出した。
　近づくほど、少女の姿が明らかになる。人影は体育座りのような姿勢で砂浜にべったりと座り込んで、ただ沖を見ている。だから、こちらからは後ろ姿しか見えない……
「？」
　少女の背中には、三つ編みにされた髪かみが垂れ下がっている。
　透は人影に向け、近寄っていく。
「…………七なな尾お？」




「あっ」
　透は、目を覚ました。
　目を開けて、しばし天を見つめる。
　目に入るのは、くすんだ天てん井じよう。深夜を映した窓。ベッド一つでほぼ一いつ杯ぱいの、片かた隅すみに申し訳程度の机と椅い子すが用意された、狭せまい一室。暗い部屋の中、枕まくらもとのデジタル時計の光が室内をかすかに照らしている。三月二日、午前二時四十七分。
　夢だ。
　透は、ベッドの中で確かく認にんした。ここは、ホテルの一室。岡おか山やま駅前の、ビジネスホテルのシングルルーム。自分は、夢を見ていた。覚えている。自分は『あの島』へ、行っていた。
　闇やみの中、思う。何だよ。目が覚めたのかよ。今、いいところだったのに。
　もう一度寝ねよう。即そく座ざに思う。
　もう一度寝て、もう一度『あの島』へ行こう。
　まだ夜中だ。このまますぐに寝てしまおう。
　透は、再び目を閉じた。


「な、」
　砂浜に座る少女の脇に立ち、声をかける。
「七尾」
　七尾はゆっくりと立ち上がり、こちらを見た。
「ああ……ひーちゃんか」
　眼鏡の奥おくの瞳に見つめられ、思わずたじろぐ。
「な、なんだよ七尾。そのテキトーな呼び方は」
　その瞳は、何だかいつもの七尾とは違ちがう──暗黒のような、瞳。
[image: 画像]
　いや、そんな事、とりあえずどうでもいい。思い直す。そう。昨日の夜、鳥と羽ばからのメール。あの後すぐ駅のホームで鳥羽のところに電話をかけて、聞いた。
　七尾は、行方不明だという。三月一日の朝に家を出て、そして夜になっても帰らなかったらしい。七尾の家は結構大きな家で、その関係で警察や自治会なんかを巻き込んで大おお騒さわぎになって──先生や鳥羽や羽は幌ほろ、兵ひよ藤うどうさんの所なんかにも連絡が入って皆で捜さがし回っていた、とか。おれたち三人の所にも電話をかけたがずっと繋つながらなくて（新幹線に乗っていた頃ころだ）、仕方ないからメールで送った、という。
「おまえ、何やってんだよ。こんな所で」
　横に立ち、意識して上から言葉を吐く。
「皆、心配してるぞ。何やってんだよ」
　我ながら妙みような行動だ。夢の中に出てきた人物に向けて『現実世界』の話をするなんて。
　でも……即座に、自分の考えを否定する。
　この七尾は、おれの夢に出てきた登場人物なんかじゃ、ない。
　こいつは、七尾だ。なぜか確信。
「ふ」
　七尾は息を吐き、ゆっくり立ち上がった。
　余よ裕ゆうのような、それとも諦てい念ねんのような動作で服の砂を落とし、無造作にこちらを見る。
　内心のビビりを何とか押おし留とどめ、透は口を開いた。
「大騒ぎになってるぞ。おい」
「……大騒ぎ、ねえ。そりゃまあ、そうかな」
　七尾は、完全な他人事のように言った。
「おい、お前」
「今、大事な時だもんね。じーさんとかが、凄すごく焦あせってるかもね、童どう子じの所に示しがつかない、とかなんとかで」
　他人事のように言って、こちらを見て笑った。
「私、帰らないよ」
　空っぽの瞳の、空っぽの笑えみ。
「何だと？」
「私ね」
　空っぽのまま、ふふ、と息だけで笑う。
「私、四国へ行くのよ。これから」
　こいつは……透は、思った。
　こいつは一体、何を言っているんだ？
「私、『配布』を受け取りに行くの。これから」
　こいつは、一体……何者だ？
「そろそろ気付いたでしょ？　ひーちゃん？」
　眼鏡をかけた少女は、虚うつろな瞳ひとみで、どこも見ていない瞳で、言った。
「私が、『最後の使徒』よ」


　ざざーん……ざざーん……
　波の音は、消える事も絶えることもなく、ただ、響いている。


「懐なつかしいね」
　七尾はバーベキューハウスの椅子に座ったまま、呟つぶやいた。
「ここでバーベキューしたのは……もう、半年も前の事よね。まだまだ時間があった頃。あの頃は、この日々がずーっと続くものだと思ってた」
　その瞳は……何も、見ていない。
　過去の事ばかりを、見ているようだ。
「おい」
　向かいの椅子に座り、透は声を出した。
「…………何だ。『最後の使徒』って」
　何だか、聞いたことのある単語だけど。
　……そう。十月頃、紫し暮ぐれさんって人に聞いた。『白い人』の、最後の完成品だとか。
「私の事よ。私が、『最後の使徒』」
「意味が分からん」
「『最後の使徒』が、『この世界』を作ったの」
　あたりを示すように、左手を軽く動かす。
「……お前が『この世界』を……この夢の島を作ったってのか？」
「そうみたい」
「どうやって？」
「さあ？　気付いたら出来てた」
「じゃあなんで自分が作ったとか分かるんだよ。他のヤツかもしれないじゃないか」
　何だこの会話。訳が分からんぞ。
「『白い人』がね、教えてくれたのよ。私たちにしか聞こえない超ちよ音うお波んぱで、ね」
「超音波？」
「そ、超音波。『宝石』の微び細さい振しん動どうによる音波。──由宇ちゃんの『鞭むち』と同じようなもの──と言ったら、透には分かりやすいかな？」
「────」
　透は、絶句した。
　七尾は、由宇の事を『宝石』の事を、知らない筈はずなのに。
「──だから、さ」
　七尾はふっ、と息を吐いた。馬ば鹿かにした訳でも何でもない、ただの息。
「教えてもらったんだってば。『白い人』に、全部。『白い人』はさ、物もの凄すごい賢かしこくて……と言うより、ヒトの頭とは構造が違っていて──全すべてを観測し、記録しているのよ。全ての『使徒』が経験した、全ての事を。それを今、全ての『使徒』に教えてる。
　全ての状じよう況きようを説明して、という訳で私の所へ来い、って言ってる。
　……そう『最後の使徒』の、正体もね」
「『最後の使徒』」
　だから、それって一体なんなんだよ。
「こんなもん、どうやって作ったって言うんだ」
「作った……と言ってもね、せっせと土を運んで木を植えて、とかじゃないよ。
　……ねえ、ひーちゃん。中村たかし君って、知ってる？」
「誰だよそれ」
「知らないのね。……彼かれも、『白の使徒』よ。最近逮たい捕ほされた人。
　たかし君の能力はね、自らの『宝石』を切きり離はなし、他者に挿そう入にゆうする事でその者の精神に干かん渉しようする事だった……つまり、有線接続感染のコンピューターウィルスね。
　……で、彼には悪いけど、彼のその力は、『失敗作』だったのよ。『白い人』が求めているのは、彼じゃなかった。『白い人』が求めているのは、彼より更に上位の能力。それを求めて、それを作ろうとして、『白い人』は、これまで『配布』を行ってきたのよ。
　そして、今、それが……『最後の使徒』が、生まれようとしているの」
　七尾は、断言した。既すでに分かりきっている事を断定する口調。
「何だよ」
　透は、口を開いた。
「何だよ。その、求めていた能力って」
「『ヒトの脳』というハードディスクに感かん染せんする、無線感染コンピューターウィルスよ」
　七尾は淀よどみなく、一気に言った。
「ヒトが言葉を聞いたり文章を読んだりすると、その情報はそのまま脳に入るよね？　そのままずっと記憶されてるよね？　あとで精神に影えい響きようを及およぼしたりするよね？　『最後の使徒』の能力は、それを物凄く大げさにしたモノなの。
『最後の使徒』の発する情報、その全てがウィルス。それはヒトの脳に侵しん入にゆうし、残留し、影響し、そして支配する。支配して、その精神活動を『この世界』の部品にするの。
　そのウィルスはヒトの脳の中で当人の自覚なく活動し、当人に『この世界』の夢を見せる。ヒトの脳がパソコンとすると、このウィルスはそのパソコンに『この世界の認にん識しき』というプログラムを強制実行させるものなの」
　目の前の少女は、書いたものをただ朗読するように、淡たん々たんと言葉を続けてゆく。
「『この島』は、皆の脳の中にあるのよ。言わば、イントラネットで実現した仮想世界。
　つまり『私はこんな世界を考え付いた。お前もこの世界の事を想像しろ』。これを他人に強制する能力よ。それが『最後の使徒』の力。
　今の所そのウィルスは『宝石憑つき』にしか感染しないし、対象が自らの意思を意識していない時──眠っている時──しか作動できない。対象にはその存在すら感知できない。
　だから今の所これは、『自分で夢の世界を作り、そしてそれに宝石憑きを引きずり込む』だけの能力だけど──これが『二回目の配布』で、完成するの。比ひ較かくにならないほど、力は進化するの。そう『白い人』は、言ってる」
「……完成……？」
「ひーちゃん」
　いきなり、名前を呼ばれた。
「何、だよ」
「ひーちゃんさ……何に、なりたい？」
「え」
　唐とう突とつな質問。
「『現実世界』の夢ってある？　将来どういう人間になりたい？」
「おい、いきなり、何を」
「それさ、実現しないよ」
「は？」
　何言ってんだ、こいつは。
「人生って、そんなモンでしょ？　ありふれた言い方だけどさ、これって真実よね？　届かない事の方が多いでしょ？　辛つらい事の方が多いでしょ？　完全に叶かなう夢なんてないでしょ？　別に、大げさで華はな々ばなしい夢に限った話じゃないわ。日常のごく些さ細さいな夢だって、『平へい凡ぼんに生きる』という夢だって、そうそう叶ったりしないのよ。そうでしょ？　今までの人生、希望が完全に実現した事ってある？　ないよね？　これからの人生、全てが望み通りに行くと思う？　思ってないよね？
　諦あきらめて、切り捨てて、擦すり切れて、下がって、妥だき協ようして。それでもまだまだ全然足りなくて──ふと気付けば、はじめの夢なんて何も残っていない。それが人生よ。それが人間の生よ」
「そんなの──」
「そんなの仕方ない？　どうして？」
「だって、現実は──」
　現実世界は、そんなに──うまくいくことばかりじゃ、ないんだから。
　だから高校生は、三者面談をするんだから。
「仕方ない？　仕方ない仕方ないって諦めて、その先に何があるの？　欲ほしかったものをどんどん諦めて、そして最後には何になるの？　ねえ、アンタ、何になりたいの？」
「あのな、七尾、おれは今、そんな話をしてるんじゃ──」
「現に、今もそうでしょ。ひーちゃん」
「えっ」
「今、ひーちゃんは、一つ、大きな夢を失おうとしてる」
「……何が」
「分かってるくせに」
　七尾は、無表情のまま、
「灯あか璃り」
　ずばりと単語を言った。
「もう、分かってるんでしょ？」
「何が」
「もう無理よ。分かってるんでしょ？」
　座ったまま、無表情で単語を吐はいた。
「何がだよ！」
「ひーちゃんは、もうその夢を見られなくなるのよ。一年間ずっと夢見てた景色を、もうすぐ諦めなきゃならなくなるのよ」
「何を──」
「安心しても無む駄だよ。自分でも分かってるんでしょ？」
　七尾は機械的に、容よう赦しやなく言った。
「普通の出張だったって安心しても無駄よ。その出張について行ってあわよくば距きよ離りを縮めようとしても無理よ。だって、灯璃は初めからひーちゃんの事なんか見ていなかったでしょ。灯璃は単なる友人だった。ずっと。これからも、ずっと。ひーちゃんが何をしても、それは変わりはしないのよ。何を望んでも、現実は変えられない。絶対に」
「お前に何が分かるんだよ！」
「分かるよ」
　七尾は、静かに断言した。
「私には、分かる。よく分かるの。本当よ。きっと、愛あい華かやみーちゃんも、分かると思う。……そうね。それは辛いよね、とても」
　その口調は、決して嘲ちよう笑しようではなく──それは、
　憐れん憫びん。とても優やさしくとても寂さびしい、慈いつくしみの心。
「とても辛いよね。夢が叶わないって、本当に、辛い……
　けどね、……『最後の使徒』の力は、人類全てを、その苦しみから解放するの。
　私、みんなの願いを、叶えるの。あなたの願いも、叶えてあげる。
　私が『白い人』に『最後の配布』を貰もらったら、全ての望みは、叶う。
　そして……全ては、終わるのよ」


「わああ！」
　透は、叫さけびながら起き上がった。
　起き上がって、はっと気付く。自分は今、目を覚ました。ビジネスホテルのシングルルーム。部屋の窓から、朝の光が差し込んでくる。
「っ」
　口を閉じ、ベッドから身を起こした姿のまま数回瞬まばたき。物凄い寝ね汗あせをかいている。浴衣ゆかたと枕がぐっしょりと濡ぬれそぼって気持ち悪い。心臓が激しく鼓こ動どうしている。何か、恐おそろしい夢を見た後のように。
　夢。
　夢を見ていた。覚えている。神代島で、七尾に会った夢を見ていた。
　過かじ剰ように暴れまわる心臓を浴衣の上から押さえつつ、時計を見る。午前七時十二分。
　朝だ。
　頭の中に機械的に単語を投げ込み、そのまま暫しばらく考え込む。
　何だ。今の夢は一体何だ。
　頭が、回り始めた。
「……」
　余計な事を、考えるな。自分に言い聞かせる。夢の中身を考えこむな。今はそんな事をしている場合じゃない。今、この時間は、恐らく物凄く貴重だ。今はそう、もっと具体的な事を考えないといけない。
「そうだ」
　口に出して言う。まずは、……事実の確認だ。
　枕まく元らもとの携けい帯たい電話を手に取り、ボタンを押す。美空と灯璃は下の階のツインルームで寝ている。連れん絡らくするには携帯電話が手っ取り早い。電話帳から『蒼あおい美空』を呼び出し、通話ボタンを押す。数回のコールで、電話は繋がった。
「美空さん？　起きてた？　……うん、こっちも今起きた。八時にはロビーに降りるよ。
　ところでさ、そのちょっと聞きたい事があるんだけど……」
　思い出だす。さっき、七尾が口にした名前。おれが知らない名前。
「中村たかし君……って、知ってる？　聞いたこと、ある？」
　もし、この名前の人物が本当に『白の使徒』で、そして『最近、逮捕された』としたら。
『あの世界』は本物で……そして、あの七尾は本物の筈だ。
　少しの間を空け、答えは返ってきた。
「…………知ってる」


　四国行きの列車が、岡山駅を出発した。窓の外の景色が、静かに動き始める。
　透はシートに腰こし掛かけたまま、流れる景色を視界の片かた隅すみに入れつつ、口を開く。
「七尾は、四国へ向かっている」
　四人がけのボックス席の向かいに座すわる灯璃と美空に向け、説明開始。
「『白い人』の所へ、向かってる」
　おれ達たちと、目的地は同じだ。言いながら確認。
　どちらが早く到とう着ちやくするか。これは多分、勝負だ。
「『最後の配布』を受け取りに。多分、おれ達とは違うルートで、四国へ向かってる」
「七尾の両親とかにも、言っておいた方がいい？」
「言ってもどうにもならないと思う」
　灯璃の意見を却きや下つか。何しろ根こん拠きよは『昨日見た夢』だ。警察や両親にこんな事を言っても、怒おこられるのが関の山だろう。
　でも。透は、確かく認にんした。自分には分かる。アレはただの夢じゃなかった。
『中村たかし』。七尾が夢の中で言った、おれの知らない名前。
　その男は、その『使徒』は、現実世界に確かに実在していた。美空自身は最近チラッと名前を聞いただけらしいが……しかし、紫暮さんに電話して確認してもらい、確証を得た。去る一月十五日、まさにその名前の人物が『入院』してきたらしい。
　あれは、幻げん覚かくの夢なんかじゃなかった。あれは『最後の使徒』が作り出した、『もう一つの世界』だった。この世界ではない、でも確かにそこにある世界だった。
「でもさ、その……」
「『夢の島』」
「そう。それって、私たちには全然、覚えがないんだけど。ねえ、美空さん？」
「……………………」
　美空は、静かに頷うなずいた。
　七尾は「ウィルスは『最後の使徒』との情報交こう換かんにより感染する」「今の所そのウィルスは『宝石憑き』にしか感染しない」とか言っていた。
　とすると……そう。灯璃や美空も『その力』の感染を受けているはずだ。
　学校へ一回来た事がある浅あさ黄ぎさんも、ひょっとしてその時感染したかもしれない。
　なのに……
「私たち、その『神代島もどき』の夢を見た記き憶おくって、ないんだけど」
「…………ない」
　美空が頷くのを確認し、灯璃は視線をこっちに向けた。
「なんで透だけ、その夢を……『その世界』の記憶があるの？」
「それは……分からないけど」
　目を逸そらし、窓の外を見る。電車は瀬せ戸と大橋に差さし掛かかった。眼下、鉄骨越ごしに海うな原ばらが見える。じき四国に上陸するだろう。
「……二人とも、夢は見ているけど、起きたら忘れてるとか」
　本来、夢ってのはそういうものだ。
「じゃあなんで透は覚えてるのよ」
「さあ……」
　起きたら、覚えていた。それ以外の事は分からない。
「まあ、そりゃ、透にも分からないよね。ごめん」
「うん」
　ひょっとして……頷きながら、思う。
　自分の『宝石』は、特とく殊しゆだったりするんだろうか？


　四国の駅で電車を降りてバスに乗のり換かえ、二時間。
　バスの窓から差し込む夕暮れの光が、バスの行き先表示電光掲けい示じ板ばんの『白しら瀬せ村バス停』の文字を照らした。
「あ。美空さん、ボタン押おして」
「…………うん」
　前の座席に座る美空の細い指が、『つぎ、止まります』のボタンに触ふれる。ぴんぽーん、の音と共に、バスの中の全てのボタンに明かりがともる。
「…………」
　何だか、嬉うれしそうだ。
　バスはどんどん山中へ入っていく。景色は相変わらず林と山と谷。道路は一応舗ほ装そうされているものの、山やま肌はだ、谷底を見ながら蛇だ行こうする道だ。スピードを出しすぎた車が少しハンドル操作を誤れば、ガードレールを突つき破やぶって一気に谷底へ真っ逆さまだろう。そんな道を、バスは奥おくへ進んでゆく。周囲にはさっきから民家一つ見当たらない。
「こんな先に、本当に村があるのか？」
　ちょっと心配になったので、後ろの席に座る灯璃に聞いてみる。
「狸たぬきとか猪いのししくらいしか、いそうにないぞ」
「そんな訳ないでしょ。さっきのバス停に『次は白瀬村』って書いてあったでしょ」
「そりゃそうだけど」
　白瀬村。岡山を出発する時に、ホテルのロビーにあったインターネットブースで調べてみた。人口二千人程度のとある田舎いなかで、かつては修しゆ験げん者じやのための温泉宿しゆ泊くは施くし設せつだったらしい。その頃ころからの旅館が、現在になっても温泉と共にいくつか残っている。
　そこまでの交通ルートは、最も寄よりの駅から路線バスで二時間。このバスが一日三本しかなく、運が悪いととんでもない時間のロスになってしまう。
　ちょうど今の自分たちみたいに。透は思いつつ、バス窓越しに夕日を眺ながめた。
　朝に岡山を出たのに、村に着くのは夕方になってしまった。じきに日も暮れる。このまま山へ入っていくと白い人とか最後の使徒とか以前にまず遭そう難なんして死んでしまいそうだし、今日は白瀬村で一泊ぱくして明日の朝に出発。そういう計画だ。
　バスは山道をどんどん進み、そしてやっと道の端はしに民家が姿を見せ始めた。そのまま林の中の道を進み、村の中心らしいバス停へ。到着と共に車内アナウンスが響ひびき、扉とびらが開いた。地元の人らしい二、三人に続いて、バスを降りる。
「ふむ」
　ポケットから地図を取り出し、ひとまず唸うなってみる。インターネットブースで印刷してきた、今日の宿の地図だ。
　改めて、周りを見回す。夕暮れの光は山間に差し込み、早くも日が暮れ始めている。山に囲まれた小さな村だ。村の真ん中には太い川が流れ、その両りよ脇うわきに車道があって、民家が立ち並ぶ。バス停が設置された村の中心広場、つまりこの場所には簡易郵便局が建っており、そして「白瀬村へようこそ」と書かれた古びた村内案内板が掲かかげられている。
　立ち並ぶ家はどれもこれも年経へた貫かん禄ろくある家ばかり。たかが築六十年程度で古い家だと言っていた自分が恥はずかしくなるくらい。見回したところ、個人商店がいくつかと『中ちゆ華うか料理』と幟のぼりが上げられた食堂が一軒けん。コンビニなどは勿もち論ろんない。
　まさに、ひなびきった温泉街。
「じゃあ、早く旅館に入って、明日の準備を……」
「やァ」
　言葉の途とち中ゆうで、不意に後ろから声がかかった。
「透クン。久しぶりだネぇ」
　名前を呼ばれた。慌あわてて振ふり返かえる。誰だれだ。こんな村に、知り合いなんか……
「…………あ」
　美空が、小さく声を出した。
　振り返った目の前、簡易郵便局の前に、中年の男が立っていた。
　枯かれ木きのように痩やせた長身、後ろで箒ほうきのように括くくられた紫むらさきの長ちよ髪うはつ、スーツの上に特とく徴ちよう的てきな紫むらさ色きいろの白衣……紫し衣いとでも呼ぶべきか……を羽織って、そしてサングラスをかけた中年の男。
「紫暮……さん」
　美空が、呟つぶやいた。
「ン、久しぶりだネぇ。透クン、美空ちゃん。で、ええと……」
　紫暮は親しげに右手を上げ、挨あい拶さつをしてくる。
「灯璃です」
　灯璃は、頭を下げた。
「ああ……美空ちゃんのクラスメイトの、ネ」
「そうです」
「初めまして……どうだネ、美空ちゃん、学校の方は？」
「…………楽しい」
「そうかネ。それは何より」
「…………何か、用？」
「何か用は無いだろう。美空ちゃん」
　紫暮はポケットに両手を突っ込み、笑った。
「ワタシの病院は、この近くだヨ。キミたちが来るというのでネ、少し見てみたくて」
「…………なにを？」
「『白い人』と戦う者の姿を、ネ。
　……ワタシは、『白い人』に、興味があるンだよ。そう言っていただろ？」


　ぼーん……ぼーん……
　旅館ロビーの柱時計が、ゆっくりと七回、鳴なり響いた。
　ロビーと言っても、昨日のビジネスホテルとは全然違ちがう。年代モノのカーペットが敷しかれた広間に九つ十く九も神がみが宿っていそうなソファが置かれ、ソファに座ればガラスのサッシ越ごしに直接外の車道がモロに目の前。サッシを開ければいきなり車道だ。何だか江え戸ど時代の呉ご服ふく店てんとかそんな感じの玄げん関かん構造。
　透は一人ソファに座りつつ、携帯電話を開いた。電波はギリギリ一本立っている。ここから先、山中に入っていくと完全に圏けん外がいになってしまうだろう。由宇への連絡を、入れておかないと。電話帳から『紅くれない由宇』を呼び出し、通話ボタンを押す。
　数十回の呼び出し音が鳴り、そしてそのまま電話は留守番電話サービスに繋つながった。
「『ご用の方は、発信音の後にメッセージを……』」
　もう午後七時なのに、まだ帰っていないらしい。
　帰りのバスが混こんでいるのか。思いつつ、声を出す。
「えと、あのさ。昨日メールでも書いたんだけど、おれ、今四国にいるんだ。あの……ええと、美空が明日『白い人』を退治しに行くんだってさ。で、七尾もひょっとしたら近くにいるかもしれないからさ、おれたちも美空についていくよ。……で、ええと」
　喋しやべりつつ、頭の片隅で、ふと冷静な声が上がった。
　なんでお前、こんな所まで付いてきたんだ？
「ちょっと、山やま奥おくでさ。明日帰れるかどうかは微びみ妙よう。まあ、明後日には」
　なんでお前、こんな所まで来たんだ？
　古びたサッシ越しに、ロビーの明かりに照らされた黒いアスファルトを見つつ、思う。
　お前、こんな所で何やってんだ？
　…………。
（いや、何言ってるんだよ。今いま更さら）
　頭の中で、反論の声が上がる。
（お前、『白い人』を退治する為ために美空をここに連れて来たんだろ。そして更さらに、七尾を連つれ戻もどす仕事も加わった。その為に、ここまで来たんじゃないか。今更、何言ってんだよ）
　そう……そうだけど。自分が、それに答える。
　お前、本当に、そのつもりなのか？
　お前、別に付いてくる必要なかっただろ？　美空連れていくって、灯璃の仕事だろ？
（だって、七尾を連れ戻さないと）
　確かにそうだけど、それって完全に後付けだろ？
　途中の成り行きで、結果としてそうなったってだけの話じゃないか。
　お前は、こんな所まで付いてきて……そして、何がしたいんだ？
（だから、七尾を）
　七尾を説得する？　どうやって？　何を言って？
　アイツが『あの世界』で言った言葉、それをお前は否定できるのか？
　お前、最近……まさに、その事に悩なやんでいたじゃないか。
『三者面談』に……『現実の決定』に、悩んでいたじゃないか。
　それを、今、七尾は、
　ぴっ。
「あっ」
　留守番電話サービス時間終しゆう了りようの音で、透は我に返った。
「しまった……」
　携帯電話を見て、呟く。音声吹込みが、半はん端ぱな所で終わってしまった。
　……まあ、いいか。思い直す。大たい抵ていの所は、伝えた。もう風ふ呂ろに入って、寝ねてしまおう。余計な事を考えるのも、もう終わりだ。どうせ、引き返す訳にはいかないんだから。明日の朝は物もの凄すごく早いんだ。
　電話を閉じ、立ち上がろうとしたその瞬しゆ間んかん、
「ヤぁ」
　旅館の入り口から、声がかかった。
　浮うかせかけていた腰こしを再び下ろし、振り返って声の主を視界に入れる。
「紫暮さん」
「おや……キミ一人かネ」
　入り口に出現した中年の男は、スリッパに履はき替かえながら呟いた。
「他ほかの二人は、どうしたんだネ？」
「灯璃と美空は、明日からの食料を買いに行きました。……もうすぐ戻るとは思いますが」
「フム。では、キミ一人か。……少し、いいかネ？」
「ど、どうぞ」
　紫暮はゆっくりとした動きでこちらに歩み寄り、向かいのソファに座った。
「時間はとらせないヨ。キミ、明日は早いらしいからネぇ」
「明日は五時半出発です」
　少しでも早い方がいい。日の出と共に出発の予定だ。
「大変だネぇ。うン……じゃあ、まあ、とっとと用を済ませようか」
「何……ですか」
　正直、ちょっと引いた。
「アァ。警けい戒かいしないでくれたまえヨ。うン。ワタシは、何もしない。見てるだけだヨ。
　キミと、確認の話をしたくてネ。……『白い人』に関する、昔話を、ネ」
　紫暮は、ソファに座りながらも猫ねこ背ぜ気味。サングラスをかけた顔はすぐ近くにある。
「キミは……『白い人』の正体を、発生のルーツを、知っているよネ？」
「はあ……まあ」
　ほぼ一年前、由宇に聞いた『宝石』の歴史。一応、まだ覚えている。
　三億年前に宇宙に発生した鉱物生命体『宝石』。その多種多様にわたる情報処理の中、ある時からふと、死を望む情報衝しよ動うどう『自死』が混ざり始めた。『宝石』はどんどん感かん染せんしてゆく『自死』によって壊かい滅めつ寸前にまで陥おちいり……そして、地球に墜つい落らく、自ら破は砕さいすることにより物理的に『自死』から分断し、生き延びた。この時にバラバラになったそれぞれが『欠片かけら』であり、『破は片へん』だ。由宇を始めとする『欠片』たちは、その『正常箇か所しよ』の一片であり──そして、『白い人』は、その『自死箇所』の一体だ。
「ふム……では、それを踏ふまえて、だネぇ」
　やはり『欠片』の一人である紫暮は、猫背のまま話を続ける。
「キミは、『タクミ』クンを、覚えているかネ？」
「はあ」
　何だか、昔の復習みたいだ。思いつつ、答える。
　タクミは、夏休みの終わりごろ十とつ葉は市に潜ひそんでいた『白の使徒』であり、チンピラだ。八月の終わり、蒼にやられて連行されていった。話によると、九月の一日からこの人の病院に『入院』……つまり、隔かく離り……されているらしい。
「タクミクンが今、どんな状態なのか、知っているかネ？」
「さあ……」
　別に、考えた事も無い。
「彼かれは、ネ。『最強の怪かい物ぶつ』に、なったヨ。……彼の望みどおりの姿に、ネ」
　紫暮は、口くちの端はしをゆがめた。笑った。
「タクミクンのそれまでの人生は、腕わん力りよくこそが至上だったんだヨ。それ以外のモノは、一いつ切さい考える必要がなかった。腕力さえあれば、『何でも』手に入った。だから、彼は、いつも更なる腕力を求めていたんだヨ。……その為に、彼は『白い人』に『白い欠片』を貰もらった。『白い人』は、その願いを叶かなえる為に、彼に『白い欠片』を渡わたしたンだ」
「で……タクミは『白の使徒』に、なったんですか」
「夏休みの末と言えば、ちょうど、由宇クンが編入試験に備えていた頃だネ」
　こちらの言葉を聞き流し、紫暮はひたすら喋り続ける。
「キミが由宇クンの社会化を……由宇クンの高校への転入に身を砕くだいていたのとちょうど同時期、タクミクンは、ただひたすら『自分の腕力を強くする』ことだけを望み、その為だけにのみ行動していた。由宇クンとタクミクンは、その時、同時に真逆の道を歩んでいたンだよ。片や『人間以外』から『人間』へ。片や『人間』から『人間以外』へ──
　結果九月一日、由宇クンは高校生となり、そしてタクミクンは『最強』になった。
　そして……今は三月。既すでに五ヶ月が経過したというワケだヨ。由宇クンの現在の様子は、ワタシは知らないが……タクミクンは、今も『最強』のままだ。タクミクンの願いは、今現在も叶い続けている。彼は、今でも『最強』だ。『最強の怪物』だ。他の何者でもない。『タクミ』ですらない」
「…………」
「『白い人』はネ、とても、優やさしいヤツなんだよ」
　前にも聞いた。この言葉。
「『白い人』はネ、キミたちの事が可か哀わい想そうで仕方ないンだよ。だから、救ってあげようとしているのサ。可哀想で仕方がなくて、救おうと思って自らの『欠片』を配って──それでも、世界の全すべてのヒトを救うにはとても足りなくて、だから『最後の使徒』を作ろうとしているンだ。『最後の使徒』に、ヒトの全てを救わせようとしているンだ」
「……なんで、」
　やっと、口を開く。
「なんで、そんな話をおれに？」
「ンー？」
　紫暮のサングラスの向こうの瞳ひとみは、分からない。
「ワタシは、キミたちの行く末に興味があるからサ。キミ達たちとは、人間達だよ。
　ワタシはね、何者にもなれないヒトたちの行く末に、興味があるのサ。なにせ、ワタシ自身は『何者にもなれる』隠かくし芸げいを持っているんで、ネ。
　……人間は、果たして『白い人』に、『白い人』の持つ『真っ白な自死』に、純じゆ粋んすいまじりっけなしの『死に至る病』に、対たい抗こうできるものなのかネ？　どうだろうか？
　かつてのワタシ達は──『宝石』であるワタシ達は、『自死』には抵てい抗こうできなかった。ただ自ら破砕して、逃にげる事しかできなかった。人間は、どうだろうかネ？
　言っておくヨ。『白い人』は、百パーセントゆるぎない『自死』だ。自ら死を願い、他の者にその発想を撒まき散ちらす存在だ。我らが『宝石』に発生し、そして広がった『滅めつ亡ぼうに至る病理』そのものだ。ヒトの形を得た今となっても、彼のそれは本質的には何も変質してはいない。だからこそ彼は今まで、他の者にその『自死』を振りまいてきたンだ。
　──とても、『優しい発想』でネ。中村たかし君もその優しさにすがって、そして人間を止やめてしまった。彼もじき『白い鉱物』になるだろうサ。
　……サテ、ここで問題だ。『白い人』は、どうすれば倒たおせるンだろうネ？」
「だからそれは、美空が」
「蒼美空をぶつける、か。うン、確かに間ま違ちがってはいないかもしれない。彼かの女じよの戦せん闘とう力りよくは折り紙つきだ──だがネ、『白い人』は、まして『最後の使徒』は、タクミとは違う。彼らは戦闘に長たけた最強パワーモンスターなどではない。人間の『白い絶望』そのものだヨ。その克こく服ふくは、そう、人間にしか出来ないンだ。──美空は、まだまだ人間としては未完成だ。サテ、対抗できるものかネ？　辿たどり着つく事さえ、出来ないかもしれないヨ？」
「ふ、不ふ吉きつな事を」
「これは失礼したネ。マァ、ワタシにとってはどちらでもいい。ワタシは、見ているだけだヨ。キミたちと『白い人』どちらが勝とうが、ワタシには関係ない。だが、その意義と理由くらいは知っておきたくてネ。ワタシ自身が満足する為に、ネ。
　キミは最初の時、由宇クンの件で理解しただろう。『自死』に打ち勝つものは、死の望みに打ち勝つものは『生きる意思』でしかありえない。『生物は、何な故ぜ死なない？』かつてキミは、その質問の答えを出した。そして今、その後の時の経過で自らの形と内容を変えたキミは、また同じような質問と向かい合う。即すなわち──」
　笑ったまま、紫暮は、ソファから立ち上がった。
「もう、知っているだろうサ」
　ぼーん……ぼーん……と、柱時計が八つ、鳴り響いた。
「……『キミは、何な故ぜ生きている？』」
　立ち上がった紫暮はそのままこちらに背を向け、旅館の出口へと歩いていく。
「長話をしたネ」
　立ち去りながら、振り返らず、愉ゆ快かいそうに言葉を吐はく。
「ま、精々足あ掻がきたまえヨ。透クン。それが生命ってヤツさ。ウフフ」
四章　～ほしいものは何ですか？～




　三月二日。午後九時二分。
　四国の白しら瀬せ村の旅館が、その玄関の戸に鍵かぎをかけて閉めた、その瞬間。
　東京。
　どこにでもあるようなビルの一室、ありふれた事務机。
　事務机の片かた隅すみに置いてある電話が、ぴりりりりりりりり、と呼び出し音を鳴らした。
「はい」
　椅い子すに座すわっていた少年、訃ふ山ざん院いん灰はい人とは、電話を取った。
「……なんだ。紫し暮ぐれか……何か用か？」
　電話の向こうの人物は、何事かを言った。
「…………へえ」
　受話器を持った少年の瞳が、すっ、と細くなった。
「浅あさ黄ぎが？　……そう」


　五分後。
「…………」
　灰人は静かに電話を切り、無言で立ち上がった。




　ざざーん……ざざーん……
　波の音が、世界に、響いている。


『最後の使徒』は、今日も波なみ打うち際ぎわで佇たたずんでいる。
　波の音と、海の景色。
　背後には、完全に『白い鉱物』になった黄色の女性。
　この女性の精神は先刻、完全に捕とらえられた。もうずっと、快楽と安楽の夢を見続ける。
　最後の瞬間、ほんの僅わずかな間目覚めて何かをしていたようだが……しかしそれは、喩たとえるなら炎ほのおの最後の揺ゆらめき。最後の力を使い尽つくした、最後の無む為いな抵抗だ。
『白い鉱物』が一本、墓標のように突つき刺ささった砂すな浜はま。
　それを背に『最後の使徒』は思考する。
　もうすぐ、自分は完成する。
　明日にも、自分は『最後の配布』を受け、そして力たる自分は完成する。
　力たる自分……つまり、『この世界』そのものが。
　全てのヒトの精神を媒ばい介かいに、『この世界』を完全な世界として現出させる。
　ヒトは完全な世界の夢を見つつ、永遠の幸福を得る事になる。
　つまりそれは。
『最後の使徒』は、確信している。
　つまりそれは、天国だ。
　使徒たる自分は、全てのヒトを天国へと誘いざなう。
　……その為にも。
『最後の使徒』は確信しつつ、砂浜に足あし跡あとを付けてゆく。
　自分は『白い人』の許もとへと、行かなければならない。
　何者も、完全な世界の完成を、妨ぼう害がいしてはいけない。
　あいつらを……『白い人』を消し去ろうとしているあいつらを、許してはいけない。
　あいつらを、即そつ急きゆうに消し去らなければならない。
　そしてそれは、それ程ほど難しい事ではない。


「…………」
『最後の使徒』は、ふと顔を上げた。
　目に入るのは相変わらず、青い空と白い雲。
　そして、身に感じる一つの感覚。
『この世界』は『最後の使徒』そのものだ。だから『最後の使徒』には全てが分かる。
『この世界』に今、誰だれかが入ってきた。
　誰かが睡すい眠みんし、そしてその誰かの精神の中のかつて感染させたウィルスにより、その者の人格が『この世界』に取り込まれた。その者は『この世界』の夢を、見始めた。
　その者は、この砂浜の上、グネグネ道の果てにある建物の前に出現した。
『最後の使徒』は、ゆっくりと歩き始める。その者の許へ。
　砂浜を背に車道を横切り、グネグネ道を登ってゆく。
　歩いて行く必要は、実はない。ここは『自分の世界』だ。自分は、その気になりさえすれば『この世界』のどこにでも移動できる。わざわざ歩いて移動しているのは、単なる習慣だ。自分の記き憶おくの中にある、移動の時の習慣。
　あの夏の日も、こうしてこのグネグネ道を登り、その建物……旅館へと向かった。
　……何故、自分の中にそんな記憶があるのか。『最後の使徒』には、分からない。
　自分の正体も分からない自分が、何故そんな記憶を持っているのか。
『最後の使徒』にとって、そんな事は大した事では無い。
　その者は、自らの基もと、生まれ出るための力の器に過ぎない。
　その者の事など、『最後の使徒』には何の関かかわりもない、下らない瑣さ末まつ事じ項こうに過ぎない。
　歩きながら、グネグネ道を登りながら『最後の使徒』は、侵しん入にゆ者うしやを確かく認にんする。
　確認するにも、別に視力に頼たよる必要は無い。確認しようと思えば確認できる。
　侵入者は、いまだその建物……旅館の前で、戸と惑まどったように、建物の中を窺うかがっている。中に入れば何かがあるかもしれないと思って、入る決意を固めているようだ。『最後の使徒』は、歩きながら判断した。
　そして……
「…………」
『最後の使徒』は侵入者の姿を確認し、そして確信する。
　侵入者は、あいつらの一人だ。
『白い人』を消し去ろうとしている、あの連中のうちの一人だ。
　都合がいい。
『最後の使徒』は、思った。
　ではまず一人、ここで消してしまおう。
　思って、改めてその人物を認にん識しきする。
　……侵入者は、少女だ。青い髪かみをポニーテールに括くくった、スレンダーな身体の少女。
　今……その少女は、意を決したようにその建物の戸を開けた。
　蒼の少女は、その建物の中へと入った。
　それに向け、『最後の使徒』は、力を使った。


「…………？」
　青い髪の少女は建物の戸を開け、その場で立ちすくんだ。
「これは……？」
　その建物──その家の内部を見て、不思議そうに目を見開く。
　家の中は、ごく自然な調度だ。どこにでもある一いつ般ぱん家庭のダイニングキッチン、食堂に置かれたテーブルと椅子。隅すみっこには大きな冷蔵庫が置かれ、冷蔵庫の脇わきには『八月』の文字を記した紙カレンダーがマグネットで張はり付つけてある。食堂の向こうの部屋はソファの置かれたリビングがあり、そしてそのさらに奥おくは居間だ。コタツ机が置かれた居間。
　ごく自然な風景だ。『最後の使徒』は思う。
　──そう、あの蒼い少女にとって、これは見覚えのある風景のはずだ。
「…………これ……」
　青い髪の少女は、立ちすくんだまま呟つぶやいた。
「……透とおるさんの……家？」
　そう。『最後の使徒』は、歩を進めつつ肯こう定ていした。
　そこは、この少女が八月の末、十数日を過ごした家だ。
　それを自分がここに、この場所に再現した。
　たった今に。この少女がこの建物の戸を開けた、その瞬間に。
『この世界』のその建物は、その瞬間、この家になった。
　この程度の事、出来ない筈はずがない。『最後の使徒』は思う。
『この世界』は架か空くうの世界なのだから。想像すれば叶う、思うがままの世界なのだから。
「透さんの…………家？」
　この風景は、少女の記憶を使って作り上げた『この世界』の現実だ。
　この少女が最も望んでいた風景、この少女の記憶の中で最も輝かがやいていた場所であり、そして今現在になってもその場所その時に憧あこがれ続けてやまない、記憶の風景だ。
　これは、あの少女の、希望の場所だ。
「……これは」
　蒼い少女は不ふ審しんそうに、それでもちゃんと靴くつを脱ぬいで家の中へと入った。
「そう……」
　辺りを窺っていたその顔が、すっ、と納なつ得とくの形に変わった。
「これが……あなたの、力？」
　その額の蒼い宝石が、ぱきぃん、と音を立て、割れた。
　割れた宝石が額の上で幾き何か学がく模様を形作り、薄うすく輝きを放ち始める。
「…………出て……」
　蒼い少女は、希望の部屋の中で、言葉を吐いた。
「…………出て……きなさい」
　虚こ空くうに向かって、奥の部屋に向かって、短く鋭するどく叫さけぶ。
「……『最後の使徒』…………！」
　戦闘体勢を取ったまま、少女は叫ぶ。
「わたしは…………今から」
　青いポニーテールが勢いよく、力強くたなびく。
「あなたを……消す！」




　同時刻。
「むう」
　紅くれない由ゆ宇うは、家の食堂の椅子に座りつつ、唸うなった。
　横の冷蔵庫には『三月』のカレンダーが張られている。昨日の朝、林間学校への出発の時は『二月』だったのだが。昨日か今日に透が張はり替かえたのだろう。それはいい。
「むううう」
「どうしたんですか？　由宇ちゃん」
　ガラッと戸が開き、愛あい華かが家に入ってきた。
「……あれ？　透さんは？」
「いないようだ」
　ブスッとした顔のまま、わざとそっぽを向いて返事。
「え？　なんでですか」
　愛華は意外そうな声を出し、部屋の時計を見た。
「もう九時半過ぎですよ」
　林間学校は帰りのバスが混こみ、学校での解散は九時過ぎになってしまった。一人で帰るのは危険という事で、ここまで二人で帰ってきた。
「折せつ角かく、透さんに挨あい拶さつしていこうと思ってたのに……どこへ行っちゃったんですか」
「む」
　ブスッとした顔を意識して維い持じしつつ、テーブルの上に置いた携けい帯たい電話を指差す。秋に購こう入にゆうした、個人用の携帯電話。『21：47』を表示する画面には、昨日着信したメールと、そして三時間前に着信した留守番電話が表示されている。差出人は、共に透。
「灯あか璃りや美み空くと一いつ緒しよに、白瀬村とかいう所へ行ったらしい」
　物もの凄すごく面おも白しろくない。
「白瀬村……って、どこですか？」
「四国だ。徳島と高知の県境辺りにある村らしい。そこに、『白い人』を退治に行った」
「『白い人』？　……えっと、どこかで聞いたような……」
「『欠片かけら同盟』とやらの宿敵らしい。つまり、美空の仕事の手伝いに行ったのだ、透は」
　言って、また顔を顰しかめる。
「仕事の手伝いだぞ。あくまでも」
　口に出して強調。
「決して、他ほかの意図は──」
　言葉を続けようとした、その瞬しゆ間んかん。
　家の中に、じりりりりりん、という電話の呼び出しベルが鳴なり響ひびいた。
「ん？」
「あ。家の固定電話みたいですよ」
「ああ……そうか。そう言えば、そういうのもあったな」
　じりりりりりん。普ふ段だん鳴る事のない固定電話のベルが、部屋に響く。
「……取った方がいいのか？」
　紅由宇はしばしそれを眺ながめ、愛華の方を見た。
「それは……まあ、いいんじゃないですか」
　愛華は曖あい昧まいに頷うなずいた。
「うむ」
　椅子から立ち上がり、受話器を取る。
「もしもし？　誰だ。透は今、出かけて……」
「やあ」
　電話の向こうから、声がした。声変わりしていない男の声。少年のような声。
「灰人だよ。久しぶり」
　声と共に、外から派手なエンジン音が近づいてくる。車だ。
「灰人だと？」
　エンジン音に負けないよう、大声を出す。
「何の用だ？」
　受話器の向こうからも、同じ音が聞こえる。
「今から白瀬村まで行くぞ。出てきな」
　受話器の向こうの相手は、問答無用に断言した。
「何だと？」
「四国まで行くんだよ。とっとと出て来い。手て遅おくれになるぜ？」
「何を言っている？」
「ふん」
　家の外と受話器の向こうで、ざりざりざりざりとタイヤがアスファルトを噛かむ音。車がすぐ近くに停とまった。
「二時間前、浅黄から連れん絡らくがあった」
「？」
「正確には、紫暮から、浅黄の最後の言葉の伝達があった。
　……そんな事、どうでもいいだろ」
　受話器の向こうから、苛いら立だったような声が響く。
「『最後の使徒』の事が、大体分かったよ」
　八つ当たりのような、激しいクラクションの音。
「で、それ曰いわく──蒼あおでは『最後の使徒』には、勝てないんだとさ」




　同時刻。
「出てきなさい……『最後の使徒』！」
　張られた『八月』のカレンダーの前、『その世界』で、蒼あおの少女はもう一度叫さけんだ。
　その声を認識しつつ、『最後の使徒』は思う。
　自分があの少女の前に出現する理由は、ない。
『この世界』は、自分の世界だ。
　自分は、どこにいてもあの少女を無力化できる。
　だから、少女の目の前に出て行く理由など存在しない。どこにいても、同じだ。
　あの少女は、何をやっても、自分には勝てない。
　だから、自分は少女から隠かくれる必要はない。どこにいても、同じだ。
「近くに…………いる」
　蒼の少女は、その全すべてに多分気付いている。そして、焦あせっている。
『最後の使徒』は歩きつつ、更さらに少女を観察した。
　蒼の少女は、家の中をじりじりと進んでゆく。食堂を通とおり抜ぬけ、リビングを通り抜け、その先の居間へ。布ふ団とんが被かぶさっていないコタツ机が置いてある、その部屋へ。
「出てきなさい……」
　或あるいは……焦っているフリをしつつ、本当は冷静なのかもしれない。
　冷静に策を練り、こちらの位置を補足し攻こう撃げきする方法を編み出しているのかもしれない。
　どうでもいい。『最後の使徒』は、思う。そんな事は、どうでもいい。
　何をしようと、あの少女はここで消える。
　自分のこの力に、『この世界』に抵てい抗こうできる者など、いる筈がない。


「…………！」
　蒼あおい美空の目の前、居間の片隅に。
『その男』が、突とつ然ぜんに、不意に、何の前まえ触ぶれも脈みや絡くらくもなく、出現した。
　蒼い少女の目の前に、その男は出現した。
　その男……『少女が望む男』は、少女の目の前に現れた。
「と……」
　少女の蒼い瞳ひとみがその男に向けられ、そして大きく見開かれる。
「────さん！」
　蒼い少女は目を見開いたまま、その男の名を呼んだ。
「なっ……」
　名を呼んでそのまま絶句する少女に向け、その男は優やさしく微びし笑ようを浮うかべた。
「な、なに……」
　少女はその微笑を真正面で受け、戸惑ったように一歩、後ずさる。
「なんで……────さんが、ここに……」
　冷静でなど、いられるはずがない。『最後の使徒』は、思う。
　これは、あの少女の望んでいた世界なのだから。
　目の前に突然出現した、希望の世界。その状じよう況きようで、冷静でなどいられるはずがない。
「こ……」
　少女は、その男の笑え顔がおから目を逸そらし、そして、真しん剣けんな顔になった。
　表面だけを取とり繕つくろって、真剣に見えるような表情を作った。
「これは…………あなたの力ですね……『最後の使徒』」
　この少女は、流石さすがに知能が高い。『最後の使徒』は平へい坦たんに思う。
　判断力も、かなりのものだ。理解力も、人間離ばなれしているだろう。
　だからこの少女は、もうすぐ消えうせる。
『最後の使徒』は、その男を動かした。
　操作する訳では無い。今ここにいるこの男は、少女自身が作り出した『希望の存在』。少女の望むままの人格を持ち、少女の望むままに動く。自分はその手助けをするだけだ。
　その男は優しく微笑ほほえみながら、静かに立ち上がった。
「…………あ」
　電でん撃げきを食くらったように、蒼の少女の身体がびくりと震ふるえる。
　男は、構わず一歩近づいた。
「あ、……──さん、待って」
　それは本物ではない。これは、本物の『その男』ではない。そう頭で分かっていても、少女はその名を呼んでしまう。
「待って……ち、近寄らない……で」
　なぜならこれは、少女が望んでいた光景だからだ。
　この場所は少女の希望の場所で、この男は少女の希望の相手だからだ。
　男は微笑んだまま、少女を真まっ直すぐその瞳に映したまま、一歩一歩近づいていく。
「…………さっ」
　少女は震える足で、半歩後ずさった。
「『最後の使徒』……！」
　少女の額の幾何学模様が、空むなしく輝いている。
「……出てきなさい！　こんな……幻げん覚かく……」
　じりじりと、その男は少女に近づいていく。
「こんな…………幻」
　少女の口が、塞ふさがれた。
　目の前まで近づいた、その男によって。
「…………あ……」
　少女は言葉を続けられず、ただ息を吐はいた。
「な…………ぅ」
　その男の両りよ腕ううでが、力を失う少女の背へとゆっくりと伸のばされ──
「い…………」
　少女の額の宝石が、もとの姿に戻もどってゆく。輝きがなくなってゆく。
「いや……！」
　最後の輝きで、少女はその男を力一いつ杯ぱい突つき飛とばした。
　必殺の一いち撃げきなどではなく、ただ、両手で何も考えずに押おした。
　男は優しい微笑を浮かべたまま、何の抵抗もせず、そのまま畳たたみの床ゆかへと転てん倒とうする。
「……──さん！」
　無抵抗に倒たおれ伏ふしたその男から目を離はなせないまま、ただ震えるその少女が──
　後ろから、男の両腕によって、抱だきすくめられた。
「…………!!」
　少女は、ひっと喉のどを鳴らし、顔を引きつらせる。
「なん…………」
　抱きすくめられたまま顔を必死で動かし、背後に出現した男の顔を見る。
「なんで……」
　背後の男の顔を見て、そして、慌あわててまた前の男の顔を見る。
　視線の先、少女の前で、倒れた男はまだ起き上がっていない。
　後ろに出現した男と前の男は、同じ姿をしている。
「なんで…………二人」
　二人は、まったく同じ外見だ。同じ顔で、同じ微笑を浮かべる、二人のその男。
「どうして……!!」
　人数など、大した問題ではない筈だ。『最後の使徒』は、思う。
　本物では無いと理解しているのなら、この程度の事は意外でも何でもないはずだ。
　なのにあの少女は、もうそんな事に気が回らない。
　背後の男は少女を抱きすくめたまま、ゆっくりとその口を少女の耳へと近づけた。
「…………！」
　そして、
「ぁ……──さん！　や」
　ゆっくりと、優しく、少女が望んでいた言葉を、その口から吐き出だした。
「…………や、ゃ……」
　少女は、目を閉じた。目を閉じ、男の腕うでの中で力なく首を振ふる。
「や…………いや……」
　男は構わず、少女の耳元で囁ささやき続ける。
「…………ぁ……」
　無類の戦せん闘とう力りよくを持つ『蒼い欠片』は、もう存在しない。
　ただ目を閉じ、必死で耐たえ続ける無力な少女がいるだけ。
「ぁ…………あ」
　背後の男は、少女の耳に、更に口を近づけた。
「…………は……」
　抱きすくめられたまま、無む為いに虚空へと伸のばされた少女の左ひだ腕りうで──
　その腕を、男の両手が優しく搦からめ捕とった。
「!!」
　少女は目を見開き、熱に浮かされたような視界で、それを見た。
　自分の左側に出現した、三人目の男を見た。
「いや！」
　反射的に手を引くその力をあくまで優しく押しとどめ、三人目の男は、少女の腕を愛いとおしそうにその身に寄せる。
「いや……ぁ」
　反射的に右腕を伸ばして、それを押し留とどめようとして──
　少女は、右側に出現した四人目の男を、発見した。
「……ぁ」
　倒れていた一人目の男が起き上がり、優しく笑ったままゆっくりと近づいてくる。
　背後の男は少女を抱きすくめたまま、耳元で言葉を囁き続けている。
　左右の男は、少女の両腕をそれぞれ優しく愛あい撫ぶしている。
　少女の服装は、いつの間にか変わっている。白い上着と、赤いスカーフ。紺こん色いろのプリーツスカート。セーラー服だ。かつてその男に褒ほめられた、世界の始めの服装。
「……！」
　そのスカートから伸びた足を、白い足を、五人目の男の指がそっとなぞる。
「…………！」
　一人目の男は少女の目の前、本当に目の前、息のかかるところにまで近寄った。
　そして、ゆっくりと、少女に手を伸ばした。
「……!!」
　少女は、目を閉じた。
「は…………」
　少女は、目を閉じたまま、息を吐いた。
「……っ！」


『最後の使徒』は、グネグネ道を登りきった。その建物の入り口へと到とう着ちやくした。
　入り口の戸を開け、そして、靴を脱いで中へと入る。
　食堂を通り抜け、リビングを通り抜け、そして居間の戸を開ける。
　蒼い少女は、その部屋にいた。
『最後の使徒』は、その少女を静かに見下ろした。
　蒼の少女は、何の反応もしなかった。
　少女の瞳は、どこも見なかった。
五章　～こわいものはありますか？～




　朝、灯あか璃りと二人だけで白しら瀬せ村を出発した。
　村を背に五分も歩くと、周囲に人の気配がまったくなくなった。原生林と呼んでも差さし支つかえなさそうな手付かずの林、その間を縫ぬって流れる翡ひ翠すい色の清流に沿ってただ一本の細い車道が奥おくへと伸びている。道は一応舗ほ装そうされているものの、アスファルトはひび割れて描えがかれたセンターラインははげ上がって、相当のものだ。
　四国の山道を、ただひたすら奥へと進んでゆく。目に入る光景は川と崖がけと、渓けい谷こくの果てに遥はるかに霞かすむ山々の影かげ、そしてその全てを押し包つつむ物言わぬ植物群。
　午前の日差しを受け、春の木々が茂しげっている。
「……ねえ」
　前を歩く灯璃が、声をかけてきた。
「ちょっと、休きゆ憩うけいしようか」
「うん」
　後ろを歩く透とおるは、立ち止まって頷いた。
　道みち端ばた、朝あさ露つゆに湿しめった倒とう木ぼくの上に座すわり、リュックからペットボトルを取り出す。
　ついでに携けい帯たい電話も取り出して時刻確かく認にん。出発して、そろそろ三時間。ここまで来るともう電波は完全に届かない。赤い『圏けん外がい』の文字が、画面の右上に表示されている。
「あ……透のも、圏外になったんだ」
　灯璃が同じく、ペットボトルを取り出しつつ声を出した。
「私のもよ」
　自分の携帯電話を開き、こちらに見せる。同じく圏外。
　もう、電話は通じなくなった。もうどこにも連絡は取れない。
　そう。どこにも。美み空くがいる所にも。そして……由ゆ宇うの所にも。
　何だか……物もの凄すごく不安ではある。
「──ま、すぐに帰れるよきっと」
　電話を閉じつつ、灯璃は気楽に言った。
「七なな尾おと一いつ緒しよにね」
「うん……」
　頷いて、透は天を見上げた。青い空、白い雲。今日も快晴だ。
　雨が降ふらなくて、本当によかった。
　雨が降ったら……状況は、もっと更に悪くなっていた。
「美空さん……」
　閉じた電話をリュックにしまいつつ、灯璃は言葉を続ける。
「どうしてるかな？」
「……さあ」
　見つめられ、つい気弱に目を逸らしてしまった。
「大だい丈じよ夫うぶとは、思うんだけど」
　気休めを言う口も、進まない。
　……正直な所、美空がどうなったのか、さっぱり分からないんだから。
「まあ、紫し暮ぐれさんに任せるしかないよ」
　こんな事しか言えない自分が、もどかしい。
「うん、多分大丈夫。紫暮さんって医者らしいし」
　灯璃の顔を見つつ……五時間前の事を、思い出す。


　五時間前、今朝……と言うより、まだ夜も明けていない時刻。
　そんな時間に突然、枕まくらもとの携帯電話の呼び出し音が鳴なり響ひびいた。
「んが」
　寝ねぼけた声を出しつつ、布団の中から携帯電話に手を伸ばす。
　布団にもぐったまま、自動的のような動作で通話ボタンを押し、電話を耳に当てる。
「もひもひ？」
　口が回らない。
　寝ぼけた目をこすり、窓の外を見る。窓の外、闇やみの中を流れる暗黒の川が月の光を静かに照り返している。午前四時。モーニングコールには早すぎる時間。
「透！　起きてる？」
　電話の向こうの相手は、灯璃だった。
「起きたよ。何？」
　起きし床ようは五時のつもりだったんだけど。心の中で思いつつ、やっとまともな声を出す。
「美空さんが……」
　この時点で、やっと気付いた。灯璃の声が、切せつ羽ぱ詰つまっていた。
　目が覚めた。
「何？　何かあったの？　ええと」
「美空さんが！」
　灯璃はこちらの言葉を最後まで聞かず、重ねるように叫さけんだ。
「やられちゃった！」
「……え？」
　布団の中で、間ま抜ぬけな声を出した。


　起きたそのまま、顔も洗わずに隣となりの部屋の戸を開ける。灯璃と美空が泊とまっている部屋──間取りは自分の部屋と同じだ。つまらない事を、つい思う。十二畳ほどの和室、奥にはテレビが置かれ、中央には机が置かれ、壁かべには掛かけ軸じくが吊つられている。部屋の隅すみ、窓の付近には二つの布団が並べて敷しかれ、そして──
「美空さんは、奥の布団で寝てたの」
　灯璃は静かにその布団を──布団の中の『その物体』を、指差した。
　その指の先、敷かれた布団の、その中で、
　美空の形をした『白い鉱物』が、月の光を浴び、きらきらと輝かがやいていた。
「な……」
　透は、それを目に映し、絶句した。
　絶句しても、目の前の景色は変わらない。
　布ふ団とんの中、寝ね間ま着きを身に纏まとったままそこにある、美空の形をした『白い鉱物』。
　まるで──安らかに眠ねむっているような表情と姿勢のまま凍こおりついている、蒼あおい少女。
「なんだ……これ」
　思わず、声を出す。
　声を出しても、目の前のモノは変わらない。
　美空の形をした『白い鉱物』。『白い鉱物』に変えられた、蒼あおい美空。
　蒼美空が、たった一晩で『白い鉱物』になってしまった。
　なんで？　答えのでない疑問が、頭の中で発生する。
　今から出発なのに、なんでこんな事に？　どうやって、こんな事を？
　一体、誰だれが、こんな事を──
『白い鉱物』になった蒼美空は、何も語らない。
　ただ布団の中、安らかな笑顔で、永遠に動かなくなっている。
「ははァ」
　背後、部屋の入り口から声がした。
「蒼が、負けたかネ」
　声と共に入ってきた人物は、紫暮。紫し衣いのポケットに両手を突っ込んだまま、相変わらずの面おも白しろがっているような口調。
「いよいよ、これからだったのにネぇ」
　さっき、灯璃に起こされて直後、この人のところへ連れん絡らくした。透は思った。もう到着したのか。近くにこの人の病院があったのは僥ぎよ倖うこうと呼ぶべきなんだろう。
　紫暮はそんな事にはまったく構わない様子で、部屋へと入ってきた。
「やはり、蒼美空では勝てなかったネぇ」
「やはりってなんですか」
　つい、八つ当たりのような口調になってしまった。
「やはり、だヨ」
　紫暮は全く気にした様子もなく、変わらず頷うなずく。
「やはり……そう、『最後の使徒』だネぇ」
　相変わらず、何か面白がっているような様子で。
「最後の……しと？　ですか？」
　灯璃は首を捻ひねりつつ、その単語を吐いた。
「そうだヨ」
　部屋に入った紫暮は、まったく躊躇ためらわずに美空へと近寄り、灯璃に向けて笑いかける。
「『最後の使徒』だ。『最後の使徒』が、蒼美空をこんなカタチにした。フフ、蒼美空では『最後の使徒』には勝てないみたいだヨ。灰はい人とのミスだネ。これは。……サテ、」
　布団の中の美空を覗のぞき込みつつ、紫暮は静かに首を振る。
「どちらにせよ、これで作戦の続行は不可能だヨ。『対策室』の計画は、とりあえず失敗に終わってしまったワケだネ。うン、という訳で、キミらの仕事も自動的に終しゆう了りよう──」
　わざとらしく首を振って、灯璃の顔とこちらの顔を交こう互ごに見つめる。
「どうするかネ？」
「どうする……って」
　つい何も考えず、紫暮の顔を見てしまった。
「帰るかネ？　このまま？」
　紫暮は、相変わらず笑っていた。
「蒼美空がいなければ、『白い人』には勝てない。だからここは引く──かネ？」
「いえ」
　灯璃は、決然と言った。
「行きます。行って、七尾を連つれ戻さなきゃ」
「フム」
「美空さんが駄だ目めなら、私がやらないと」
「うン……」
『白い鉱物』になった少女をそ知らぬ顔で眺ながめたまま、紫暮は口くちの端はしを歪ゆがめた。
「まァ、そうだろうネぇ。そう、このままでは、七尾花か梨りんは『発はつ症しよ者うしや』という事になってしまう。ワタシの病院へ、入院しなければならない事になってしまう。
　……ワタシも、キミたちの友人を入院させるのは忍しのびないんだヨ。うン、灰人や黒くろ部べ、またはあの『おっさん』にバレる前に、連れ戻さないとネぇ。フフ」
　ひょっとして。透は、心の中で思った。
　この人、こっちを脅おどしてる？
　七尾を『入院』させたくなかったらこのまま行け、って言ってる？
「『人間』と『白い人』の対たい峙じ、ワタシが見たかったのは、それだヨ。それを観察したい。それを見届けたい。ワタシの望みは、ただそれだけだヨ」
　紫暮は、相変わらず表情が読めない。
「軍団で押おしかけて弾だん幕まくで捻じ伏ふせる。爆ばく弾だんを投下して全すべてを破は壊かいする。そんな結末など、ワタシは認めないヨ。『白い人』は、『人間』と戦わなければいけないンだ。勝率？　そんなものは大した問題ではない。敗北したら、それまでの話サ。それはそれで、とても面白いからネぇ。ワタシは、見てるだけだよ。人間と『自死』の邂かい逅こうを、ネ。
　…………まァ」
　ふ、と息を吐はき、美空の布団を軽く叩たたく。
「この子はワタシが引き取って、看みていてあげるヨ。そこは信用してくれたまえヨ。
　だから、精々頑がん張ばってくるといいヨ。全力で、ネ」
「はい」
　灯璃は、頭を下げた。
「よろしくお願いします」


　山の中、歩を進めるにつれ周囲はどんどん人の手が入らなくなってゆく。
　進むうちに車道からセンターラインがなくなり、ガードレールがなくなり、そしてついにアスファルトがなくなった。その奥は、もう車も入れないような砂じや利り道みち。
「地図では、あと少しだよ」
　手元の地図を見つつ、灯璃は言った。
「うん」
　透は頷き、横からその地図を覗き込む。この地図は今朝、美空の荷物から拝借してきた地図。『白い人』の居場所が記き載さいされた地図だ。『対策室』が場所を特定したらしい『白い人』の位置。それが記された地図だ。
　それによると……地図を覗き込み、記されたマークを見る。
『白い人』がいる地点、いるはずの地点まで、あと直線距きよ離りにして三キロという所。
「あと、少しだな……」
　道はどんどん細くなってゆく。最後は本当に山中行軍になるかもしれない。
　とはいえ──天を見上げ、太陽の位置を見る。
　とはいえ、まだ午前中だ。日の高いうちには、自分たちは目的地へと到着するだろう。
　目的地──『白い人』がいる筈はずの地点、その付近の場所へと、到着するだろう。
『白い人』に近寄って……でも、自分達は『白い人』には、手を出さない。
　余計な事をして自分達までやられてしまったら、或あるいは『白い人』が最後の力を振り絞しぼって逃とう走そうしてしまったら、それこそ話にならない。自分達は『白い人』に近づくだけ。
　近づいて──そして、そこで待って、そして、
　七尾を止める。
　七尾もまた、『白い人』の許もとへと向かっている。『白い人』に会って、『最後の配布』を受け取ろうとしている。
　だから、『白い人』の近くで待っていれば、七尾に会える。
　会えたら、説得して連れて帰る。今の自分達の仕事は、とりあえずそれだけだ。
　紫暮さんは、何やら意味深な事を言っていたけど……
　悪いけど、その意見を聞くつもりは無い。七尾の事が優先だ。自分達には『白い人』なんか、関係ない。自分たちは七尾を連れ戻もどしに来た。それだけだ。
（それだけ……だよな、うん）
　透は一人、頷いた。
　山道の中、黙だまって二人、足を進めていく。
（……七尾を止める、か）
　周囲の景色はちっとも変かわり映ばえがしない。森と川、道、そして青い空。
　森の中の砂利道を、二人だけで進んでいく。
（……止める、か）
　真まっ直すぐ、迷いなく真っ直ぐ進んでいく灯璃の後ろ姿を見つつ、益やく体たいもない思考。
（止める？　それだけ？　連れ戻す？　それだけ？）
　それだけだよ。なんか文句でもあるのか？
（止めるって、どうやって止めるつもりなんだ？）
　また自問自答だ。透は密ひそかに唇くちびるを尖とがらせた。最近、癖くせみたいになっている。何だか、いつもの自分と、そしてそれを冷静に見つめているもう一人の自分がいるような。
　冷静な自分はいつも、嫌いやな事、斜ななめ上うえから冷れい笑しようするような事ばかり言う。
（説得して、止める？　……どういう言葉で説得するつもりだ？）
　そう、例えば、こんな風な事を。
（お前、どういう主張で説得するつもりだ？）
　あと三キロも歩くんだぞ。余計な思考で体力を使うな。
（お前に、七尾を説得できる立場があるのか？）
　身体が疲つかれると精神も疲れてくる。だから余計な事を考えてる。それだけの話だ。
（七尾の悩なやみを取とり払はらう事が、お前に出来るのか？）
　無視しよう。こんな事を考えても、仕方ない。
（馬ば鹿かげてる。全ての望みを叶かなえるとか馬鹿馬鹿しい。そう言うつもりか？）
　無視。
（お前がそれを言って、説得力があるのか？　それを言う力が、お前にあるのか？）
　黙って足を動かそう。灯璃もそうしてる。
（夢と現実、叶わない夢、現実の問題……七尾はあの時、そんな事を言ってたよな）
　勝手に喋しやべらせよう。
（その言葉を、お前は完全に否定出来るのか？）
（七尾があの時言った事は……まさに、お前が最近悩んでいた事じゃないのか？）
（高校三年生、進路決定、三者面談。そうだよ。気楽な時代は、もう終わりなんだ）
（七尾は、それをどうにかしようとしているんだろ？）
（七尾は、『全ての望みを叶えよう』と、そう言ってたんだ）
（説得だって？　説得して、止めるだって？）
（…………説得されかかっているのは、お前の方じゃないのか？）
「なあ、灯璃」
　口を開いて、灯璃の後ろ姿に声をかける。
「どうしたの？」
　灯璃は、即そく座ざに振ふり返かえった。
「ん……ええと」
　少し口ごもり、そしてそっと言葉を続ける。
「七尾って、さ」
　何と言えばいいか……その、
「なんで、家出なんかしちゃったんだろう」
　七尾が『あの世界』で言った事は、全て灯璃に話してある。『最後の使徒』は全ての夢が叶えられるとか、それで人間の世界は終わりだとか、そのあたりの言葉も、全て。
「なんで七尾、あんな事してるんだろう。なんで家に帰らないんだろう」
　分かった。
　口に出して言ったら、分かった。
　七尾は、帰りたくないんだ。
　家に──『現実』が待っている場所に、帰りたくないんだ。
「なんで七尾は、こんな所に──」
　周囲を見回す。森の中。十とつ葉は市から遥かに離はなれた、おれ達たちの生活とは遥かに離れた、世界から遥かに離れた、人の外の土地。
「──こんな所まで、来たんだろう」
　そして、おれも。
　おれは、なんでこんな所まで、来たんだろう。
「分からない」
　灯璃は、即座に言った。
　そうだろうな──何となく、納なつ得とくする。
　灯璃は、七尾を迎むかえる為ためにここに来た。ただそれだけだ。
　灯璃には、七尾の気持ちは──ひょっとして、分からないかもしれない。
　けど──
「おれは……」
　分かるかも、知れない。七尾の気持ちが。
「？」
　灯璃は、怪け訝げんな顔になった。
「分かるの？　透？」
　真しん剣けんな瞳ひとみで、尋たずねてくる。
「あ、いや」
　分かるのかと言われると……自信はない。
　説得できるのかと言われると……自信はない。
　……駄目だ。透は密かに小さく首を振った。今、おれは物もの凄すごく頼たよりない人になっている。物凄く自信がなくなっている。一体、どうしたんだろう。折せつ角かく、灯璃の前なのに。
　折角…………灯璃と、一いつ緒しよにいるのに。
「ん、まあ」
　灯璃は笑って、また前を向いた。
「どっちにしても、七尾はキッチリつれて帰るよ。それだけは確かに」
「う、うん」
「それで、両親の前で謝あやまらせなきゃ」
「も……勿もち論ろん」
「どんな理由があるかは知らないけどさ、話は、それが終わってからよ」
　再び、歩き出だす。
「で、由宇ちゃんと美空さんの出席日数補習で、そして、皆みなで一緒に修学旅行よ」
「あ──」
　そうか。
　透は、つい、息をついた。
　そういえばここ数日、夢みたいな遠出の日々で、つい忘れてたけど。
　帰ったら、補習授業と、修学旅行なんだ。
　この、突とつ然ぜんの冒ぼう険けんみたいなこの旅が終わったら、またいつもの日々が始まる。
　そして実際、この旅はもうすぐ終わる。
　七尾を無事に見つけられれば、すぐに終わる。そう、今日中にも。
　そして……『白い人』だの何だのも、そのうち何事もなく終わるだろう。
　紫暮さんが何と言おうが──現実的には『白い人』はもう弱りきっていて、自ら動く事すらままならない状じよう況きようだ。どうとでも方法はある。実際、なんとでもなる。
『対策室』は……世界の大人たちは、すぐにその方法を見つけ、実行してしまうだろう。
　ずっと簡単で、ずっと確実で、ずっと身も蓋ふたもない方法で、あっさり『白い人』をこの世から物理的に消し去ってしまうだろう。それで万ばん事じ解決だ。いつも通り──何事もなく終わるだろう。いつも通り、高校生である自分たちとは無関係な場所で。自分たちには何の関かかわりもない、気付きさえできない方法で。ひょっとしたらある日の新聞に『四国の山中、工事現場のダイナマイトが誤って爆ばく発はつした。たまたま爆ばく心しん地ちにいた身元不明の男が死亡した』とでも載のるのかも知れない。そして、それだけだ。世界は結局、そんな感じだ。たかが一体の『人間離ばなれ』で、たかが一人の非常識な発想で、世界が丸ごと滅ほろびたり変わったりなんかするもんか。それが……そう、『現実』というヤツだ。
　そして……そうして、全てが終わってしまえば、
　全てが終わってしまえば、いつも通りの日だ。いつも通りの──
　修学旅行へ行って、三者面談をして、そして──
　そして、三年生になって、大人になる。誰もが通ってきた道を、自分も通る。
　それが、……『物語』の終わりだ。現実の、始まりだ。
　変わらない日々が、続いていく。
　きっと、いつもと変わらない日々が──
　そして──


　おれと灯璃の関係も、きっと、ずっと変わらない。


（だって……だってそうだろ？）
　歩き始めると、また、考えてしまう。
（何もなかったじゃないか）
　つまらない、考えてもどうにもならない事を、考えてしまう。
（この数日間……いや、この一年間、ずっとそうだったじゃないか）
　考えまいとしても、考えてしまう。
（これからの一年も、そうだよ）
　何より──
　心の扉とびらの奥おく、そろそろ全ぜん貌ぼうを現し始めた『恐おそろしいもの』が、自己主張を始める。
『恐ろしいもの』は、冷静に、言葉を紡つむいだ。
（灯璃には、彼かれ氏しが出来たんだから）
『恐ろしいもの』は、斜め上から、言葉を続けた。
（おれが近くにいたのに、他ほかの男を、選んだんだから）
　歩きながら、人の世界から遠ざかりながら、考える。
（この夢は……おれの夢は、永遠に、叶わないんだから）
（このまま日々を重ねていって）
（このまま、前に進んでいって──）
（そして？）
（そして、どうなる？）


「────声を」


「え？」
　透は、足を止めた。


「──────我わが──声を」


「なんだって？」
　足を止め、辺りを見回す。周囲はちょっとした草原だ。川のほとりの湿しつ地ち帯たいに背の低い草が生えている。森の中、突然出現した湿地の平原。野球くらいは出来そうな広さ。
「ん？」
　灯璃は立ち止まり、振り向むいた。
「どうしたの透？」
「あ、いや、ちょっと……」
「あ、そうか。ひょっとしてトイ」「違ちがうって！」
　即座に否定。
「トイレじゃなくて……ええと、さっき、なんか、声、聞こえなかった？」
　しかも、かなり近くから。そう、まさに、ごく隣となりで誰だれかが囁ささやいたような感じ。
「声？」
　灯璃は、怪訝な顔をした。
「……どこから？」
「どこから……って」
　灯璃には、聞こえなかったんだろうか。
　どこからともなく聞こえた。って言ったら、怒おこられるかな。
　もう一度、辺りを見回す。広場は雑木林に囲まれている。あの林の中から、誰かが怒ど鳴なった？　いや、それだと灯璃にも聞こえるはずだ。
「ちょっと、さ」
　透は雑木林に近づきつつ、言った。
「林の中見てくるよ。すぐに戻るから」
「分かった。ここで待ってるよ。……あ、ちゃんと紙とか持ってる？　透？」
「だからトイレじゃないってば！」
　怒鳴りながら林の中へと入っていく。林の中は見通しが一気に悪くなる。下もまったく舗ほ装そうされていないので、木々に交じって草も生え放題だ。
「トイレなら、ちゃんと出発前に──」
　言いつつ、目の前、視界を覆おおいつくす背の高い草を、ざっと片手で掻かき分わける。
「旅館で──」
　七尾が、座すわっていた。
「済ませて……」
　片手で草を掻き分けたその姿勢のまま、透は硬こう直ちよくした。
「き……た…………」
　慣性のように口を動かしつつ、目の前の者に目を釘くぎ付づける。
「…………って……」
　目の前の者。林の腐ふ葉よう土どの地面に座り込んでいる、一人の少女。
「…………え？」
　全身黒ずくめの、まるで修道服のような服装。あの時、『あの世界』の時と同じ服装で。
　七尾が、そこに座っていた。




『最後の使徒』は、思っている。
『その世界』でただ一人、思っている。
　自分は、いよいよ『最後の欠片かけら』の近くに、到とう達たつした。
　自分は今、『白い人』の、近くにいる。
　最後の完成は──すぐ近くまで、近づいている。
　そして──邪じや魔まする者は、邪魔できる者は、もういない。




　透は、草を掻き分けたその姿勢のまま、凍こおりついた。
「──」
　動けないまま、目を見開く。
　七尾は、変わらず目の前にいる。
　目の前の地べたに、体育座りのように両りよ腕ううでで両りよ膝うひざを抱かかえて座り、そこに顔を埋うめている。
「…………」
　大きな三つ編みが、背中に垂れている。
　透は、無心でそれを見つめた。
「──あ……」
　灯璃。と名を呼ぼうとして、思いとどまる。
「な……」
　目の前の少女に向け、そっと口を開く。
「七尾」
　その場、その姿勢のまま、俯うつむいた少女に向け声をかける。
「…………」
　地べたの少女は、返事しない。
「なあ……」
「…………」
　少女は蹲うずくまったまま、俯いたまま、顔を上げない。
「なあ……どうしたんだよ、おい」
「…………」
　答えは、返ってこない。
　けど。透は、思った。七尾は、こちらの言葉を、聞いている。
　聞きながら……蹲って、俯いている。
　ちょうど、迷子になって拗すねてしまった子供みたいに。
「な、お前……どうやってここまで来たんだ？　バスか？」
　草を掻き分けたその姿勢のまま、小さな声で囁くように声をかける。
「二日間、どこに泊とまったんだよ？　……大だい丈じよ夫うぶだったか？」
　言わなければならない事は、もっと多いと思う。
　でも、言えなかった。
　なんだか……透は、座ったままの少女を見下ろしつつ、思う。
　何だか、おれは、こいつの気持ちが、分かる。
「…………物分りのいい事」
　七尾は俯いたまま、初めて言葉を発した。
「……物分りのいい事、言わないで」
　両腕で顔を覆ったまま、顔を上げないまま、
「分かったような事、言わないで」
　蹲ったまま、顔を上げないまま、篭こもったような声を出す。
「くだらない気き遣づかいなんか、要いらない」
「……なあ、七尾」
「私は、『最後の使徒』なんだから」
「なあ、七尾」
「馬鹿みたい」
　顔を見せないまま、言う。
「何よ。『最後の使徒』って……馬鹿みたい。本当に、馬鹿みたい。馬鹿馬鹿しい」
「…………」
　分かってるんじゃないか。口には、出さなかった。
「なんで私、こんな所に来てるのよ。今日は童どう子じの人が家に来るはずだったじゃないの。じーさんと一緒に、相手の男と会う筈はずだったじゃないの。なんでこんな所にいるのよ」
「…………」
「何で私、こんな所へ来てるのよ。こんな所に、何しに来たのよ」
「七尾」
　口を開いてみる。何を言えばいいのか、自分でも分からないうちに。
「ええと」
　おれが今言える事は、一つしかない。
「帰ろうよ」
　そう……それしか、ないんだ。
　おれたちは多分、そうするしかないんだ。
　世界は、そんなに簡単に変わったり滅びたりしない。
　個人の感情なんかで──しかも、たかが高校生の感情なんかで、世界は変わらない。
「帰ろうよ。今なら大丈夫だよ」
　変えられない……筈だ。


「──変えられるとしたら？」


　変えられない……筈だろ？


「──変えられる力が、あるなら？」


　変えられないに決まっているだろうが。
　そんな力なんて、この現実世界に、ある訳無いだろうが。


「──あるなら？」


　何言ってるんだよ。
「今なら、大丈夫だよ」
　心の中の意味不明な声を無視しつつ、透は七尾に向け言葉を続ける。
「このまま知らんふりしてれば『対策室』にもバレないよ。……家の方でなんか不都合とかがあるんならさ、おれ達が口裏合わせるから。部の活動で無理やり連れ出されましたとか言えば、何とかなるだろ」
「帰る？」
　七尾は、初めてこちらの言葉に反応した。
「帰って──」
　俯いたまま、頑かたくなに顔を隠かくしたまま、篭ったような声。
「帰って、どうするの？」
　そりゃあ──
「三者面談で、四月から高校三年生だよ」
　そうなんだ。おれ達たちは高校三年生になる。
　高校三年生。身も蓋もなく、その学年になる。当たり前じゃないか。
　当たり前じゃないか。世界はそんなに簡単に変わったり滅びたりしない。


「──変えられない？　何な故ぜ？」


　だって、それが普ふ通つうじゃないか。現実は、それが普通じゃないか。


「──お前は、普通の存在では……」


　何……？


「──お前は、……」


　何考えてんだよ自分。つまらない事を考えるな。
「帰ろうよ」
　透は、言った。
「嫌いや」
　七尾は、断言した。
「帰らない。私、帰らない」
　更さらに身を縮こまらせ、言いい募つのる。
「……なんで？」
　本当に、子供みたいだ。
「だって……」
　七尾の両腕が、ぴくり、と動いた。
「だって、私──」
　両腕が、ゆっくりと下へと下ろされる。
「私は──」
　体育座りの両腕を、地面にだらりと垂らす──
「私は、もう──」
　そして……顔を、上げた。
「!!」
　透は、息を呑のんだ。
「私は、もう──」
　七尾は、初めて顔を上げた。顔を上げて、こっちを見た。
「『受け取った』んだから……」
　明らかになったその顔、その額には、
「七尾、お前！」
『白い宝石』が、静かに輝かがやいていた。


「貰もらってきたよ」
　七尾は静かに……無音で立ち上がった。まるで、人間では無いかのような動き。
「二回目の配布。さっき貰ってきたの。『白い人』にくれって言ったら、くれたの」
　立ち上がって……そして、無動作でこちらを見つめる。
「お……おい」
　透は、思わず身をそらした。
　七尾は、構わずに言い続ける。
「『白い人』はね。本当に優やさしいのよ。くれって言ったらくれるの。望みを言えば、何でも叶かなえてくれるの。『白い人』は、今までそうやって『配布』を行ってきたのよ。必要な人間の前に出現して、救いを、望むモノを、与あたえ続けてきたのよ。ずっと」
　七尾の顔……この一年でそれなりに見慣れた少女の、その額の中で、
『白い宝石』が、静かに輝いている。
「だからさ、」
　病やんだ瞳ひとみで、少女は言った。
「だからさ、もう遅おそいのよ。間に合わなかったの」
　意思のない、魂たましいのない、機械音声のような声。表情のない口が、言葉を喋しやべる。
「遅かったの。灯璃もひーちゃんも、あとみーちゃんも。間に合えば止められたのに、間に合わなかった。だから、もう終わりなのよ。もう何もかも終わりなのよ」
「七尾、おい」
「『最後の使徒』。『白の意思』ね、馬ば鹿かみたいよね。現実離ばなれした、夢みたいな単語。でも本当なの。あの日……二月十二日に宇宙から落ちてきたモノが、その馬鹿な事を本当にしちゃったの。だからさ、本当に終わりなのよ。人間の世界は終わりなのよ。
　もうすぐ──これから、『最後の使徒』の力が、始まるんだから。いいえ、もう既すでに始まっているの。もう──新学期なんか、来ないのよ。物語は、ここで終わりなの」
「おい七尾、それは」
　七尾の額に輝く白い宝石。それは──
「その宝石は、お前を……」
　思い出だす。今までそれを手にした者達。満たされなくて、望みの成じよ就うじゆを願った者達。誰だれ一人、幸せになんかならなかった。皆みな不幸になった。望みの先にある、呪のろわれた白い宝石。
「それは──その『白い宝石』は」
　震ふるえる指先でどうにか『宝石』を指差しつつ、しゃっくりのような喉のどを何とか動かし、どうにか声を出す。
「それは、危な」「人の気も知らないで、ご立派な事ばっかり言ってんじゃねぇよ！」
　正直に言う。怖こわかった。
　白い宝石を額に輝かせ、心の底から叫さけんだ七尾は、怖かった。
　思わず立ちすくんだこちらの身体、こちらの左ひだ腕りうでを……
「ひーちゃん」
　七尾は、両手でがきっと掴つかんだ。突とつ撃げきのように近寄ってきて、不意打ちのように掴んだ。
「大だい丈じよ夫うぶよ」
　こちらの左手首を、まるでバットでも握にぎるかのように全力で掴んだ。目の前、息がかかるくらいの目の前から、白い宝石の少女が、光のない瞳が、こちらを覗のぞき込む。
「大丈夫。私、大丈夫だから」
　掴んだこちらの左腕を手た繰ぐるように、さらに顔を近づけてくる。唇くちびるが触ふれるほどの距きよ離り。
「大丈夫よ。私もすぐに行くから。だから、大丈夫」
「う」
　透は、息を呑んだ。
　掴まれた左手首が、七尾の両腕が万力のような力で締しめ付つける左手首が、
　徐じよ々じよに──『白く、変わってゆく』。
「う」
　掴まれた箇か所しよの感覚が、徐々になくなってゆく。
「あ」
　掴まれた左手首の先、長なが袖そでから出た自らの左手、見慣れた肌はだ色いろだったそれが……
　徐々に、服に隠れていた手首から徐々に、『白くなってゆく』。
　七尾に掴まれている箇所から、自分の身体が、徐々に『白い鉱物』に──
「ぎゃあああああああああ!!」
　本能的な恐きよ怖うふ。何を思う間もなく叫ぶ。
「大丈夫よ」
　七尾は、腕うでを離はなさないまま同じ言葉を吐はいた。
　至近距離の逸いつ脱だつしたような瞳の上、白い宝石が静かに輝いている。
「私も行くから。すぐに同じ所へ行くから。浅あさ黄ぎさんもそろそろ来る。みーちゃんも待ってる。心配してるの？　警官とかなんとかの『現実』が、追いついてくるんじゃないかって心配してる？　大丈夫よ。追いつけやしない。いったん『白い鉱物』になったら、何があっても、絶対に元の姿になんて戻もどらないから──」
「う、ああ」
「大丈夫よ。ね、大丈夫だから」
　白い宝石の少女は、快感のような熱っぽい言葉で、繰くり返かえした。
「ね。大丈夫だから。『白い人』が教えてくれたよ。『白い鉱物』は幸せなのよ。ずっと、永遠に幸せな夢を見ているの。彼かれらは皆、世界の果てにいるのよ」
「あああああああああああ！」
「痛いのも苦しいのも悲しいのもない、全すべてを成なし遂とげる、果ての世界──
　そう、天国にいるの。永遠の天国に。私もそこへ行くの。ひーちゃん」
「ああああああああ！」
「連れて行ってあげる！　一いつ緒しよに、私と一緒に、『現実』の外へ！」




　瀬せ戸と大橋の上を、一台の車が走っている。
「ほお。これが瀬戸大橋か。テレビで見たことがあるぞ」
　車の後部座席に座る赤髪がみの少女は、窓から外を見下ろしつつ言った。
　眼下、鉄骨越ごしに海うな原ばらが見える。
「まだ、四国へ着かないのか」
「黙だまっていろ」
　運転席の少年は、刺とげ々とげしい声を出した。
「つまらない事を言うな。運転しているのはぼくだ」
　昨日の夜に十葉市を出発して一晩ぶっ通し。かなりのスピードを出しているのだが、目的地まではまだまだ遠い。
「……もう、昼かよ」
　運転席の少年……灰人は、更にアクセルを踏ふみ込みつつ舌打ちをした。
「おい」
　後部座席の少女、紅くれない由宇は、その後ろ姿に声をかける。
「何を焦あせっている？」
「…………」
　灰人はもう一度舌打ちをし、そして口を開いた。
「君は、『ユーイチ』を覚えているか？」
「……？」
「ユーイチ。本名は縋すが井い雄ゆう一いちという。頭の悪いチンピラその一だ」
「ああ」
　由宇は、大きく頷うなずいた。
「覚えている。確か、八月十五日。透と一緒に、私の十葉高校制服を注文しに行った日だ。そのデパートの喫きつ茶さ店てんでお前、その名を言ったな。……確か、タクミはユーイチとナオヤの二人に自分の『白い破は片へん』を分わけ与え、そして自分の部下にしたのだったか」
「そうだ」
　灰人は前を向いたまま、言葉を続ける。
「つまり、ユーイチも『白い宝石』をその身に宿していた。……言わば、孫発生の『白の使徒』だった。ユーイチはその後すぐ捕まり、『発はつ症しよ者うしや』として紫暮の病院へと入れられた。それ以来そこでずっとそのまま。勿もち論ろん『白い人』とも接せつ触しよくしていない。つまり、ユーイチもまた『二回目の配布』を受けていない使徒……『未完成の使徒』という事だ」
「……それがどうした？」
「ユーイチも、自らを『最後の使徒』だと自じし称ようしている」
　タイヤが道みち端ばたの石を噛かんだ。不ふ吉きつな音と共に、車体が少し跳はね上あがる。
「…………」
　由宇は口を閉じ、言葉の意味を少し考えた。
「……どういう事だ？」
「紫暮の情報だ。ユーイチは既にまともな会話が出来る状態ではないが、しかし繰くり言ごとのように、自分こそが『最後の使徒』だと主張している。止めようとしない。
　……以下はぼく個人の予想だけど、多分間ま違ちがってはいない。心して聞けよ。
『白い人』は、未完成の『使徒』全員に同じ信号を飛ばしている。……と言うより、真の『最後の使徒』ただ一人に向けられるはずの信号を、全員が受け取っていると言うべきか。『白い人』は今、失敗作どもの事なんか思考の外だ」
「────？」
「この意味が分からないのか。バカが」
「何を言う！」
「未完成の『使徒』は全員、自分の事を『最後の使徒』だと思っているんだよ」
　灰人は、はっきりと断言した。
「『最後の使徒よ、私の所へ来い』。『白い人』は、超ちよ音うお波んぱ信号でそう怒ど鳴なっている。本来一人に向けられているはずのその言葉は、しかし通信方法のせいで全員に聞こえてしまっている。だから、他ほかの失敗作どもはそれを聞いて勘かん違ちがいする。そうか自分が『最後の使徒』だったのか……と」
「……つまり」
　由宇は少し考え、口を開いた。
「…………本人の自称は、最初から当てにならないのか？」
「そうだ」
　灰人は、前を向いたまま頷いた。
「……では」
　由宇は間を空け、言葉を続ける。
「真に『白い人』に語りかけられている者は……真の『最後の使徒』は、誰だれなのだ」
「……『一回目の配布』を受けた経験のある、誰か。
　そして、神かみ代しろ島しまに行った経験のある、誰かだ」
「？」
「そして……」
　そこまで喋って口を閉じ、アクセルを踏み込む。
「急ぐぞ」
　灰人はバックミラー越しに、少女の顔を見た。
「『最後の使徒』を倒たおせるのは、お前しかいない。昨日、浅黄はそう言ったってよ」
「……？」
「意味なんて知るか。お前が自分で考えろ」




「はっ……はあっ」
　透は荒あらい息をつきつつ、地べたにしりもちをつく。
「は、はあっ……はっ」
　犬のように無防備に息をつきつつ、瞬まばたきもせずに目を見開く。
「は……はあっ」
　解放された左手をかばいつつ、右手で掴まれていた箇所を恐こわ々ごわと触さわる。肉と皮の感かん触しよく。生身の感触。戻った。人間の腕に戻った。手を離されたら戻った。機械的に確かく認にん。
　その、目の前で……
　七尾が一人で、『白く』変わっていく。
「ひーちゃん……」
　その場に突つっ立たったまま、『白い鉱物』になってゆく。
「……ねえ……」
　腕を離したその姿勢のまま、棒切れのように突っ立っている。
「ひーちゃん…………」
　その瞳は、どこも見ていない。この世のどこをも、見ていない。
「最後の一つ……『いい話』なんだけど……」
　その額で──
「私……本当は、あなたに憧あこがれてた」
　白い宝石が、静かに輝いている。
「親がいなくても──一人で強く生きてるあなたが、羨うらやましかった」
　夢見るような瞳で、七尾は言った。
「私は……」
　どこも見ない瞳のまま、独り言のように言葉を続ける。
「私は、家に逆らえない。そんな勇気なんてない……お見合いなんかしたくないのに。知らない人と婚こん約やくなんか、したくないのに。あのままずっと、皆と一緒にいたい……
　……未来なんか、要いらない。大人になんか、なりたくない……」
　その身体が……徐々に『白い鉱物』になってゆく。これまで『白い宝石』をその身に受けた他の全てのモノと、同じように。これまでの『白の使徒』と、まったく同じに。
「会った事もない人と……童子の人なんかと婚約なんて嫌。転校なんて嫌よ」
　七尾の瞳は、ここを見ていない。
「でも……どうにもならない。そうよ。私はもう十八歳さいなんだから……高校三年生なんだから。もう、夢を見ていていい年ねん齢れいじゃなくなったんだから。そんなことくらい、分かってる。どうしようもない事くらいある」
「七尾」
　透は名前を呼び、ゆっくり立ち上がった。
「私は……そうよ、全ての望みが叶う世界へ……」
　ぱきぱきぱきぱき……爽さわやかと言ってもいいような軽い音を立てて、
　七尾の身体が、末まつ端たんから『白く』なってゆく。
「私、もう、何もしなくていい……」
　ぱきぱきぱきぱき……
「……………………嫌！」
　突とつ然ぜん、七尾は激しく叫んだ。
「……嫌！　やっぱり嫌！　私、こんな所でずっと突っ立ってるのなんて、」
「七尾っ」
「私、私、まだ……」
　七尾の瞳が、こっちを見た。
「私、まだ…………」
　身体を半分『白い鉱物』にしつつ、少女は叫んだ。
「まだ、やりたい事、終わらせてない！」
「『やりたい事？』」
　透は、反射的に復唱した。
　復唱して、七尾に一歩近づく。
「私、一年生の時からずっと作ってきたのに！　……中学の時に詩を書いてから……お兄ちゃんに凄すごいねって褒ほめられてから、ずっと練習してきたのに！　私、高校生の間にあれを完成させて……そして、将来」
「おい、七尾！」
　直感的に、『白い鉱物』になりかけた少女に向けて叫ぶ。
　よく分からないけど。言葉にしにくいけど。
　……ひょっとして、七尾が家出した原因は……
　そして、七尾を救う方法は……
「七尾、おい！」
　透は、目の前の少女に向かって叫んだ。
「思い出せ！　おい、考えろ！」
　その言葉が耳に入ったのか、或あるいはそうでないのか。
「私──」
　七尾は、静かに口を開いた。
「私──将来は──」
『白い鉱物』が、止まった。
「私、高校卒業したら美大へ行って、そして……」
「そして」
　透は、言葉をかける。
「そして、その先は？」
「私、将来……──に、なって……」
　その口が言葉を吐こうとした、
「そして、ひーちゃんと……」
　その瞬しゆ間んかん、
「────!!」
　息を呑む気配が、背後でした。
　透は、反射的に振ふり返った。
「……透」
　草原との境、雑木林の入り口に、灯璃が立っていた。
「あ、灯璃」
　透は振り返ったまま、それに向けて声を出す。
「うん。七尾がいたんだ。そして、もう少しで……」
　やっと、説得の言葉が見つかったんだ。
　七尾が家出した理由が、それを連つれ戻す方法が、やっと見つかったんだ。
　七尾は、自分の進路に悩なやんでいた。将来の事に悩んでいた。おれと同じだ。
　けど、今、成すべき事が分かった。やりたい事がわかったんだ。
　七尾が、おれが今なすべきことは、世界から逃にげる事なんかじゃなくて──
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　叶わないからって、世界を投げ出す事なんかじゃなくて──
　世界の中、自分の意思で──


「──その必要は、ない」


　は？


「──お前は、そんな必要は、ない」


　……？


「────お前の力は、妥だき協ようなど要らない」


　声が、聞こえる。


「──お前の力は、世界を変える」


　容よう赦しやのない、問答無用の、人間の些さ細さいな発想など相手にもしない、圧あつ倒とう的てきな声。


「────お前が、世界を変える」


　なに……？


「ちょっと……」
　灯璃は、こちらの話を聞いていなかった。
　ただ、驚きよ愕うがくの視線を向けていた。
「？　灯璃？」
　透は、気付いた。
　灯璃の視線は、七尾を、こちらを見ていない。
　七尾の更さらに奥おく、更に向こうの遠くの一点を、見つめている。
「な……なんで」
　灯璃は驚愕の視線を、その一点に向けている。
「え」
　透は灯璃の視線の先を、見た。
「なんで……」
　そこには、
　七尾の更に向こう、雑木林の奥、原始のような森の中には、
「あ……あなたが……」
　灯璃は、『その人ひと影かげ』を見て、呻うめいた。
「あなたが……七尾を？」
　驚愕の視線の先、震ふるえる指先の向こうには、
『白い人』が、立っていた。


「──来た」


　声が、聞こえた。


「────よくぞ、来た」


「あ……」
　透は、無心で声を出した。
　頭の中に、直接声が響ひびいてくる。


「──最後の使徒よ、我わが許もとへ……」


　機械音声ですらない、感情の欠片かけらもない、伝達の為ための道具のような音。
　あの日……体育祭が終わった頃ころ。初めて『あの世界』へ行った夜。
『あの世界』の頂上広場で、後ろから響いてきた声。


「──ようこそ……君の、世界へ」


　あの時の声。
　そう、あの時、自分はこの声を聞いた。
　あの時、自分はこの『白い声』を、聞いた。


「────最後の配布を、行う」


『白い人』は、バネ仕じ掛かけの人形のような動きで、飛び上がった。


「きゃああああああ！」
　七尾の額から、血がはじけた。
「七尾！」
　叫さけび声ごえと共に、金かな縛しばりが解けたように駆かけ寄よる灯璃、
　それを完全に無視して『白い人』は──
　七尾の額から『白い宝石』を抉えぐり出だした右みぎ腕うでを掲かかげて──
　今、目の前に──
「あ……」
　透は、動けないまま、息を吐はいた。


「────最後の欠片を、受け取れ」




　四国の山中を、車が走っている。
「こんな先に、本当に村があるのか？」
　紅由宇は、運転席の灰人に向けて話しかけた。
「狸たぬきとか猪いのししくらいしか、いそうにないぞ」
「さっきのバス停を見なかったのか。『次は白瀬村』と書いてあっただろ」
「それはそうだが」
「余計な事を言うなと言っただろう。黙だまっていろ」
　灰人は更にアクセルを踏ふみ込んだ。細い山道の中、スピードが上がる。
「…………おかしい」
　ハンドルを握にぎる少年の、その整った顔が不ふ審しんの色に翳かげった。
「さっきから……」
「どうした？　おい」
「さっき『白い人』の超音波通信が、突とつ然ぜん止まった……何な故ぜだ？」
「……？」
「もう……『最後の使徒』を呼ぶ必要が、なくなった？」
　車はどんどんスピードを上げていく。景色は相変わらず林と山と谷。道路は一応舗ほ装そうされているものの、山やま肌はだ、谷底を見ながら蛇だ行こうする道だ。スピードを出しすぎた車が少しハンドル操作を誤れば、ガードレールを突き破やぶって一気に谷底へ真っ逆さまだろう。そんな道を、車は奥へ進んでゆく。周囲にはさっきから民家一つ見当たらない。
「……おい、灰人」
　由宇は声を出した。
「お前……少し、車が」
　車は、どんどんスピードを上げていく。
　運転席の灰人は、振り返かえらないまま言った。
「始まった」
「は？」
　灰人は、ハンドルを放さないまま呟つぶやいた。
「始まった？　何がだ？　おい」
　車は、どんどんスピードを上げていく。
　灰人は振り返らないまま、ハンドルを放さないまま、呟いた。
「『最後の使徒』が……」
「何を……言って」
　由宇は身を乗り出し、灰人を見た。
　灰人は振り返れないまま、ハンドルを放せないまま、呟いた。
「『最後の使徒』の力が、」
　運転席に座すわるその身体が、
「既すでに、ここまで……」
　端はしから徐じよ々じよに『白い鉱物』に、なってゆく。
「!!」
　由宇は、前を見た。
「ヤツの力が、世界に、広がり始め……」
　灰人は、『白い鉱物』になった。
　崖がけが、目の前にあった。


　車が、ガードレールを突き破った。




「透！」
　倒れる七尾の身体を両りよ腕ううでで支えつつ、灯璃が叫ぶ。
「ひー……ちゃ」
　額を血に染めつつ、七尾は七尾の声を出した。
　透は、返事をしなかった。
　ただ、『白い人』を、見つめていた。
　ただ、目の前に迫せまる『白い人』の右腕を、見つめていた。
　その右腕に掴つかまれた『白い宝石』を、見つめていた。
　今しがた、七尾の額から抉られた『白い宝石』。
　それが、自分の額に押おし付つけられる瞬間を、見つめていた。


「────受け取れ」


「そうか」
　透は、息を吐いた。
[image: 画像]
「おれが、」
　意思のない息を、吐いた。
「そう、」


「──お前が、『最後の使徒』」


　末期の病人のように、使い尽つくされたボロ人形のようにその場に頽くずおれる『白い人』。
　その目の前、
　それを見下ろす『最後の使徒』の額で──
『白い宝石』が、静かに、輝かがやき始める。
六章　～生きている、日々～




　四国の山道。
　粉ふん砕さいされたガードレールの下で、転落した車が炎えん上じようしている。
　炎上した車が、昼の山間に黒い煙けむりを上げている。
　車のガラスは割れ、炎ほのおは車内にまで及およんでいる。
　燃え盛る車体の脇わきには──『白い鉱物』になった少年が、倒たおれ伏ふしている。
　付近の人影は、それだけだ。その少年の他ほかに、人影は無い。
　崖に這はう蔦つた植物の葉が、乱暴に掴まれ引っ張られたように引き千切れている。
　粉砕されたガードレール近くのアスファルトの上、煤すすに塗まみれた足あし跡あとが続いている。




　山に囲まれた小さな村、村の真ん中には太い川が流れ、その両りよ脇うわきに車道があって、民家が立ち並んでいる。バス停が設置された村の中心広場には簡易郵便局が建っており、そして「白しら瀬せ村へようこそ」と書かれた古びた村内案内板が掲げられている。
　その案内板の前に、十歳さいくらいの女の子が座り込んでいる。紫むらさきの髪かみをぼさぼさに伸のばし、紫し衣いを羽織った女の子が、天を仰あおいだ姿勢で、座り込んでいる。
　紫衣の右胸のネームプレートには『紫し暮ぐれ』と、記き載さいされていた。
「あァ……」
　女の子はただ一人、ただ天を仰いでいる。
　村の中は、静せい寂じやく。──全すべてが死に絶えてしまったような静寂に包まれている。
　日も高くなったというのに──どの家からも物音一つ聞こえてこない。
　村の中は、滅めつ亡ぼうしたような静寂に包まれている。
「……『最後の……』」
　静寂の村、ただ一人座り込んだ紫色の女の子──
　その身体は、半分以上『白い鉱物』に、なっている。
「『最後の使徒』が……」
　紫の女の子は虚うつろに呟き、天を見上げた。
「誕生した、か」
　誰だれも、聞く者はいない。
　静寂の村の中──
　ざっ。
　ふいに、足音が鳴った。
　ざっ、ざっ。
　静まり返った村の入り口から、足音は響いた。
　ざっ、ざっ、ざっ。
　足音は、村の中へと入ってくる。
　ざっ、ざっ、ざっ。
　足音の主は、村の道を進んでくる。
　足音の主は、村内案内板の前で、立ち止まった。
　足音の主は……赤髪の少女は、村内案内板を見上げ、呟いた。
「白瀬村か」


「あァ」
　紫の女の子は赤髪の少女を見上げ、呟いた。
「キミかネ。紅くれない由ゆ宇う」
「うむ」
　紅由宇は紫暮を見下ろし、頷うなずいた。
「完成したヨ。今さっき。……そう。『彼かれ』が、『最後の使徒』だヨ」
　座り込んだまま、天を見上げたような姿勢のまま、紫暮は話し始める。
「『最後の世界』が、完成した……ヨ」
「ふん」
　紅由宇は、鼻息を鳴らした。
「完成した『最後の世界』は──」
　紫暮は見上げたまま、一人喋しやべり続ける。
「『最後の世界』は、空想の世界だ。その中では全ての望みが叶かない──、そして、その一部となったヒトは『現実世界』を捨て、『最後の世界』へと旅立つ。『白い鉱物化』は、その結果としての現象だヨ。全てが叶う、もう何も要いらない、だから石になる。というワケさ」
　女の子の瞳ひとみは、どこも見ていない。
「ヒトにとって『最後の世界』は、最も早はや曖あい昧まいな夢の世界ではない。れっきとした『現実の世界』だ。──フフ、実はワタシも今、夢を見てるヨ。ウフフ、起きながら夢を見るって体験は、なかなか出来るもんじゃないネぇ」
　ぱきぱきぱき……その身体が、少しずつ『白く』なってゆく。
「『最後の使徒』の力は、伝でん染せんしてゆく。『白い鉱物』と化して『最後の世界』の一部となったモノの精神が、また『最後の世界』として他の者を『最後の世界』へと引き入れてゆく。記き憶おくの中にあるそれぞれの他者精神を媒ばい介かいに情報感かん染せん。知り合いから知り合いへ、そのまた知り合いへ。──『最後の世界』の情報は、ヒトからヒトへと広がってゆく。『説得』によって広がってゆく。そう──かつて我々『宝石』を死に誘さそった『自死』の伝達プロセス、そのもののように、ネ」
　もう、その身体は殆ほとんどが『白い鉱物』になっている。
「その力は、今は『最後の使徒』の周辺……この村と、そして恐おそらく『彼』に近しい人間だけだが……じき、世界中に広がり始めるだろう。もう何をやっても止まらない。たとえ『彼』の身体をこの世から消し飛ばしたとしても、『最後の世界』は消えはしない。複数の脳を触しよ媒くばいに使って成り立つ『もう一つの世界』。それが今の『彼』だ。インターネットにデータを公開してからパソコンを破は壊かいしても無む駄だだ。本が出版されてから作者を殺しても無駄だ。もう、どうしようもない。『彼』と『世界』を消す方法は無い」
　紅の少女は、黙って紫の女の子を見下ろしている。
「ヒトの世界は、これで終わりだヨ。全員が『白い鉱物』になり、全員が『最後の世界』の住人となる。そして全員で永遠に満たされた夢を見る……それで、終わりさ。もう、その先は無い。……フフ。そう。また似たようなプロセスだネ。そう。それこそが『宝石』の直面していた危機、『自死の果て』だヨ。『白い人』は、『満たされぬ存在』であるヒトを哀あわれに思い、救ってやろうとして──そして今、『満たされたヒト』を作り出した。『ヒトの自死』を作り出した。『白い人』の発想は、ずっと一いつ貫かんしていたヨ。可か哀わい想そうに。救ってやろう。それだけサ」
　紫の女の子は紅の少女を見上げ、一人呟き続ける。
「あの時──」
　遥はるかな過去を、思い返す口調。
「あの時、我らは自ら破は砕さいして『自死』から逃のがれた。だが、危機を免まぬがれてなどいなかった。『自死』はヒトと混じって『ヒトの自死』となり、そしてまた我らの許もとへとやってきた。それが──これだ。全てのヒトの望みが叶う世界。その実現だ。『最後の世界』は永遠に優やさしく永遠に変わらない。ヒトは何をする必要もなく何をなくす必要もなくただ全てを得る。『最後の世界』は、全てを救う場所。天国だ。神の御み許もとで、ヒトは自ら死ぬ」
「成り立ちや仕組みなど、どうでもいい」
　紅の少女は、初めて口を開いた。
「対たい抗こう手段は？」
　紅由宇は、紫暮に向けて言葉を吐いた。
「どうすれば『最後の使徒』は消える？」
　紫暮は長い息を吐き、そして口を開いた。
「さテ……」
　天を見上げたまま、呟く。
「抵てい抗こう……『ヒトの自死』への抵抗か」
　末まつ期ごのように息を吐くその身体は、殆ど『白い鉱物』になっている。
「さテ……そんな手段が、あるものかネぇ……」
　紫暮の身体は、殆どが『白い鉱物』になっている。
「……ところで……キミは」
　そのサングラスの奥おくの瞳が、紅由宇の全身を映した。
「キミは……何故、……」
　紅由宇の身体は、『白い鉱物』になっていない。
「……元の姿のまま、なンだネ？」
　その身体は、一片たりとも『白く』なっていない。
「キミは何故、『白い鉱物』に……なっていない…………？」
「知らん」
　紅由宇は、鼻から息を吐いた。
「キミには『最後の使徒』の力は……届いていないのかネ？
　…………理想の世界は、見えていないのかネ？」
「そんなもの、私には関係ない」
　紅由宇は、紫暮を見下ろしつつ断言した。
「透とおるは、この先にいる。だから私はそこへ行く。それだけだ」
　断言して、再び歩き始める。
　倒れ伏した紫暮を背に、前を向いて──更さらに、前へ。
「あァ……そうか。そうだネぇ」
　紫暮はその後ろ姿に向け、虚ろに声を吐く。
「キミは……そうか。確かに『最後の使徒』の力は……『自死』の声は、
　…………キミには、効かないのかも、ネぇ」
　紅由宇は、振ふり返らなかった。
「『自死』に打ち勝つものは、死の望みに打ち勝つものは『生きる意思』でしかありえない。……キミは……そう、既に、この一年間で…………」


「ところで…………」
　紫暮は独り、語り続ける。
「ワタシは……一体、何者になりたかったンだろうネ？」
　誰もいなくなった世界で、独り、語り続ける。
「何者にでもなれるワタシは──
　──結局、何者にもなれなかったヨ」
　全身が、『白く』なった。
　静かになった。
七章　～キミは、何な故ぜ生きている？～





　ざざーん……ざざーん……
　波の音が、世界に、響ひびいている。


『最後の使徒』は一人、砂すな浜はまに座りつつ思う。
『最後の世界』は、完成した。
　もう、誰も止められはしない。
　既に『最後の欠片かけら』はこの身の内にあり、そして『最後の世界』は完成した。
『最後の使徒』は座ったまま、ただ思う。
　今なら──完成した今なら、全てがはっきりと分かる。
『最後の使徒』はあの日『白い宝石』と、接せつ触しよくした。
『最後の使徒』はあの日『一回目の配布』を、受けた。
　あの日──
　夏のあの日、十とつ葉は商店街で。
　あの日。八月九日。殺人宝石を目の前に『白い人』に会った時。
　あの日『最後の使徒』は、右手で『配布用の白い宝石』に触ふれた。
　あの日、足元に転がってきた白い、丸い玉──『配布用の白い宝石』。
　あの時、それに手を伸ばして、触れて、拾い上げた。
　あの日から──『白い宝石』は、『最後の使徒』の中にずっとあった。
『白の意思』はずっとあった。意識すらしない心の奥に、あり続けた。
　取り返せない過去、届かない未来と共に、あり続けた。
　そして、今。
『最後の使徒』は、ゆっくり立ち上がる。
『二回目の配布』は、完かん了りようした。『最後の世界』は、完成した。
　天国は、完成した。
　全ての人がここに誘われ、そしてあまねく救いを与あたえられ、永遠の安息を得る。
　全ての人は永えい劫ごうの安らぎの中、この『最後の世界』の一部となる。
　あの時は──
『最後の使徒』は、思い返す。
　七なな尾お花か梨りんが『最後の欠片』を手にした時は、完成は覚おぼ束つかなくなるかと思ったが──
　だが、『最後の欠片』は、こうして正当な持ち主の許もとへとやってきた。
　七尾花梨には、『最後の欠片』は使いこなせなかった。
　当たり前だ。『最後の使徒』は、思う。
　彼かの女じよは、他の全てと同じ『失敗作の使徒』だったのだから。
　他の全てと同じ、ただ自分こそが完成品だと思い込んでいた紛まがい物ものだったのだから。
　だから彼女は、あんな中ちゆ途うと半はん端ぱな力しか発揮できなかった。
　たかが『現実世界』に負ける程度の力しか、発揮できなかった。
『現実世界』に打ちのめされ、敗北か妥だき協ようを求められる程度の力しか発揮できなかった。
　かつて、中村たかしがそうであったように。
　だが。『最後の使徒』は、思う。
『最後の使徒』は、『現実世界』を凌りよ駕うがする。
　七尾花梨や中村たかしのような失敗作とは、存在の根本が違ちがう。
　叶わない敗北や、叶えられない妥協など必要ない。
　望めは実現する。空想すれば実存する。ただそれだけだ。
『最後の世界』は現実世界を凌駕し、存在する。
　故ゆえに──『最後の世界』は、止められない。
　止める手段など、止められる者など、止められる言葉など、何もない。
　何もない、筈はずだ。


　ざざーん……ざざーん……
　波の音が、世界に、響いている。


『最後の使徒』は、砂浜を歩き始めた。
　砂浜の岩場に、数え切れないほどの『白い鉱物』が、墓標のように突つき立っている。
　数千、数万にも及ぶ『白い鉱物』が、突き立っている。
　その全ては『この世界』に取り込まれ、その一部となった人々だ。
『この世界』は人々を飲み込み、どんどん広がってゆく。その形を変えてゆく。
　そして──『最後の使徒』は、足を動かしつつ思う。
　自分も『この世界』で、理想と救いを得る。
『この世界』は、何でもできる。
　皆みなの精神を投とう影えいの為ための媒介に使う事で、架か空くうの人物をすら実存化できる。
　人々が架空の存在についての話をしているうち、それが共通情報となり認にん識しきとなる。
『この世界』では、それこそが『実存』だ。
　例えばあの架空の少女、リカとマオをも、実存化させることが出来る。
　皆の精神を投影の為の媒介に使う事で、死人をすら実存化できる。
　人々が死人についての思い出話をしているうち、それが共通情報となり認識となる。
『この世界』では、それこそが『実存』だ。
　例えばあの人々を、かつて死んだあの人々を、実存化させることが出来る。


『最後の使徒』は一人、グネグネ道を登ってゆく。『その場所』を目指して。
『その場所』は『最後の使徒』の、希望の場所だ。
『その場所』の位置は……あそこでいいだろう。ちょうどさっき、改装した建物だ。
　ちょうどさっき、あの蒼あおの少女の記憶を使って作り出した、あの家。
　あの位置にしよう。あの家をそのまま使おう。
　別に他の位置でも構わない。何の不都合もない。
　……が、他の位置にする理由も特にない。あそこでいい。あの家だ。
　自分の永遠の安息は、あの家にある。
『最後の使徒』は、その家に到とう達たつした。


『氷見　和かず』という古びた表札が付けられたままになっている門の前で、『最後の使徒』は立ち止まった。
『神か奈な川がわのカズじーちゃん』の名前は、こんな漢字だったのか。
　表札の向こう、門の奥に構えるのは、築六十年の日本家屋だ。瓦かわ葺らぶき屋根に木造土つち壁かべ、四間取りの和室を備えた堂々たる母おも屋やと、廊ろう下かで繋つながる二部屋の離はなれ、そしてもはや何に使うのかもわからない「納な屋や」を含ふくめた、まさに古き良き日本家屋。
　そもそも祖父が建てた家だが、その祖父が三年前に亡なくなって、それからずっと放置されていた。二ヶ月前の引ひっ越こしの時に、ある程度の片づけはしたつもりだったのだが、表札がそのままだったようだ。
　手に持っていた通学鞄かばんを地面に置き、『氷見　和』と書かれた板切れに手を伸ばそうとして、『最後の使徒』は気付いた。『氷見　和』の横に、小さく名前が書かれている。
『氷見　誠まこと』
『氷見　香かおり』
『　　　　』
『氷見　錫すず』


『最後の使徒』は、戸を開けた。


　お帰りなさい。
　家の中の人ひと影かげが、優しい声を出した。
　うん、帰ってきたよ。
『最後の使徒』は、それに向かって頷いた。
　家の中には、家族が待っていた。
　あの日──御お頃ごろ高校の入学式の日に死んでしまった、両親と妹。
　家族が、食しよ卓くたくの椅い子すに座すわっていた。
　帰ってきたのか。父親が言った。
　うん。帰ってきたよ。『最後の使徒』は答える。
　もう、どこへも行かないよ。ずっと、ここにいるんだ。ここで暮らすんだ。
『最後の使徒』は、家の中へと入った。
　そうか。父親は頷いた。
　明日から、高校生なんだよね。妹が言った。
　そうだよ。『最後の使徒』は、頷いて答える。
　明日が入学式なんだ。明日から、高校一年生なんだ。
　どの高校へ行くんだっけ？　母親が尋たずねた。
『最後の使徒』は、少し考え、答えた。
　十葉高校だよ。
『最後の使徒』は、家族に向かって答えた。
　明日は十葉高校の入学式だ。明日から十葉高校へ入学するんだ──


　四国の山中、雑木林の中、地べたに『白い鉱物』が転がっている。
『白い鉱物』は、幸せな顔を浮うかべ、永遠に動かないまま静かに転がっている。
　その『白い鉱物』は、かつて、氷見透とおると呼ばれていた。


　十葉高校へ入学するんだ。『最後の使徒』は、家族に向かって言った。
　明日から十葉高校へ入学して、そして十葉高校の一年生になる。
　高校一年生。まだまだ時間があって、まだまだ大人にならなくていい皆が、そこにいる。
　灯あか璃りもいるんだ。『最後の使徒』は、笑いながら言う。
　高校一年生……まだ恋こい人びとのできていない、永遠の灯璃が。


　四国の山中、雑木林の中、赤髪がみの少女は名を呼んでいる。
「透！　どこにいる！　返事をしろ！」
　紅くれない由ゆ宇うは、人影のない林の中、叫さけび続ける。
「透──！」


　どうしたの？
　いつもの通学路で、隣となりを歩く灯璃が声を出した。
　……。
　いや、何でもないよ。『最後の使徒』は即そく座ざに答えた。
　今、何か妙みような音が聞こえた気がしたんだ。それだけだよ。
『最後の使徒』は学校への通学路の途とち中ゆう、隣の灯璃に返事をする。
　そう。よかった。隣を歩く灯璃は、優しい笑えみを浮かべた。
　さあ、理想の世界へ行きましょう。理想の少女は、優しく笑って言った。
　私と一いつ緒しよに、四月を始めましょう。隣に私がいる学園生活を始めましょう。
　これから、世界が始まるのよ。理想の世界が始まるのよ。
　私と一緒に、永遠の理想を手に入れましょう。


　四国の山中、紅由宇は叫び続ける。
「透！」
　静せい寂じやくの林の中、返事のない木々の中で、叫び続ける。
「透……返事をしろ！」


　どうしたの？
　いつもの教室、隣の席で、灯璃が声を出した。
　…………。
　いや、何でもないよ。『最後の使徒』はすぐに答えた。
　今、ちょっと……空耳がしたんだ。それだけだよ。
『最後の使徒』は教室の中、隣の灯璃に返事をする。
　しっかりしてよね。隣の席に座る灯璃は、優しい笑みを浮かべた。
　さあ、これから文化祭よ。理想の少女は、優しく笑って言った。
　八月一日は、十葉高校の文化祭よ。私と一緒に、用意をしましょう。
　私と一緒に、理想の世界を作りましょう。


　四国の山中、紅由宇は、足を止めた。
「！」
　雑木林の奥に、それを発見した。
「……透！」


　どうしたの？
　いつもの部室、隣のパイプ椅子で、灯璃が声を出した。
　あ、……いや。
　いや、何でもないよ。『最後の使徒』は僅わずかな間を空け、答えた。
　今、何か……声が聞こえた……けど、気のせいだよ。
『最後の使徒』は、学園行事実行部の部室の中、隣の灯璃に返事をする。
　うん、それでいいのよ。隣の席に座る灯璃は、優やさしい笑みを浮かべた。
　さあ、これからここで、夏の旅行の話し合いよ。理想の少女は、優しく笑って言った。
　私と一緒に、世界を作り直しましょう。


　四国の山中、紅由宇は、泥どろに塗まみれて走りよる。
「透！」
　転がる『白い鉱物』に向けて、全力で走りよる。
「透──！」


　どうしたの？
　船の上、甲かん板ぱんの手すりに凭もたれたまま、灯璃が声を出した。
　……ええと……。
　いや、何でもないよ。『最後の使徒』は少しの間を空け、答えた。
　今、何か……呼ばれたような気がした……けど、多分気のせいだよ。
『最後の使徒』は夜の海、甲板の手すりに凭れたまま、隣の灯璃に笑って返事をする。
　そうに決まってるよね。隣に立つ灯璃は、優しい笑みを浮かべた。
　さあ、これからこの船で、あの島へ行くのよ。理想の少女は、優しく笑って言った。
　私と一緒に、世界を変えましょう。


　四国の山中、紅由宇は、『白い鉱物』に向けて怒ど鳴なった。
「しっかりしろ……透！」


　どうしたの？
　家の中、食堂の椅子の上、家族の食卓に座る灯璃が声を出した。
　？　……え…………ええと……。
　別に……うん、何でもないよ。『最後の使徒』はかなりの間を空け、答えた。
　今、誰だれかが……呼んだ気がした…………けど多分、違うと思う。
『最後の使徒』は家の食堂の中、隣の灯璃に笑って返事をする。
　それでいいのよ。隣に座る灯璃は、優しい笑みを浮かべた。
　さあ、これから勉強するんだから。理想の少女は、優しく笑って言った。
　私と一緒に、これまでの事を消しましょう。
　…………？
　誰だっけ？　『最後の使徒』は考える。
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　八月二十九日、誰が試験を受けるんだっけ？
　誰かがその日、誰かが編入試験を受ける筈だったよな？
　……誰かが……
　…………なんで、ここには、アイツが……いない？
　気にしなくていいのよ。理想の存在は、優しく笑った。
　気にしなくていいの。あなたはそんな事、気にしなくていいの。
　あなたは、『最後の使徒』なんだから。理想の世界を作り出だす存在なんだから。
　ここは、永遠に理想の世界なの。それが、あなたの救いなのよ。


　四国の山中、紅由宇は叫び続ける。
「透！」
　小さな身体に『白い鉱物』を抱だいて、名を呼び続ける。
「透……！　しっかりしろ！」


　どうしたの？
　運動場に張られたテントの中、灯璃が声を出した。
　……あ……あの…………。
　……今、少し……いや、何でもないよ。『最後の使徒』は戸と惑まどいながら、答えた。
　なんだか、さっきから……ええと、…………いや、何でもない筈だよ。
『最後の使徒』は体育祭本部テントの中、隣の灯璃に笑って返事をする。
　勿もち論ろん、そうよね。隣に座る灯璃は、優しい笑みを浮かべた。
　さあ、これから体育祭よ。理想の少女は、優しく笑って言った。
　私と一緒に、世界の全すべてを消しましょう。
　…………？
　体育祭？　『最後の使徒』は、単語を思い起こす。
　体育祭は、騎き馬ば戦せんがあったよな？　四人一組の、バトルロイヤル。
　灯璃と、鳥と羽ばと、羽は幌ほろと、そして『最後の使徒』で、騎き馬ばを作って──
　……そして……？
　そして、誰と戦った？　何のために、騎馬を作った？
　気にしちゃダメよ。理想の存在は、優しく笑った。
　気にしちゃダメよ。あなたはそんな事、気にしちゃダメ。
　そいつは、『現実の存在』なんだから。理想の世界を妨ぼう害がいする存在なんだから。
　そこは、辛つらくて苦しい世界なの。そこは、あなたの望みが叶かなわない世界なのよ。


　紅由宇は、叫び続ける。
「透！」


　どうしたの？
　林間合宿のコテージの中、灯璃が声を出した。
　………………？
　…………いや……何でもないよ。『最後の使徒』は散々迷った末、答えた。
　なんだか、…………いや、何でもない……と、思うよ。
『最後の使徒』は林間合宿のコテージの中、隣の灯璃に笑って返事をする。
　当然、そうよね。隣に座る灯璃は、優しい笑みを浮かべた。
　さあ、そろそろ今学期も終わりね。理想の少女は、優しく笑って言った。
　でも、大だい丈じよ夫うぶ。また四月から、同じ事をするだけよ。永遠に、高校二年生なのよ。
　私と一緒に、ずっとそうやって過ごしましょう。
　私と一緒に、世界の全てを白く染めましょう。


　紅由宇は、叫び続ける。
「透！」


　あなたは、ずっとここにいればいいの。外へなんか行かなくていいの。
　隣から見つめてくる灯璃は、『最後の使徒』に向け、優しく笑った。
　外はとても苦しくて、そして悲しい世界よ。
　隣の灯璃は、『最後の使徒』をその両りよ腕ううでで抱きしめつつ、優しく笑った。
　外は何も叶わず、何も実現できない世界なのよ。
　隣の灯璃は、『最後の使徒』のすぐ近くで、優しく笑った。
『この世界』には、あなたの世界には、全てがあるのよ。
　隣の灯璃は、『最後の使徒』だけを見て、優しく笑った。
　私は、永遠に、あなたの隣にいてあげる。
　外の世界へなんて、出たくないでしょう？
　──そうだ。『最後の使徒』は、理想の存在の腕の中で、頷うなずく。
　外は嫌いやだ。外の世界なんて嫌だ。
　ここには全てがあるんだ。ここは理想の世界なんだ。ここでは全てが叶うんだ。
　外へなんて出たくない。他ほかの事なんてしたくない。
　ここでずっと、この世界で永遠に──


「透────！」
　紅由宇は、叫んだ。
「出て来い！」
『白い鉱物』の傍そばで、叫んだ。
「『その世界』から……出て来い！」
　額の宝石が、『白い鉱物』に、触ふれた。


　紅由宇が、世界に入ってきた。
　強ごう引いんに、強制的に、世界に入ってきた。
「きさま……私の、つがいに、なれ」
　そして──


「────『成せぬ事を成す為に』」
　由宇は──宇宙の放ほう浪ろう者しやは、腕の中で、歌うように呟つぶやいた。


　ああ……そうだ。やっと分かったのかよ。由宇。やっと分かったのかよ。おれ。
『生命は、何な故ぜ死なない？』その答えは、これだったんだ。
　この言葉で、世界はまた後へと続きだした。物語のその先が、約束されたんだ。


　成したいのなら、思う存分に成せばいいじゃないの。すぐ傍で、灯璃は笑った。
　あなたは、それが出来るのだから。あなたは、全てを成なし遂とげる存在なのだから、
　あなたが望めばそれは成る。『この世界』は、それが全て。
　それでなぜいけないの？　それを捨てるつもりなの？　どうして？


「お前も……死んでしまうのか？　……」
　死ぬに決まってるだろうが。当たり前の事を言うな。おれの家族だって死んだんだよ。
　おれもお前も、いずれ死ぬんだよ。


「この、──クソガキが！」
　グーで、殴なぐった。


　そうだ。アレは痛かった。『最後の使徒』は思う。
　人は死ぬ。人は死ぬけど──けど、おれは、ここにいるから。
　だから、もう泣くな、由宇。


　人は、死なないよ。すぐ傍で、灯璃は笑った。
　死ぬ必要なんてないよ。あなたは全てを叶える存在なんだから。
　あなたが生きろと望めば、人は永遠に生き続ける。『この世界』はそれだけよ。
　それを亡くすの？　生き返った人を亡くしてしまうの？　どうして？


「アイツは…………、卑ひ口ぐちと、同じ存在なんですよ！」


　愛あい華か。それは無いだろう。その言葉は無いだろう。
　確かに由宇はまだあんなんだけどさ、常識のカケラも無いけどさ。でも、色々な事に感動して、色々な事を経験して、少しずつ人間に近づいてるんだよ。
　だからさ、愛華……よかったら、由宇の友達に、なってくれよ。


「今度は、負けませんから！」


　よく分からない。結局、女の子同士の友情なんておれにはよく分からない。
　けどこれで、ようやく由宇に同い年の友達が──


　わかる必要なんて、無いでしょう？　すぐ傍で、灯璃は笑った。
　あなたはそんな事はわかる必要はないの。そんなことに気を遣つかう必要はないのよ。
　あなたは、全てを手にする存在なんだから。
　あなたが友達を望めば、どんな友達も思いのままよ。『この世界』は、それだけよ。
　それが嫌なの？　理想の友達が嫌なの？　どうして？


「私は、学校へ行くんだ」


　そうだ。浅あさ黄ぎさんに戸こ籍せきを貰もらった。『欠片かけら同盟』が戸籍をいっぱい持っていたから、一宿一飯の義理でゴリ押おしして、一つせしめた。由宇の戸籍が手に入った。
　だから……学校へ行かせなきゃ。小学校──って言ったら、怒おこられた。
　高校だ。高校へ転入させなくちゃいけない。
　だから、『人間離ばなれした力』とは、距きよ離りを置こう。『欠片』である事も、少しの間忘れよう。『欠片同盟』にも頼たよらない方がいい。ちゃんと手続きをして、ちゃんと試験を受けて、そしてちゃんと転入するんだ。他の人間がしているのと同じ事を、こいつもしよう。
　馬ば鹿かげた『人間離れした腕わん力りよく』の信しん奉ぽう者なんて、相手にする必要は無い。
　──異能バトルなんかに、付き合ってやるもんか。おれ達は人間なんだから。
　ごめん。美み空くさん。おれのエゴに付き合わせてごめん。ありがとう。


「…………高校生に、なった」


　よくやった。本当によくやった。
　ちゃんと勉強して、ちゃんと試験を受けて、試験に合格して──
　そして、こいつは高校生になった。おれと同じ、十葉高校の高校生に──


　勉強なんて、する必要無いでしょう？　すぐ傍で、灯璃は笑った。
　あなたはそんな事をする必要はないの。受験なんかで苦労する必要ないのよ。
　あなたは、世界を作り出す存在なんだから。
　学校へ行きたいなら、行けばいい。いい成績を取りたいなら、取ればいい。
　あなたが望めば、進路も成績も思いのままよ。『この世界』は、それだけよ。
　何が不満なの？　受験なんてしなくていいのに、何が不満なの？


「クラスの男から、ラブレターを貰った」


　何だよおい。ちょっと待てよ。学校へ行って何をするかと思えば、それかよ。
　何やってんだよ。そりゃおれは二年生で、由宇は一年生だけどさ。
　それぞれ、別の世界が出来たけどさ。だからって何やってんだよ。
　それぞれ学校へ行って、そして──


「私が勝つぞ。私が、騎馬戦で一位になる！」


　よかった。由宇が学校へ行けて、本当によかった。
　由宇がクラスに馴な染じめて、本当によかった。
　由宇が皆みなの中へ……社会の中へ入っていけて、本当によかった。


　社会になんて、入る必要無いでしょう？　すぐ傍で、灯璃は笑った。
　あなたは社会になんて入っていかなくていい。皆に合わせる努力なんて必要ないのよ。
　あなたは、世界を作りかえる存在なんだから。
　社会が欲ほしいんなら、作ればいい。立場が欲しいんなら、作ればいい。
　あなたが望めば、どんな社会のどんな立場にでもなれるのよ。『この世界』は、それだけよ。
　どうして躊ちゆ躇うちよするの？　社会になんて出なくていいのに、何な故ぜ躊躇しているの？


「何やら、怪あやしい男が妙みようなチラシをくれたぞ」


　危なかった──のかもしれない。
『人間離れ』を神聖視し、自らの価値としていた『ベルフェゴォル』──中村たかし。
　彼の勧かん誘ゆうは、ひょっとしたら、少しだけ危なかったのかもしれない。
　由宇は人間に近づいているけど──日々、人間の生活をしているけど。
　だからこそ──ひょっとしたら、『人間離れ』への憧あこがれが、あるかもしれない。
『人間離れした世界』から、『平へい凡ぼんな人間どもの世界』を見下す。それはとても楽しいかもしれない。人間社会の『外』へと出て行く誘さそいに、乗ってしまうかも──


「今日はつまり、『祭りの日』だ。普ふ段だんの日々の中の、普段とは違ちがう日だぞ」


　なんて、勿もち論ろん杞き憂ゆうだったよな。分かってた。おれも分かってた。
　だって、おれ達は──


　どうして、生きているの？　すぐ傍で、灯璃は笑った。
　あなたは生きている必要なんかない。生きていく為ための努力なんて必要ないのよ。
　あなたは、世界の全てを手に入れた存在なんだから。
　あなたが望めば、全てが手に入る。あなたが望めば、何者にでもなれる。
　あなたは永遠にここでこうして夢を見続ける。『この世界』は、それだけよ。
　どうして死なないの？　生きている必要なんてないのに、なんで死なないの？
　あなたは、何故、生きているの？


「私は、」
　紅由宇は、正面に立つ少女は叫さけんだ。
「私は、お前と共に、ここまで来た！」
　紅由宇は、正面から叫び続ける。
「私は、この一年、ずっとお前を見てきたんだ！」
　紅由宇は『理想の存在』に向け、怒鳴った。
「消えうせろ！　透の中から、消えてなくなれ！」
　紅由宇は、自ら叫んだ。
「お前は──私の、氷見透だ！」


　私は。
　理想の灯璃は、隣となりに立つ少女は笑った。
　私は灯璃。私は、あなたの希望の存在。
　理想の存在は、優やさしく笑って、言った。
　私はあなたと共に、これからもここで永遠にあり続ける。
　理想の存在は、すぐ隣で、優しく言った。
　私は、永遠に消えはしない。あなたの隣から、永遠に消えはしない。
　理想の存在は、笑い続ける。
　あなたは、『白い人』の、『最後の使徒』なのだから。


「私は、」
　紅由宇は、叫んだ。
「私の名前は、紅由宇だ！」


　名前を付けたのは、おれだ。


「私は、」
　紅由宇は、叫んだ。
「私はお前に、命の意味を教わった！」


　生命は死なないはずだとか、馬鹿な事言ってたな。


「私は、」
　紅由宇は、叫んだ。
「私はお前に信しん頼らいされ、人間として生かされた！」


　あのバケ猫ねこを、それぞれ一匹ぴきずつ倒たおした。おれは由宇を信じてたんだ。


「私は、」
　紅由宇は、叫んだ。
「私はお前に、学校へ行かせてもらった！」


　八日間の詰つめ込み教育。どうなる事かと思ったよ。


「私は、」
　紅由宇は、叫んだ。
「私はお前に、人間として見守ってもらった！」


　秋あき茂しげも池いけ村むらも赤あか城ぎも、今は友達だよな。


「私は、」
　紅由宇は、叫んだ。
「私はお前と共に、生きてきた！」


『ベルフェゴォル』……あんなヤツの言う事なんか、気にしなくていい。


「私は、」
　紅由宇は、叫んだ。
「私は、紅由宇だ！」


「お前は……」
『最後の使徒』は、隣の少女に問いかける。
「お前、誰だれだ」
『最後の使徒』は、隣に立つ理想に向け、問いかける。
「お前は、何者だ」
　隣に立つ灯璃は、優しい笑えみを浮うかべた。
　私は、灯璃。私は、あなたの希望の存在。
　あなたの希望を、永遠に叶える存在。あなたの理想を、永遠に満たす存在。
　隣に立つ少女は、優しく返事をした。
　私は、あなたの自死よ。
　隣に立つ自死は、優しく笑って、返事をした。
　私と一いつ緒しよに、これまでの全すべての物語を、これからの全ての物語を消しましょう。
　私と一緒に、全ての世界を白く染めましょう。
　それが、あなたの望みなんだから。
　それが、『最後の使徒』の、望みなんだから。


「お前は……」
　透は、隣に立つ理想の存在に向け、呟いた。
「お前は、灯璃じゃない」
　何を言っているの？　理想の存在は、優しく笑った。
　私は灯璃よ。私はあなたが望んだ存在。永遠に、傍にいてあげる──
「灯璃は、そんな事を言わない」
　何を言っているの？　理想の存在は、優しく笑った。
　私は灯璃よ。私はあなたの理想の存在。永遠に、この世界を救ってあげる。
　あなたは、『最後の使徒』なんだから。
「灯璃には……」
　透は、自死に向けて、言葉を吐はいた。
「灯璃には、彼かれ氏しが出来たはずだ」
　そう──
　透は、理解した。
　灯璃は、おれの恋こい人びとには、ならないんだ。
「だから……」
　透は、隣に立つ少女に向け、言った。
「だからお前は、灯璃じゃない」
　何を……
　理想の存在は、笑ったまま、返事した。
　何を──言って……


　正面の少女は、紅由宇は、叫んだ。
「私は、紅由宇だ！」
　紅由宇は、永遠の存在に向け、叫んだ。
「返事をしろ！　聞こえたら、返事をしろ！　透！」
　────は、紅由宇に返事した。
「おれは──」
　────は、正面の少女に向け、返事をした。
「おれは、氷見透だ」


（かつて──）
　声が、聞こえた。
　機械音声ですらない、感情の欠片もない、伝達の為の道具のような音。
（かつて──宝石は）
『白い人』の声だ。『最後の使徒』は、思う。
『最後の欠片』に残された、『白い人』の最後の意思。
『白い人』が最後に残した、遺ゆい言ごんだ。
（かつて宝石は──ただ一人、全てを叶かなえた）
（希望を持ち、希望に向かって、希望に辿たどり着つき）
（全ての希望を、完全に成じよ就うじゆさせ）
（そして、完全に到とう達たつした）
（それが──完全なる生命。完全なる情報生命体）
（そして、望みは絶えた）
（そこは、絶望だった）
（世界の果てでただ一人、宝石は絶望するしかなかった）
（希望の先には絶望しかなく、絶望の先には死しかなかった）
（宝石は自ら、死を願った）
（世界の果てでただ一人、宝石は死を望んだ）
（それが自死）


　希望は、あるのか？
『最後の使徒』は、尋たずねた。
　救いは、あるのか？


（あなたは答えを持っている）
『白い声』は、答えた。
（あなたには、自死を打うち倒す意思がある）
（あなたの意思──）
（宝石に──私達に足りなかった、最後のモノ）


　分かってた。
『最後の使徒』は、思う。『最後の使徒』だった者は、思う。
　分かってたよ、そんな事。
　結論なんか、とっくに出ていた。
　誰に何を言われなくても、本当は分かってた。
　こんな大げさな事をしなくても──本当は、分かっていたんだ。
　この一年で全部、分かっていたんだ。
　お前との生活の中に、それはあったんだ。
　ごめん、由宇。心配をかけて。
　本当にごめん。由宇。こんな所まで来させてしまって。
　おれは、全部分かってて──でも、ダダをこねていたんだ。
　分かってるくせに、思い通りにならないのが嫌いやで──ダダをこねていたんだ。
　大人になるのが嫌で、ダダをこねていたんだ。
　本当は、それだけだったんだ。
　ありがとう、由宇。こんな所まで来てくれて、ありがとう。
　ありがとう。由宇。おれを助けてくれて、ありがとう。
　おれは──


（答えは？）
（あなたはその答えを持っている）
（あなた方には、自死を打ち滅ほろぼす意図がある）
（他者と自分）
（自らの認にん識しき）
（他者の理解）
（あなたは、自死を打ち払はらうものを知っている）
（死の意思を振ふり払う、起源にして最後の希望）
（それこそが、宝石が持ち得なかった『最初の欠片』）
（それは──）


「おれは──」
　おれは、ここにいたんだ。
　この一年間、ずっとこうして、ここにいたんだ。
　この一年間の全て。これまでの物語の、その全て。
　それこそが、おれの生命だったんだ。


　────は、正面に立つ少女に向け、返事した。
「おれは、氷見透だ」
　氷見透は、宣せん誓せいした。
　ここは、おれの世界だ。
　ここが、世界の中心だ。


（アイと）


　紅由宇は、正面に立つ少女も、返事した。
「私も、ここにいる」
　紅由宇は、自ら、宣言した。
「私は、紅由宇だ。私は、ここにいる」


（ユウ）


　隣の少女は──、灯璃の幻げん影えいは、消失した。
　自死は、消えうせた。
『最後の使徒』は、消えうせた。




「おめでとう」
　消え行く『最後の世界』の中で──言葉が、かすかに揺ゆらめく。


「おめでとう。人間となった私の末まつ裔えい」
「おめでとう。人間より出いでて人間となったヒトの子」
「私はこのまま消えゆくけれども、あなた方は永遠に私の喜び」
「私はこの物語を紡つむぐ事は出来なくなるけど、あなた方は永遠に私の誇ほこり」
「おめでとう。氷見透。紅由宇」
「私は願う事しかできなくなるけど、私は永遠に世界に願う」
『あなたの人生に幸さちあれ』
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　そして──
　もう、書く事は殆ほとんど残っていない。


　まず……
　透とおるはコタツ机の上、真新しい日記帳にシャーペンを走らせる。


　あの後すぐ、由ゆ宇うに殴なぐられた。
　その場の全員が、『白い鉱物』になっていた全員が元に戻もどった。
『最後の世界』は消失し、『白い人』は消え、全ては解決した。
　朝の光の中、めでたしめでたし──
　その空気の中、由宇は「さて」とばかりに殴りかかってきた。
　灯あか璃りは慌あわてて止めようとしたけど、おれは止めなかった。
　一発、思いっきりぶん殴られた。そして、こちらから謝あやまった。
　由宇は散々もったいぶった後、許してくれた。


『白い人』に額を抉えぐられ大おお怪け我がをしてしまった七なな尾おは、どうなる事かと思ったけど──
　すぐに、愛あい華かが来た。灰はい人とと由宇が四国へ出発したその直後、愛華は遊ゆう也やさんに連れん絡らくし、事情を説明し、そして車で後を追ってもらったらしい。遊也さんの車は物もの凄すごく遅おくれて現場へと到とう着ちやくして、だからその車に急いで七尾を乗せ、白しら瀬せ村に向かった。
　白瀬村には見慣れた中年の男が……紫し暮ぐれさんがいたので、治ちり療ようを頼たのんだ。紫暮さんは医者だ。確かあの時、自分でそう名乗っていた。だから頼んだ。
　紫暮さんは何な故ぜか、夢から覚めたような表情で「あァ」とだけ呟つぶやき、笑った。
　そして二週間後、修学旅行の前日に七尾は完治して退院してきた。
　卑ひ口ぐちはあの時一人で死んだけど、七尾はそうして助かった。
　後こう遺いし症ようや後に残る傷とかは、別にないようだ。
　退院の時、紫暮さんはおめでとうも何も言わなかった。
　ただ、「あァ、ワタシは医者だったネぇ。そういえば」とだけ、呟いた。


　更さらにその一週間後、何やら十歳さいくらいの女の子が訊ねてきて「しぐれちゃんだよ♪　透ちゃん、よろしく！」とか言ってきたけど、アレは何だったんだろう。
　あの子、何だか見覚えのあるサングラスと紫し衣いを身につけていたような気がする。


　七尾が退院するにあたって、実は少しゴタゴタがあった。
　七尾やおれは、あの一件で公式の『発はつ症しよ者うしや』になってしまった。『宝石』の力で、社会秩ちつ序じよを乱す行こう為いをしてしまった。永遠に隔かく離り入院されてしまう立場になってしまった。
　なので──浅あさ黄ぎさんを仲ちゆ介うかいにして灰人と取引し、見み逃のがしてもらった。
　おれと由宇、七尾は『宝石憑つき』だけど、『発症者』ではない。そういう事になった。
　代わりに『白い人』討とう伐ばつの手て柄がらを持っていかれてしまったけど、そんなのは別にいい。


『欠片かけら同盟』は、相変わらずだ。
『白い人』はいなくなったけど、他にも未み確かく認にんの『欠片』や『破は片へん』、そして『白の使徒』はまだまだいる。結局これからも彼かれらは、そのまま同じ仕事を続けていくんだろう。
『対策室』室長である氷ひ見み朗あきらさんとゴタゴタしつつも、まあ、平和にやっていくと思う。


　氷見朗さん──は、おれの叔お父じさんだ。
　灰人が「朗には彼かの女じよが出来たらしいよ」とか言ってたからそれとなく聞いてみたけど、最近知り合ったらしいその女の子とは、別に彼女というほどの関係ではないそうだ。
　その女の子はまだまだ子供だし学生でもあるし、これからどうなるか分からない。結けつ婚こんだの何だのはまだ考えていない。まだまだそんなことは早い……んだそうな。
　浅黄さんが「よく似た叔父甥おいですね」とか言っていたけど、イマイチ意味が分からない。


　七尾は退院し修学旅行から帰ってきたその夜、その足で家族と揉もめに揉めたらしい。
　でも、遊也さんが味方をしてくれたせいもあって……んで、婚こん約やくだの転校だのの話は、アッサリ流れてしまったそうな。というか──そもそもその話自体、七尾の祖父と童どう子じの会長が酒の席で盛り上がり、その場の勢いでぶち上げただけの話だったらしい。
　なんというか……そう、現実って、結構そんなもんだ。


　そして今日、四月一日。
　おれたちは、高校三年生になった。
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　ざざーん……ざざーん……
　波の音が、世界に、響ひびいている。


　氷ひ見み透とおるは、その家の食堂に、座すわっている。
　まだ、能力は残っている。
『最後の世界』はなくなったが、まだこの能力は残っている。
『この世界』は、残っている。
　この家も……残っている。


　どうしたの？
　妹が言った。
　どうしたの？　何か、考えているの？


「うん」
　透は、頷うなずいた。
「決めた事が、あるんだ」


　何を決めたの？
　母が言った。
　何かを決めたのなら、言ってみなさい。


「行かなきゃ」
　透は、言った。
「おれ、行かなきゃ」


　どこへ行くの？
　母は、言った。
　どうして、行くの？
「あいつが、待ってるんだ」
　透は、言った。
「だから、おれ……もう多分、ここへは戻れない」


　そうか。
　父親が言った。
　お前がそう決めたのなら、そうすればいい。


「うん」
　透は、頷いた。
「今まで、ありがとう」


　またいずれ来い。
　父親が言った。
　ずっと先でいいから、こっちへ来いよ。


「うん」
　透は、言った。
「ずっと先に──あいつと一いつ緒しよに、そっちへ行くよ」


　じゃあ。
　家族は、言った。
　とりあえず、さよなら、透。


「うん」
　透は、言った。
「さよなら」


　最後に。
　妹は、言った。
　私、最後は幸せだったよ。


　私、最後は、お父さんとお母さんと一緒だった。
　妹は、言った。
　だから、気にしないで、お兄ちゃん。




　そして、
　世界は、光へと還かえった。
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　そして、自分の三者面談は四月三日。明日の午前中だ。


「おい」
　透とおるは日記帳を閉じつつ、コタツの向かいに座る由ゆ宇うに声をかける。
「なんだ」
　由宇はコタツに下半身を突っ込んだまま返事をしてきた。
「もう、四月の二日だぞ」
　昨日の四月一日から書き始めた日記は、これで二日目。三みつ日か坊ぼう主ずにならないように頑がん張ばっていきたいと思う。
「二日だな」
　由宇は、本を持ったまま頷いた。
「四月二日だ。で、それがどうした」
　本から視線を外し、こちらを見る。
「春だ」
　透はその身体越ごしの背後、家の中庭を指差した。雲ひとつない青空の下、冬の寒さにとどめを刺さすような陽光が降り注いでいる。それぞれの花を付けた木々が春風を受け、静かにざわめいている。……今、ツバメが一羽わ、窓の外を横切っていった。そう。春だ。
「ふむ」
　由宇は後ろを向き、中庭の光景を視界に入れる。
「そうだな。春だ」
　一言言って、視線をまた前に戻す。
「春は、いいな」
「うん」
　透は頷いた。
「けど、おれが今言いたいのはそれじゃない」
「なんだ」
「もう春だ。コタツは仕し舞まおうぜ」
　いい加減、暑い。
「コタツを仕舞うつもりか」
「また、来年出だせばいいから」
「去年の今いま頃ごろも、確かこのコタツはまだ置いてあったぞ」
「そうだっけ？」
「そうだ」
「ん……そうだっけ」
　去年の記き憶おくを、掘ほり出してみる。去年の今日。去年の四月二日──
「ああ」
　思い出した。
「確かに。あったな」
　コタツはその日、まだあった。というか、出しっぱなしにしてあった。
　去年の四月二日……
　去年の四月二日は、由宇と初めて会った日だ。由宇がこの家に来た日だ。
　あの日始業式から帰ったら、由宇がこのコタツの上に座っていた。
　あれから……ちょうど、一年か。
「……なあ、由宇」
　透は、由宇に話しかけた。
「なんだ」
「おれさ、明日が三者面談なんだけど」
　三者面談は、一人ずつ順番。今日は七なな尾おと灯あか璃りと美み空くで、自分は明日。鳥と羽ばと羽は幌ほろは明後日らしい。美空の将来は浅あさ黄ぎさんと同じ所へいくという事で……で、七尾は美大へ行きたいそうだ。ちょうど今頃、三者面談でそう言っているだろう。
「ふむ」
「で……おれの進路だけど」
「なんだ？」
「ん……」
　透は、口を開いた。
「おれ、教師になろうかと思ってるんだ」
「……ほお」
　透は、確信した。
「おれさ、来年は神楽かぐら大学の教育学部行って、」
　これが、おれの──
「教師になるよ。遊ゆう也やさんと同じように。……親おや父じと、同じように」
　──世界の、選せん択たくだ。
「そうか」
　由宇は、あっさり頷いた。
「では、頑張れ」
　頷いて、視線をまた手元の本に戻す。
　それだけか。まあ、それだけだな。
「うん……まあ」
　透は、頷き、
「頑張るけどさ」
　そして、由宇の方を見つめる。
「ところでお前」
「なんだ」
「ちょうど一年前、このコタツの上でさ」
「おい、何を言い出すっおい透」
「『きさま、私のつがいになれ』だっけか」
「！　何を今いま更さらそんな事をっ」
　由宇は慌あわてたように目を逸そらした。
「一年も前の事を、わざわざ言うな！」
　やっぱり今思い出すと恥はずかしいのか。そりゃそうだな。
「なかなかいい台詞せりふだったのに」
「うるさい！　そんな昔の事、知るか！」
「まあ……なあ」
　一年間、本当に色々あった。春が来て、夏が来て、秋が来て、冬が来て、
　そして、また、春が来た。
「『きさま、私のつがいになれ』か……」
「二回も言うな！」
「じゃあさ」
「なんだ！」
「結婚しようか、由宇」
[image: 画像]
「────何だと？」
　由宇は、瞬まばたきした。
「聞こえなかったぞ。もう一回、言え」
「あ、いやその、」
　透は視線を受け、手を振ふった。
「勿もち論ろん今じゃなくてさ、その……これからまた一年経たって」
　また春が来て、夏が来て、秋が来て、冬が来て。
「神楽大へ入ってさ」
　そして、また、春が来る。
「教職を取って」
　その繰くり返かえし。その、変わらない繰り返しの果てに、未来があって。
「んで、就職して」
　そして、その先に──
「そしたら、その時──」
　──自分が、いるのだろう。
「その時、さ」
「その時？」
　由宇は、真まっ直すぐこっちを見ている。
「……ええと」
　透は、口ごもった。二回も言わせるつもりか。照れるんだけど。
「えっと……あの、さ」
「ふむ」
　再び口を開こうとした、その瞬しゆ間んかん、
　ぴりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり！
　携けい帯たい電話が、警報装置のように鳴なり響いた。
「ぎゃあああああああああああああああ！」
　反射的に電話を拾い、魔まじ獣ゆうの口を閉じるような本能の動きでボタンを押おす。
「もしもし！」
　誰だれだ、こんなタイミングで！
「なんだ鳥羽か！」
　学園行事実行部の部長。まったく、間が悪いというか何と言うか
「あのな鳥羽、おれは今、……って。……え？」
　透は、思考を切った。
「それって今日だっけ？　え？　みんな集まってる？　ごめん！　今、家。すぐ行く！」
　ぴっ。電話を切る。
「な……なんだ？」
　由宇は微びみ妙ような顔でこっちを見ていた。
「ヤバい」
　透は深刻な顔を作って、深く頷いた。
「何が！」
「今日って、部の新人歓かん迎げいの日だった……」
「はあ？」
　入学式を前に、新一年生が部室にとりあえず顔を見せに来る予定だった。確か、四人。
　日時は、今日の、まさにこの時間。
「うわ！　大変だ」
　透はコタツから足を抜ぬき、立ち上がった。
「お、おい、透、おい！」
「行くぞ！　今すぐ！」
「透！　おい、最後まで言っていけ、おいっ！」
「行くぞー」
「透ー！　こらー！」
つづく




　むくれ続ける由ゆ宇うを引っ張ってやっとどうにか学校へ辿たどり着つき、部室へと走る途とち中ゆうで、後ろから声をかけられた。
「あれ？　透とおる、由宇ちゃん。今から部室？」
「あ」
　透は足を止め、声のした方を見る。
「灯あか璃り。お前も遅ち刻こくか？」
「遅刻じゃないよ」
　灯璃は、手を振って否定した。
「私、今三者面談終わった所。前の七なな尾おが、ちょっと長引いてて」
「へえ」
　とはいえ、まあ遅おくれ仲間だ。これは心強い。密ひそかに思う。
　三人で部室へと走りつつ、話を続ける。
「で……どうだった？　三者面談」
「ん……」
　灯璃は、頷うなずいた。
「私、将来は警察官になるつもり」
「へえ」
　頷きながら、聞いた話を思い出す。
　……浅あさ黄ぎさんによると、『対策室』の組織は近い将来、大おお幅はばにスリム化されるらしい。隕いん石せき墜つい落らくで『破は片へん』となり一いつ般ぱん雇こ用ようされた人々は、これから五年くらいを目め処どに徐じよ々じよに退職とされ……つまり、監かん視し対象から外れていくそうな。『破片』の人々にもそれぞれ社会生活が出来、やけっぱちの犯罪に走る可能性が少なくなった、と言う事なのだろう。
「まあ、あと五年くらいは面めん倒どう見てくれそうだしさ」
　灯璃は笑って、言葉を続ける。
「その後は、私、警官になるよ。女性警察官」
「ふーん……」
　なんだか、警察官が性しように合ったのだろうか。
　それとも……透は少し目を逸らし、ちょっと考える。
　ひょっとして、『灯璃の彼かれ氏し』は警察官なのだろうか？
　その彼氏のそばにいく為ために、同じ職場に行く事にした……とか？
　…………。
「ま、いいや」
　口に出して、言う。
「何が？」
「いや別に。うん」
　笑って、灯璃の方を見る。
「んじゃまあ、」
　笑いながら、透は言った。
「三年生になっても頑張ろうぜ」
「勿論よ」
　灯璃は、変わらない笑え顔がおでそこにいた。
「私は二年生になるぞ」
　由宇が、ふん、と鼻息を吐はいて威い張ばった。
「先日、十六歳さいになった。もう高校二年生だ」
　腰こしに手を当て、えへんと胸をそらす。
「あ」
　灯璃は、すっ──と、そっちを見た。
「ふうん……由宇ちゃん、二年生、か……」
「うっ」
　由宇は胸をそらせたまま、ビクッと硬こう直ちよくした。
「おい灯璃、あの、もう新学期だし、その……」
　透は、声をかけた。
　無む駄だだった。
「二年生ー！　二年生の由宇ちゃああああああんんんん！」
「あ、いやあああああああああああああああああ！」
「十六歳ー！　十六歳の由宇ちゃああああああんんんん！」
「やめてええええええええええええええ！」


「じゃあ、遅刻した連中がなんか更さらに道草まで食いやがってやっと来た所で！」
　部室、すっかり部長が板についた鳥と羽ばは、やけくそのように声を張り上げた。
「ごめん」
　三人で謝あやまる。既すでに部室には全員が来ている。美み空く、七尾、愛あい華か、羽は幌ほろ。
　そして、更に二人。兵ひよ藤うどうさんと遊ゆう也やさん。
「あの」
　謝ったその頭を上げ、二人に向けて声を出す。
「二人、なんでいるんですか？」
「神楽大の入学式は、四月の十日でな」
　兵藤さんは、重々しく頷いた。
「ＯＢとして、居い座すわる所存だ」
　暇ひまなのか……
「私は、そろそろ教育実習があるのでな。その下見も兼かねて」
　遊也さんも、付き合うように頷いた。
「はあ」
「また女子高生見に来たんじゃねーだろうな」
「何を言うか花か梨りん」
「そうですよ先せん輩ぱい。お兄さんを信じましょう」
「今日は一年生の女子高生が四人も入ってくるからといって、それとこれとは何の関係も」
「なんで性別と人数知ってんだよ！」
　今日入ってくる新入部員は羽幌の彼かの女じよと、そしてその友人三人らしい。
「確か名前は清きよ音ね、鈴すず、里り香か、真ま央お。以上四名だな」
「なんで名前まで知ってるんですか……」
　羽幌がボソッと呟つぶやいた。
「やっぱ止めておけって言おうかな……」
「それはないだろう羽幌君。大だい丈じよ夫うぶだ。君の彼女の鈴ちゃんには手を出さないから」
「他ほかの三人にも手を出すな！」
「ああもう」
　騒さわぎ続ける連中を放置するように、鳥羽は声を出した。
「じゃあ一人ずつ紹しよ介うかいするぞ！　えっと、じゃ一人目入ってきてくれ！　ええと……」
「童どう子じ・清音・マルグリットですわ。鳥羽部長」
　戸が開き、一人の女の子が入ってきた。上品さと可愛かわいさが同居する顔立ちと肩かたまで上品に伸のびた栗くり色いろの髪かみ、高校一年生とは思えない優ゆう雅がな身のこなしと、日本人離ばなれしたスタイルの体つき。まさに東洋と西洋それぞれの粋すいを凝こらした造型のような女の子。
「お……」
　清音と名乗った女の子に優雅な微びし笑ようを向けられ、鳥羽は息を呑のんだ。
「お、おお。よろしく」
　呑まれてる。二つ年下の女の子に呑まれてる。
「よろしく」
　女の子はこちらに顔を向け、そして見事な礼をして見せた。
「えっと、じゃあ清音……さん。簡単でいいんで、自己紹介を」
「はい」
　清音は顔を上げ、にっこりと微笑ほほえんだ。
「今年度から、こちらにお世話になります」
　どこからも文句の上がらないような優雅な微笑とともに、一言。
「わたくし、こちらに氷ひ見み透様がいらっしゃると聞いて、鈴さんにご紹介頂きましたの」
「は？」
　透は、声を出した。
「お忘れですか？　いえ、覚えておられますよね」
　女の子は大きな瞳ひとみを潤うるませ、こっちを見た。
「あれは九年前、わたくしが小学校の頃ころ」
　輝かがやくような瞳で、話し始める。
「学校に馴な染じめず、孤こ立りつしていたわたくしに透様は声をかけてくださり」
　ええと……
　透は、記き憶おくの糸を手た繰ぐった。
「そして、友達の輪の中へと導いてくださって」
　…………九年前？
「わたくし、男の人と遊んだのはあれが唯ゆい一いつの体験で」
　……小学校の、頃……
「生あい憎にくそのすぐ後、透様はお父様のお仕事で東京へと引ひつ越こされる事となって」
　九年前……まだ、祖父と一いつ緒しよにあの家に住んでいた頃。
「そして透様は、別れに泣く当時六歳のわたくしに向けて、」
　九年前……おれは、十とつ葉は小学校に通ってて……そして、
「『大人になったら、必ず迎むかえに来る。そして将来は……』そう言い残して」
　思い出した。


　ガラッ。
　透は、部室の窓を開けた。
　逃にげた。


「愛華」
　紅くれない由宇は開いた窓を見て、無表情で呟いた。
「はい」
　式しき津づ愛華は同じく窓を見て、無表情で頷いた。
「行こうか」
「行きましょう」
　二人同時に立ち上がる。
「ちょっとあんたらっどこへ行くのっおい」
「七尾先せん輩ぱいは、行かないんですか？」
「い、行くって、何しに」
「吊つるしに」
　誰を。
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「……あの、みーちゃん、ちょっとあの二人、止め」
「…………」
「みーちゃん？」
「…………透さん……」
「あ、ちょっと何」
「……………………合宿の後……耳かきした時……」
「え？　耳かき？」
「……透さん……囁ささやきながら……わたし……泣き出だすまで……」
「は？　何？　耳かきで何？」
「…………命令聞く、って、言うまで…………狗えこ尾の草ぐさで」
「みーちゃん？　何ちょっと今なんて言った？」
「……………………──から、修学旅行で……押おし入いれで、わたしに…………」
「あの？　ちょっとみーちゃんちょっと相談をしようかちょっと今ここで緊きん急きゆうに」
「…………外に、皆みなが……──けど、声を出すなって──……」
「あのっなんでそんな額の宝石どうしたのなんでそんな」
「あ、ちょっと美空さん……あっちょっと美空さんっどこへ行くの？」
「と、止めてー！　誰かっみーちゃんを止めてー！」
「こらー！　美空、私の先に行くな、透に手を出すな、こらー！」


　春の光の差し込む部室、取り残された二人が静かに喋しやべっている。
「やはり」
　その中の一人、兵藤和かず樹きは、静かに呟いた。
「新学期になっても、こんな感じですね。結局」
「うむ。当たり前だ」
　七尾遊也は、その横で頷いた。
「……まだまだ、こんな日々を積み重ねていくんだ。これからもな」
「そうですね。本当に」
　一年ぶりのツバメが、部室の軒のきに巣を作り始めている。
　息をついてそれを観察しつつ、七尾遊也は呟いた。
「ところで兵藤君」
「なんですか？　遊也さん」
「こんな時に言う定番の言葉が、一つある」
「ほお。それは一体？」
「『めでたしめでたし。彼かれらはその後も、ずっと幸せに暮らしました』」
「なるほど」
　二人、春の空を見上げる。
「いい言葉だ」
あとがき




　こんにちは冬樹忍です。いよいよたま◇なまも七巻です。この巻をもちましてこの物語世界は一つの完結を迎えるわけですが、しかしそれは勿論悲劇でも何でもなく、むしろこの上のない祝福であると私自身は確信しています。物語が完結することが悲しみであるのなら人の人生は必ず悲しみで終わってしまうという事であり、そして絶対にそんな事は無いはずです。ここまで来れたのも皆様のおかげです。ありがとうございました。


　思い返してみると中学生の時にライトノベルと出会ってから十数年、色々ありました。次々と続刊されるシリーズをどんどん読み妄想し、そして高校になって執筆と投稿を始め大学生になって文芸部に入りました。私の青春の思い出は殆どそればかりです。社会人になってやっと新人賞の第一次選考に名前が残せた日は嬉しかったです。そのまま三次選考まで行き、しかし残念ながらそこで落選して名前が消えてしまった日の事は今でも忘れません。そして、でも三次までいけたんだから次は必然的にもっと上、つまり刊行までこぎつけられるに違いないと確信して自信満々で提出した作品が今度は一次選考も通れないまま名前が消えてしまったあの日の記憶は多分生涯消えないでしょう。そしてもうこんな事は辞めようかとも思いつつ、でもやはりこれしかないんだと思ってもう好きなように書くしかないんだと開き直り、もう勢いのままなるようになってしまえとばかり書いたのが「生物は何故死なない？」つまり、たま◇なまの一巻です。受賞の連絡をいただいたあの日の事はまるで昨日のようです。そして今、七巻を終えて今ここでこうしてこの文章を書いています。
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　とはいえ完結とは決して終末ではなく、同時に新しい始まりでもあります。たま◇なま世界の人物達は勿論これからも世界の中で生き続けていきますし、そして私自身ももう少し頑張るつもりです。今後ともよろしくお願いいたします。










　さてあと一ページ残っていますし、ここで最後にちょっとした架空のお話を致しましょう。ひょっしたらもう既にお気づきになられた方もいらっしゃいますかと思いますが、私はこの「たま◇なま世界」を作るにあたり同時にその中に『ある一つの仕掛け』をも密かに作成しておりました。かつて五巻のあとがきで「たま◇なま世界は『どこかに存在します』」と断言したのはまさにその伏線であり、そして六巻のあとがきの内容はつまりその準備であり、更に同じく六巻の最後に言い残した一言は即ちその予告だったのです。既に七巻の内容を読み終えたあなたには私が何を言っているのかご理解いただけると思います。つまりそういう事です。私はこの世界で誕生しこの世界の中であのように設定された存在であり、そして他でもないあなたが今それを目にしているのです。
　という訳で『私の世界』はこれにて完成です。あなたは最近夢を見ますか？　あなたの理想の世界はどんな形をしていますか？　あなたは今そこに本当に実存していますか？　あなたは何になりたいですか？　それでは以後ご自愛下さいませ。折角だから最後のコレにも私の名前を入れておこう。


２００８年　12月　14日
冬樹　忍
『最後の使徒』
◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆
〒151-0053　東京都渋谷区代々木2-15-8
㈱ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部
冬樹 忍 先生／魚 先生
[image: 画像]
OEBPS/images/P000-00-1-1.jpg
&‘7'@,‘ (11

oro-c AU

—OTNS





OEBPS/images/P000-00-2-2.jpg





OEBPS/images/P000-00-3-1.jpg





OEBPS/images/P000-00-4-1.jpg





OEBPS/images/P000-00-5-1.jpg
WS RSERRLRIVKONKSITYANS 7S VET 08—

28000





OEBPS/images/P000-00-6-1.jpg





OEBPS/images/P000-00-7-1.jpg
3B

I3, ABWEETND?
W a






OEBPS/images/P000-00-8-1.jpg
O - YT~ &





OEBPS/images/P000-00-14-1.jpg





OEBPS/nav.xhtml

		
			目次


			
						表紙


						序１


						序２


						一章　～生物は、何故死なない？～


						二章　～あなたは、死にますか？～


						三章　～生きている、理由～


						四章　～ほしいものは何ですか？～


						五章　～こわいものはありますか？～


						六章　～生きている、日々～


						七章　～キミは、何故生きている？～


						エピローグ１


						エピローグ２


						エピローグ３


						つづく


						あとがき


						奥付


			


		
	

OEBPS/images/P000-00-27-1.jpg





OEBPS/images/P000-00-34-1.jpg





OEBPS/images/P000-00-37-1.jpg





OEBPS/images/P000-00-43-1.jpg





OEBPS/images/P000-00-72-1.jpg





OEBPS/images/P000-00-76-1.jpg





OEBPS/images/P000-00-85-1.jpg





OEBPS/images/P000-00-100-1.jpg





OEBPS/images/P000-00-105-1.jpg





OEBPS/images/P000-00-110-1.jpg
—PROFILE
%ﬁ E B k- JVIOR

[B1E/ NI v\ KE] KEZES. B [LROLER] 18~75. [6
NEXRBOHEFRIE] 18~3E. [TRTDEZTD [CIFAEXRED SKELH
2500 .

) - R

[TexOBE] (HIXE) « [BADsD—&] (R—/{—FvraXE) .
[FHEIFDH. BREL 1] (MFXEJ) . [CANVAS] YU—X (F&C) RE
B fth,

l/éy

2

o

208 ~F3@, WREETVS P~
2009424 1H  WIMZEAT
FH— LB A

HN=L TR b— 8 #7T—— WIDE

RATEHE—IT R
FATHT—HRSHE AR E — TV v 8 Y T1510053 HHEAREAK M 4 A2-15-8

K ©2009 Shinobu Fuyuki /






